
全
電
通

都
市
交

鉄
綱
労
連

全
金
中
立
関
係

（
3
）

（
4
）

（
5
）

二
〇
〇
〇

　
六
〇
〇

一
一
〇
〇

　
五
〇
〇

二
八
三
六

全
農
林

全
専
売

合
化
労
連

全
日
通

地
評
関
係

六
〇
〇

三
〇
〇

一
五
〇
〇

五
〇
〇

一
八
○
○

動
労
　
　
　
　
四
〇
〇

全
水
道
　
　
　
四
一
三

私
鉄
総
連
　
二
〇
〇
〇

他
（
合
計
）
二
六
、
〇
六
七

全
林
野
　
三
〇
〇
〇

炭
労

三
〇
〇

　
　
白
浜
研
一
郎
「
明
日
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
序
曲
ー
労
働
者
ス
ポ
ー
ッ
祭
典
の
意
義
　
　
」
「
総
評
』
新
聞
、
一
九
六
四
年
一
一
月
一
三
日
付
。

　
　
一
九
六
七
年
度
行
事
計
画
、
第
二
回
常
任
理
事
会
、
前
掲
『
活
動
の
記
録
』
三
八
頁
。

　
　
こ
う
し
た
背
景
に
は
、
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
、
企
業
と
地
域
に
お
け
る
支
配
構
造
の
分
析
、
そ
し
て
そ
の
中
で
の
各
ス
ポ
ー

ツ
組
織
の
よ
り
詳
細
な
検
討
が
必
要
に
な
ろ
う
。
現
に
、
新
日
本
体
育
連
盟
も
当
初
は
「
職
場
、
地
域
、
学
園
」
に
そ
の
組
織
建
設
を
目
指
し
て
い

た
が
、
特
に
七
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
諸
々
の
新
体
連
攻
撃
の
中
で
、
そ
の
活
動
の
主
陣
地
が
地
域
に
制
約
さ
れ
て
き
た
歴
史
も
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
詳
細
は
第
四
期
で
検
討
し
た
い
。
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「スポーッ基本法」の研究（H）

　
こ
う
し
た
中
で
、
「
全
国
ス
ポ
ー
ツ
大
会
も
、
そ
の
会
場
確
保
が
容
易
で
な
く
な
り
、
余
暇
の
多
面
的
利
用
の
風
潮
、
休
暇
と
費
用
、

企
業
の
姿
勢
の
変
化
な
ど
が
反
映
し
、
参
加
層
も
多
く
は
期
待
で
き
な
く
な
っ
た
。
協
会
加
盟
団
体
の
増
加
も
思
う
に
ま
か
せ
ず
、
財
政

面
で
も
、
い
わ
ゆ
る
”
自
転
車
操
業
”
の
域
を
出
な
い
実
態
で
あ
り
、
現
状
の
ま
ま
で
は
発
展
性
は
乏
し
い
」
状
況
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
労
働
者
ス
ポ
ー
ッ
祭
典
が
開
催
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
記
録
か
ら
は
伺
え
な
い
。
し
か
し
こ
の
資
料
『
活
動
の
記
録
』
に
拠
れ

ば
一
九
七
五
年
、
六
年
と
続
け
て
日
本
体
育
協
会
と
の
懇
談
が
設
け
ら
れ
、
特
に
後
者
は
東
京
築
地
の
料
亭
に
て
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

自
体
は
体
協
か
ら
の
呼
び
掛
け
で
労
働
四
団
体
代
表
と
の
懇
談
会
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
主
要
に
は
二
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。
第
一

は
七
一
年
以
降
、
体
協
と
し
て
も
進
め
て
き
た
国
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
向
上
が
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
や
少
年
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
部
分
的
な
成

果
は
あ
っ
て
も
大
き
な
も
の
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
そ
こ
で
よ
り
一
層
の
成
果
を
生
む
た
め
に
は
職
場
・
地
域
で
の
影
響
力
を
持
つ
労
働

四
団
体
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
強
調
す
る
よ
う
期
待
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
は
そ
の
為
に
も
労
働
四
団
体
が
ス
ポ
ー
ツ
に

関
わ
っ
て
何
等
か
の
形
で
一
つ
に
ま
と
ま
ら
な
い
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
前
述
の
新
日
本
体
育
連
盟
の
よ
う
に
「
国
民
ス
ポ
ー
ッ
」
を
目
指
し
て
七
〇
年
代
に
急
激
な
成
長
を
し
て
行
く
の
と
は
対
象
的
に
、
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

本
労
働
者
ス
ポ
ー
ッ
協
会
は
そ
の
派
手
な
打
ち
上
げ
の
割
り
に
は
そ
の
後
の
活
動
実
態
も
組
織
実
態
も
曖
昧
化
し
て
い
っ
た
。

　
な
お
、
一
九
九
〇
年
代
の
日
本
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
は
、
そ
の
一
支
部
で
あ
る
東
京
労
働
者
ス
ポ
ー
ッ
協
会
（
略
称
・
東
京
労
体

協
）
の
み
が
残
り
、
メ
ー
デ
ー
時
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
を
開
催
し
て
い
る
。

（
1
）
　
荒
川
智
行
「
『
余
暇
』
と
企
業
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
の
問
題
ー
労
働
者
・
労
働
組
合
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
『
文
化
評
論
』
第

　
一
四
三
号
、
一
九
七
三
年
六
月
号
、
二
七
頁
、

（
2
）
　
そ
の
割
当
数
は
次
の
通
り
で
あ
り
、
支
持
基
盤
が
分
か
る
。

　
日
教
組
　
　
二
〇
〇
〇
　
　
　
国
労
　
　
　
三
〇
〇
〇
　
　
　
自
治
労

二
〇
〇
〇
　
　
　
全
逓
　
　
二
〇
〇
〇
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球
、
卓
球
、
バ
ド
、
・
、
ン
ト
ン
、
陸
上
競
技
の
五
種
目
で
あ
る
。
祭
典
予
算
の
主
要
な
部
分
は
、
各
単
産
の
参
加
券
（
一
枚
二
〇
〇
円
）
消

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

化
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
祭
典
は
成
功
裡
に
終
了
し
た
。
こ
う
し
た
大
会
か
ら
将
来
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
輩
出
も
と
、
そ
の
意
気
は
高
か
っ
た
。

　
し
か
し
そ
の
後
の
活
動
は
、
決
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
　
「
産
業
構
造
の
変
化
に
応
じ
た
合
理
化
の
一
環
と
し
て
、
労
働
者
の
余
暇
管
理
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
対
策
が
資
本
に

　
と
っ
て
、
大
き
い
位
置
を
占
め
て
き
て
い
る
現
在
、
労
働
運
動
の
な
か
で
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
、
ど
の
様
な
立
場
で
、
ど
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
に
組
織
さ
れ
て
い
る
か
は
、
ほ
と
ん
ど
語
ら
れ
て
い
な
い
。
」

　
残
念
な
が
ら
こ
れ
が
実
態
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
「
基
本
的
な
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
政
策
か
ら
組
織
論
ま
で
討
議
で
き
る
活
動
家
の
集

会
を
開
催
す
る
」
こ
と
が
方
針
と
し
て
も
要
請
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
こ
の
間
、
メ
ー
デ
ー
行
事
へ
の
参
加
、
巡
回
ス
ポ
ー
ッ
教
室
の

開
催
を
行
い
、
さ
ら
に
は
「
中
央
勤
労
者
ス
ポ
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー
」
の
設
立
も
構
想
さ
れ
た
。
七
〇
年
に
は
、
ソ
連
や
東
ド
イ
ッ
な
ど
か

ら
の
参
加
者
を
得
て
「
国
際
ス
ポ
ー
ツ
協
力
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
労
働
運
動
を
め
ぐ
る
諸
困
難
の
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
位
置
付
け
は
重
視
さ
れ
ず
、
各
単
産
あ
る
い
は
地

連
に
お
け
る
地
域
予
選
も
ま
ま
に
な
ら
ず
、
全
国
祭
典
へ
の
参
加
も
、
資
金
不
足
、
準
備
不
足
で
減
少
し
て
き
て
い
た
。
七
一
年
度
の
活

動
方
針
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
支
配
階
級
に
よ
る
、
全
人
間
的
な
二
四
時
間
管
理
と
で
も
い
う
べ
き
労
働
者
対
策
は
、
い
ま
や
、
情
報
化
社
会
の
在
り
方
、
地
域

　
コ
、
、
、
ユ
ニ
テ
ィ
形
式
余
暇
管
理
を
一
体
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
企
業
に
よ
る
余
暇
管
理
が
、
明
ら
か
に
労
務
管
理
の

　
一
環
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。
し
か
し
現
実
に
は
、
労
働
運
動
に
お
け
る
文
化
活
動
は
、
資
本
の
側
に
あ
る
余
暇
管
理
が
強
め

　
ら
れ
て
い
る
の
に
比
べ
、
組
合
側
の
対
策
の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
る
。
」
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「スポーッ基本法」の研究（H）

　
会
長
（
1
）
　
副
会
長
（
4
）
　
理
事
長
（
1
）
　
参
与
会
長

会
計
監
査
（
2
）

　
そ
し
て
初
年
度
の
運
動
方
針
は
次
の
九
項
目
で
あ
る
。

ケクキカオェゥィァ
各
級
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
設
立

労
働
者
ス
ポ
ー
ッ
祭
典
の
開
催

職
場
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
の
開
催

各
種
カ
ン
パ
ニ
ァ

設
備
要
求
運
動

国
際
交
流

機
関
紙
の
発
行
（
情
報
紙
『
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
情
報
』
、

会
員
の
組
織
化

財
政
確
保
に
つ
い
て

（
1
）
常
任
理
事
（
若
干
名
）
事
務
局
長
（
1
）
事
務
局
次
長
（
2
）

機
関
誌
『
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
』
発
行
予
定
）

　
㈹
　
沿
革

　
日
本
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
活
動
は
、
資
本
側
の
職
場
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
組
織
化
の
強
化
、
一
方
で
の
労
働
運
動
に
お
け
る
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

合
幹
部
全
体
の
ス
ポ
ー
ツ
の
位
置
付
け
の
弱
さ
等
の
組
織
情
況
の
中
に
あ
っ
て
、
あ
ま
り
進
展
し
た
と
は
い
え
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
で
も
毎
年
秋
に
は
労
働
者
ス
ポ
ー
ッ
祭
典
が
開
催
さ
れ
た
。
第
一
回
は
一
九
六
四
年
一
一
月
二
、
三
日
に
国
立
競
技
場
を
中
心
に

二
九
都
道
府
県
、
八
六
五
名
の
代
表
選
手
、
延
べ
三
九
、
O
O
O
名
の
応
援
で
開
催
さ
れ
た
。
種
目
は
柔
道
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
軟
式
庭
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争
意
識
・
企
業
意
識
を
あ
お
ら
れ
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
、
そ
の
た
め
の
シ
ョ
ー
化
し
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
。

　
⑤
精
神
労
働
か
ら
の
解
放
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
可
能
で
あ
り
、
と
り
わ
け
青
年
男
女
の
立
場
は
、
支
配
階
層
の
高
度
成
長
策
の
技
術
革
新
、
合

　
　
理
化
進
行
の
中
で
、
身
体
が
む
し
ば
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
⑥
ス
ポ
ー
ツ
の
大
衆
化
は
思
想
・
信
条
の
垣
根
を
こ
え
、
相
互
理
解
と
協
力
を
進
め
、
労
働
者
の
団
結
を
強
め
る
役
割
を
発
揮
す
る
。
企
業
意
識
を

　
　
取
り
払
い
、
産
業
別
、
地
域
別
の
交
流
活
動
に
も
貢
献
す
る
。
ま
た
幹
部
と
大
衆
と
の
接
触
交
換
の
機
会
と
な
り
組
合
を
身
近
な
も
の
と
す
る
。

　
　
同
じ
く
、
「
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
憲
章
」
は
全
体
で
三
章
二
二
条
構
成
で
あ
る
が
、
第
二
章
以
降
は
組
織
規
定
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
に
は
第

　
一
章
原
則
の
三
条
の
み
を
記
載
す
る
。

　
　
第
一
章
　
原
則
　
一
～
三
条

　
　
第
一
条
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
目
的
は
、
労
働
者
が
ス
ポ
ー
ッ
を
つ
う
じ
て
、
楽
し
み
つ
つ
、
み
ず
か
ら
の
身
体
を
き
た
え
、
す
す
ん
で
互

　
い
の
連
帯
を
強
め
て
労
働
運
動
の
発
展
に
貢
献
し
、
社
会
生
活
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
　
第
二
条
　
こ
の
目
的
に
し
た
が
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
親
し
む
こ
と
は
、
日
本
国
憲
法
に
保
障
さ
れ
た
「
健
康
に
し
て
文
化
的
な
生
活
を
営
む
」
権

　
利
の
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
一
部
分
で
あ
り
、
何
人
に
よ
つ
て
も
、
こ
れ
を
侵
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
第
三
条
　
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
真
義
を
正
し
、
そ
の
あ
る
べ
き
姿
を
も
っ
て
実
践
す
る
。

　
　
第
二
章
　
日
本
労
働
者
ス
ポ
ー
ッ
協
会
　
四
～
一
六
条

　
　
第
三
章
　
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
　
一
七
～
二
二
条

（
3
）
　
も
っ
と
も
こ
の
企
画
は
、
組
合
意
識
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
若
手
組
合
員
の
組
織
化
を
ね
ら
っ
た
「
組
織
事
情
」
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る

　
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
四
年
一
〇
月
二
六
日
付
）
尚
、
祭
典
の
役
員
は
実
行
委
員
長
太
田
薫
、
副
委
員
長
竹
花
勇
吉
。

（
4
）
　
同
右
、
一
三
頁
。
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③
　
組
織
・
機
構
・
活
動

運
営
の
た
め
に
全
国
理
事
会
、

常
任
理
事
会
、
参
与
会
の
機
関
を
置
い
た
。
そ
し
て
そ
の
役
員
構
成
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。



「スポーッ基本法」の研究（n）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ピ
ッ
ク
直
後
の
国
立
競
技
場
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
し
た
ソ
連
他
の
東
欧
諸
国
選
手
の
参
加
を
も
得
な
が
ら
、
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
祭
典
実
行
委
員
会
で
は
一
二
月
二
六
日
、
「
祭
典
の
経
過
報
告
と
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
設
立
に
つ
い
て
」
を
内

外
に
発
表
し
、
協
会
設
立
を
具
体
的
な
日
程
に
上
ら
せ
た
。

　
　
「
今
日
、
支
配
階
級
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
大
衆
支
配
の
手
段
と
し
て
利
用
し
、
資
本
側
は
企
業
や
官
庁
単
位
の
チ
ー
ム
づ
く
り
と
選
手

　
養
成
に
偏
重
し
て
い
る
実
情
で
あ
る
。
労
働
者
ス
ポ
：
ツ
協
会
は
、
こ
の
現
状
を
打
破
し
、
労
働
運
動
の
場
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
真
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
”
大
衆
化
〃
す
る
た
め
に
、
全
国
の
労
働
組
合
、
総
評
組
織
を
通
じ
、
積
極
的
に
組
織
化
を
図
る
」
と
し
て
、
情
勢
判
断
と
方
針
を
提

　
起
し
た
。

　
こ
う
し
て
「
日
本
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」
が
発
足
し
た
。
（
一
九
六
五
年
五
月
一
〇
日
）

　
（
1
）
　
「
誰
が
た
め
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ー
明
確
に
な
っ
た
政
治
現
象
」
「
総
評
』
新
聞
、
一
九
六
四
年
九
月
一
八
日
付
。

　
（
2
）
　
日
本
労
働
者
ス
ポ
ー
ッ
協
会
『
活
動
の
記
録
一
九
六
三
～
一
九
七
六
』
。
こ
の
資
料
は
国
立
競
技
場
内
の
秩
父
宮
記
念
ス
ポ
ー
ツ
図
書
館
に
が

　
　
り
版
刷
り
で
存
在
す
る
。

　
　
　
六
月
八
日
の
「
よ
び
か
け
」
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
（
二
～
三
頁
）

　
　
①
国
民
の
大
多
数
は
健
康
と
喜
び
に
溢
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
に
期
待
し
て
い
る
が
、
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
が
真
に
大
衆
の
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
。

　
　
②
多
く
の
観
る
、
聞
く
、
読
む
と
い
う
方
法
で
ス
ポ
ー
ツ
に
接
し
て
い
る
が
、
現
在
の
マ
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
は
特
定
の
選
手
中
心
で
、
国
体
や
各
種
選

　
　
　
手
権
大
会
だ
け
が
そ
の
す
べ
て
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
選
手
間
で
も
ス
タ
ー
偏
重
の
傾
向
が
露
骨
で
あ
る
。

　
　
③
第
二
に
ア
マ
ス
ポ
ー
ツ
が
「
商
業
宣
伝
へ
の
利
用
」
に
動
員
さ
れ
、
雇
用
さ
れ
る
傾
向
が
、
ア
マ
ス
ポ
ー
ツ
の
特
質
を
ゆ
が
め
「
ス
ポ
ー
ツ
は
選

　
　
　
手
が
や
る
も
の
」
と
い
う
錯
覚
が
あ
り
、
観
る
楽
し
み
に
な
っ
て
、
自
分
で
行
う
に
は
金
と
暇
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
政
治
の
貧
困

　
　
　
に
起
因
し
、
同
時
に
支
配
階
級
は
、
彼
等
の
イ
ニ
シ
ャ
チ
プ
で
ス
ポ
ー
ッ
を
大
衆
の
支
配
手
段
と
し
て
い
る
。

　
　
④
支
配
階
級
は
大
衆
の
要
求
の
強
さ
を
知
っ
て
、
企
業
や
官
庁
、
経
営
単
位
の
チ
ー
ム
作
り
と
選
手
養
成
を
や
り
、
こ
の
範
囲
で
諸
施
設
を
作
っ
て

　
　
　
い
る
。
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
企
業
と
し
て
手
が
け
、
大
衆
の
要
求
の
ハ
ケ
ロ
を
作
っ
て
、
儲
け
主
義
に
徹
し
て
い
る
し
、
労
働
者
は
他
企
業
と
の
競
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3
　
日
本
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
ω
　
創
立
と
背
景

　
六
〇
年
ま
で
続
い
た
労
働
省
・
日
体
協
主
催
の
労
働
組
合
体
育
大
会
も
終
了
し
、
労
働
者
を
対
象
と
す
る
全
国
的
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は

消
失
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
、
六
二
年
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
世
界
青
年
学
生
平
和
友
好
祭
へ
の
参
加
を
通
し
て
、
あ
る
い
は
中
国
や
ソ
連
を
通

じ
て
総
評
に
は
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
確
立
が
呼
び
掛
け
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
情
勢
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
は
っ
き
り
と
政
治
現
象
と
し
て
姿
を
現
し
」
、
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ー
明
治
維
新
百
年
祭

　
　
安
保
再
改
定
と
つ
づ
く
長
期
政
治
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
第
一
号
－
体
制
安
定
ム
ー
ド
を
つ
く
る
絶
好
の
機
会
と
し
て
、
君
が
代
・
日
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

丸
と
い
う
私
生
児
に
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
認
知
を
与
え
る
運
動
の
場
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
」
と
し
て
総
評
は
危
機
感
を
強
め
つ
つ
あ
っ
た
。

ま
た
、
既
に
民
主
青
年
同
盟
が
六
三
年
六
月
か
ら
「
全
国
青
年
ス
ポ
ー
ッ
祭
典
」
を
開
催
し
成
功
さ
せ
て
い
た
。
こ
う
し
て
総
評
は
一
九

六
三
年
七
月
二
五
日
か
ら
行
わ
れ
た
第
二
三
回
総
評
定
期
大
会
で
は
労
働
者
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
組
織
づ
く
り
の
方
向
を
打
ち
だ
し
、
以

降
そ
の
構
想
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し
た
。

　
翌
六
四
年
に
は
総
評
の
岩
井
事
務
局
長
他
が
発
起
人
と
な
り
、
設
立
準
備
会
を
発
足
さ
せ
中
央
に
お
け
る
労
働
者
ス
ポ
ー
ッ
祭
典
の
開

催
と
恒
常
的
な
組
織
と
し
て
の
「
労
働
者
ス
ポ
ー
ッ
協
会
」
設
立
へ
向
け
て
、
具
体
的
な
準
備
を
開
始
し
た
。
四
月
に
入
る
と
発
起
人
ら

は
日
本
体
育
協
会
の
幹
部
と
交
渉
（
四
月
二
三
日
）
し
た
り
、
国
際
的
に
l
L
O
加
盟
一
一
五
ヵ
国
の
N
O
C
に
対
し
て
設
立
の
ア
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ピ
ー
ル
を
送
付
し
た
。
六
月
八
日
の
祭
典
全
国
実
行
委
員
会
で
は
「
よ
び
か
け
」
並
び
に
「
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
憲
章
」
を
発
表
し
た
。
総

評
は
七
月
二
四
日
、
「
第
一
回
日
本
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
決
議
」
を
採
択
し
、
他
方
日
体
協
も
九
月
二
日
に
支

援
を
約
束
し
た
。

　
こ
う
し
て
第
一
回
日
本
労
働
者
ス
ポ
ー
ッ
祭
典
が
、
一
九
六
四
年
二
月
二
、
三
日
に
総
評
・
中
立
労
連
の
主
催
と
し
て
東
京
オ
リ
ン
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「スポーッ基本法」の研究（H）

　
新
体
連
の
活
動
を
各
地
域
で
支
え
た
人
達
の
多
く
が
、
民
主
的
な
学
校
体
育
の
発
展
を
担
う
体
育
教
師
で
あ
っ
た
。
多
く
の
サ
ー
ク
ル

が
、
多
く
の
地
域
に
結
成
さ
れ
た
が
全
国
的
な
も
の
と
し
て
二
つ
挙
げ
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
教
育
科
学
研
究
会
・
身
体
と
教
育
部
会
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

あ
り
、
も
う
一
つ
は
学
校
体
育
研
究
同
志
会
で
あ
る
。
前
者
は
一
九
五
二
年
再
結
成
さ
れ
た
同
研
究
会
の
中
の
分
科
会
で
あ
り
五
六
年
か

ら
身
体
と
教
育
部
会
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
当
初
は
教
育
学
者
・
城
丸
章
夫
の
役
割
が
大
き
く
、
城
丸
は
教
育
研
究
者
の
か
た
わ

ら
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
に
も
造
詣
が
深
く
、
五
五
年
に
は
論
文
「
体
育
の
正
し
い
あ
り
方
を
考
え
る
た
め
に
1
体
育
に
つ
い
て
の
う
っ
た

え
」
を
発
表
し
、
体
育
界
の
旧
い
体
質
を
暴
露
す
る
と
同
時
に
革
新
の
展
望
を
示
し
た
。
城
丸
は
そ
の
後
も
多
く
の
注
目
す
べ
き
論
文
を

発
表
し
て
き
た
。
六
五
年
の
新
体
連
の
創
設
で
は
よ
び
か
け
人
の
一
人
と
な
り
、
先
の
格
調
高
い
「
創
立
宣
言
」
の
草
案
者
と
い
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
身
体
と
教
育
部
会
に
結
集
し
た
教
師
た
ち
も
新
体
連
を
支
え
た
。

　
そ
し
て
後
者
の
「
同
志
会
」
は
一
九
五
五
年
に
和
光
学
園
に
お
い
て
丹
下
保
夫
を
中
心
に
発
足
し
た
。
既
存
の
指
導
法
の
多
く
が
、
選

手
養
成
中
心
、
し
か
も
そ
の
教
材
は
要
素
の
寄
せ
集
め
で
あ
る
か
ら
子
ど
も
の
「
お
ち
こ
ぼ
れ
」
が
生
ず
る
と
し
て
批
判
し
た
。
そ
し
て

子
ど
も
の
興
味
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
教
材
の
系
統
性
を
再
構
成
し
た
。
こ
う
し
て
「
中
間
項
理
論
」
と
な
り
、
そ
し
て
こ
れ
は
有
名
な

「
ド
ル
平
泳
法
」
の
完
成
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
。
「
同
志
会
」
の
理
論
と
実
践
の
教
訓
も
ま
た
、
新
体
連
の
発
展
に
と
っ
て
は
不
可
欠
な

力
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
科
学
的
・
民
主
的
な
体
育
研
究
団
体
は
そ
れ
自
体
で
の
発
展
を
遂
げ
つ
つ
、
一
九
七
〇
年
に
は
諸
団
体
が
一
堂
に
会
し
て
の

第
一
回
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
全
国
総
合
研
究
集
会
」
が
東
京
で
開
催
さ
れ
た
。
新
体
連
は
こ
の
事
務
局
団
体
と
し
て
貢
献
し
、
二
四
都
道

府
県
か
ら
三
五
三
名
が
参
加
し
た
大
集
会
の
成
功
を
支
え
た
。

　
（
1
）
　
内
海
和
雄
「
体
育
科
の
学
力
と
目
標
』
青
木
書
店
、
一
九
八
四
年
、
一
九
七
頁
。
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五
名
と
な
っ
た
。
矛
盾
は
形
成
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
組
織
確
立
の
大
命
題
へ
の
努
力
の
な
か
で
、
六
八
年
の
第
四
回
大
会
で
は
、
新
体

連
は
専
門
家
、
指
導
者
集
団
で
あ
り
、
サ
ー
ク
ル
は
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
の
集
団
で
あ
る
と
い
う
性
格
規
定
の
定
式
化
が
な
さ
れ
た
。
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

に
指
導
者
－
被
指
導
者
と
い
う
「
車
の
両
輪
論
」
が
生
じ
た
。
こ
れ
に
よ
り
組
織
の
固
定
化
、
閉
鎖
性
を
招
き
、
先
の
よ
う
な
下
降
へ
と

連
な
っ
て
い
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
七
〇
年
の
第
六
回
大
会
で
は
、
新
体
連
は
狭
い
専
門
家
だ
け
の
集
団
で
は
な
く
、
広
範
な
ス
ポ
！
ツ
愛
好
者
や
専
門
家
な

ど
の
個
人
も
入
れ
る
「
大
衆
的
な
体
育
．
ス
ポ
ー
ツ
団
体
」
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。
具
体
的
に
は
第
一
に
、
新
体
連
は
ま
さ
に
ス

ポ
ー
ツ
団
体
で
あ
り
、
労
働
組
合
や
政
党
や
研
究
団
体
で
は
な
い
こ
と
、
第
二
は
、
そ
う
か
と
い
っ
て
新
体
連
は
単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体

で
は
な
く
民
主
的
ス
ポ
ー
ツ
団
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
第
三
に
新
体
連
は
ス
キ
ー
や
労
山
な
ど
の
単
一
種
目
組
織
で
は
な
く
、

そ
れ
ら
を
統
合
し
た
総
合
的
な
組
織
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
個
人
加
盟
制
だ
け
で
は
な
く
、
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
団
体
加
盟
の
道
が
七
三
年
の
第
八
回
大
会
で
規
約
化
さ
れ
た
。
こ
う

し
て
連
盟
は
基
本
的
に
は
ク
ラ
ブ
を
基
礎
と
す
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
総
合
的
な
組
織
形
態
を
確
立
し
た
。

　
そ
の
後
の
発
展
は
、
第
四
期
で
展
開
す
る
が
、
七
二
年
の
第
七
回
大
会
時
の
現
勢
力
は
一
、
一
九
六
名
で
あ
っ
た
が
、
八
O
年
の
第
一

三
回
総
会
時
に
は
約
三
六
倍
の
四
二
、
七
二
四
名
に
成
長
し
た
。
そ
の
内
実
は
全
国
種
目
組
織
の
結
成
に
支
え
ら
れ
た
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ル
数
の
増
加
に
起
因
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
（
1
）
　
永
井
博
「
民
主
ス
ポ
ー
ッ
運
動
の
伝
統
と
発
展
」
『
文
化
評
論
』
一
九
七
三
年
六
月
、
五
三
頁
。

　
（
2
）
　
和
食
．
伊
賀
野
「
二
〇
周
年
を
迎
え
る
新
体
連
」
『
前
衛
』
第
五
一
六
号
、
一
九
八
四
年
一
二
月
。

（134）

（
3
〕

民
間
教
育
研
究
団
体



園
に
お
い
て
結
成
さ
れ
る
こ
と
を
意
図
と
し
た
。
そ
し
て
事
業
は
具
体
的
に
は
次
の
九
つ
が
提
案
さ
れ
た
。

「スポーッ基本法」の研究（H）

ケクキカオェゥイァ
　
こ
れ
ら
の
方
針
は
、

い
」
青
年
た
ち
が
、
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
が
ス
ポ
ー
ツ
を
で
き
る
条
件
を
つ
く
る
た
め
の
切
実
な
要
求
で
も
あ
っ
た
。

　
（
1
）
　
こ
う
し
た
組
織
方
針
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
特
性
に
は
合
致
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
第
六
回
大
会
以
降
に
議
論
さ
れ
、
第
八
回
大
会
に
お

　
　
い
て
サ
ー
ク
ル
加
盟
を
基
本
と
す
る
組
織
に
変
更
さ
れ
た
。

　
（
2
）
　
第
二
回
大
会
決
議
（
一
九
六
六
年
）
に
は
じ
め
て
登
場
す
る
。

自
主
的
、
民
主
的
な
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
サ
ー
ク
ル
、
ク
ラ
ブ
の
育
成
と
指
導
。

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
大
衆
的
普
及
の
な
か
で
指
導
者
・
選
手
の
育
成
。

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
研
究
会
、
講
習
会
な
ど
の
開
催
。

各
種
競
技
会
へ
の
協
力
と
開
催
。

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
・
用
具
の
整
備
・
拡
充
・
開
放
運
動
へ
の
協
力
と
推
進
。

自
主
的
、
民
主
的
な
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
た
め
の
セ
ン
タ
ー
の
運
営
。

諸
外
国
と
の
体
育
・
ス
ポ
！
ツ
交
流
。

連
盟
機
関
紙
、
誌
の
発
行
と
各
種
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
書
の
刊
行
。

そ
の
他
本
連
盟
の
目
的
達
成
に
必
要
な
い
っ
さ
い
の
事
業
。

　
　
　
　
　
　
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
の
民
主
化
と
同
時
に
、
ス
ポ
ー
ツ
が
し
た
く
て
も
「
暇
が
な
い
」
「
金
が
な
い
」
「
場
所
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

④
飛
躍
一
九
六
五
年
に
三
五
〇
名
で
出
発
し
た
組
織
は
六
九
年
に
は
二
、
五
〇
〇
名
に
ま
で
伸
展
す
る
が
七
〇
年
に
は
半
減
以
下
の
一
、
〇
七
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都
の
援
助
を
要
請
し
た
。
ま
た
ス
ポ
ー
ッ
活
動
と
し
て
は
「
水
泳
教
室
」
「
海
の
祭
典
」
等
の
行
事
も
開
始
さ
れ
、
学
習
面
と
し
て
は
夏

季
ゼ
、
、
、
ナ
ー
ル
の
開
催
や
出
版
で
は
『
働
く
も
の
の
空
手
』
『
働
く
も
の
の
登
山
』
『
働
く
も
の
の
野
球
』
『
働
く
も
の
の
ス
キ
ー
・
ス

ケ
ー
ト
』
『
働
く
も
の
の
水
泳
』
が
発
行
さ
れ
た
。

　
（
1
）
　
新
日
本
体
育
連
盟
「
第
二
回
全
国
大
会
決
議
」
一
九
六
六
年
一
〇
月
一
七
日
。
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③
基
本
方
針

　
第
一
回
大
会
決
議
（
一
九
六
五
年
）
、
規
約
は
大
き
く
三
つ
の
柱
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
は
「
日
本
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
現

状
」
で
あ
り
、
勤
労
大
衆
の
切
実
な
ス
ポ
ー
ッ
要
求
の
向
上
が
あ
る
一
方
で
は
、
ス
ポ
ー
ッ
施
設
、
用
具
の
不
足
が
深
刻
で
あ
る
こ
と
、

そ
う
し
た
中
で
学
校
体
育
、
社
会
体
育
の
一
定
の
行
政
分
析
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
民
主
的
な
発
展
が
強
く
要
望
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
提
起

し
た
。

　
第
二
の
「
「
新
体
連
』
創
立
の
意
義
と
役
割
」
で
は
、
先
の
現
状
を
憂
慮
し
た
研
究
者
、
教
師
、
選
手
、
コ
ー
チ
、
活
動
者
が
、
こ
れ

ま
で
の
全
国
青
年
ス
ポ
ー
ッ
祭
典
の
活
動
を
基
礎
に
、
自
主
的
・
民
主
的
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
確
立
と
発
展
を
願
っ
て
、
新
し
い
組
織
を
創

設
し
た
の
で
あ
る
。
連
盟
の
目
的
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

　
ア
　
体
育
．
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
自
主
的
、
民
主
的
発
展
を
た
す
け
、
そ
の
大
衆
的
普
及
に
つ
と
め
る
。

　
イ
　
体
育
．
ス
ポ
ー
ツ
研
究
の
自
主
的
、
民
主
的
発
展
に
つ
と
め
、
そ
の
理
論
的
向
上
を
は
か
る
。

　
ウ
　
体
育
．
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て
諸
民
族
の
平
和
と
友
好
の
促
進
に
つ
と
め
る
。

　
第
三
に
は
、
「
「
新
体
連
』
の
組
織
と
事
業
に
つ
い
て
」
で
あ
り
、
先
の
目
的
追
求
の
組
織
と
事
業
で
あ
る
。
組
織
は
個
人
加
盟
の
全
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

組
織
で
あ
り
、
そ
の
基
礎
は
班
で
あ
る
。
班
は
地
域
の
本
部
、
支
部
の
指
導
を
受
け
て
活
動
す
る
。
こ
う
し
た
班
が
、
職
場
、
地
域
、
学



「スポーッ基本法」の研究（H）

　
②
組
織
機
構

　
労
山
が
地
域
連
盟
の
結
成
を
先
行
さ
せ
た
の
に
比
し
て
、
新
体
連
の
場
合
は
全
国
連
盟
が
先
行
し
、
地
域
連
盟
が
続
く
結
成
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
既
に
労
山
と
い
う
組
織
が
モ
デ
ル
と
し
て
存
在
し
、
し
か
も
青
年
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
の
実
績
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
六
五
年
に

は
す
ぐ
に
福
岡
県
連
盟
、
そ
し
て
六
六
年
に
入
る
と
宮
城
県
（
一
月
）
、
長
崎
県
（
二
月
）
、
京
都
府
、
新
潟
県
（
三
月
）
、
東
京
都
、
北

海
道
（
四
月
）
、
神
奈
川
県
（
五
月
）
、
大
阪
府
（
六
月
）
、
福
井
県
（
七
月
）
、
長
野
県
、
岡
山
県
、
埼
玉
県
（
九
月
）
、
石
川
県
、
福
島

県
、
静
岡
県
（
一
〇
月
）
、
和
歌
山
県
（
二
一
月
）
の
一
六
連
盟
そ
れ
ぞ
れ
結
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
六
七
年
も
兵
庫
県
、
高
知
県
、
愛
媛

県
、
愛
知
県
、
秋
田
県
、
富
山
県
、
群
馬
県
の
七
連
盟
の
結
成
が
続
い
た
。
こ
う
し
て
各
地
に
県
連
盟
が
組
織
さ
れ
活
動
を
開
始
し
た
が
、

ま
っ
た
く
の
初
心
者
が
殆
ど
で
あ
り
、
「
ど
う
し
て
人
を
集
め
る
の
か
」
「
場
所
や
用
具
は
ど
う
す
る
の
か
」
と
い
っ
た
基
礎
的
な
悩
み
か

　
　
　
　
　
　
（
1
）

ら
の
出
発
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
悩
み
、
諸
困
難
の
克
服
の
た
め
に
も
学
習
は
必
須
で
あ
り
、
既
に
六
六
年
五
月
に
は
第
一
回
「
中
央
ス
ポ
ー
ツ
学
校
」
が
長

野
県
軽
井
沢
で
二
五
都
道
府
県
か
ら
五
三
名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
そ
の
一
〇
月
に
『
民
主
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
理
論
』
と

し
て
出
版
さ
れ
た
。
内
容
は
第
一
課
日
本
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
、
第
二
課
民
主
ス
ポ
ー
ツ
の
原
則
、
第
三
課
ス
ポ
！
ツ
運
動
の
組
織
化
、

第
四
課
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
理
論
と
実
際
と
い
う
四
課
構
成
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
基
礎
理
論
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
そ
の
後
長
く
活
用
さ

れ
た
。

　
当
時
の
新
体
連
の
組
織
は
創
立
宣
言
の
中
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
個
人
加
盟
の
全
国
組
織
で
あ
っ
た
が
、
地
域
組
織
も
脆
弱
な
が
ら
、
全

国
組
織
の
財
政
を
相
対
的
に
優
先
さ
せ
な
が
ら
そ
の
確
立
を
図
っ
た
。
六
七
年
三
月
に
は
機
関
紙
『
民
主
ス
ポ
ー
ッ
』
を
創
刊
し
、
定
期

発
行
が
さ
れ
た
。
六
月
に
は
そ
の
年
の
四
月
の
統
一
地
方
選
挙
で
誕
生
し
た
美
濃
部
革
新
都
知
事
と
懇
談
し
、
民
主
ス
ポ
ー
ツ
運
動
へ
の
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日
本
の
近
代
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
は
一
九
一
二
年
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ヘ
の
出
場
の
た
め
に
そ
の
前
年
に
結
成
さ
れ
た
大

日
本
体
育
協
会
が
直
接
的
な
契
機
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
降
五
十
余
年
に
し
て
、
日
本
の
勤
労
大
衆
は
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ッ
史
上
、
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

め
て
、
自
ら
の
拠
点
と
知
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
新
日
本
体
育
連
盟
の
よ
び
か
け

　
　
　
新
日
本
体
育
連
盟
は
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
好
す
る
日
本
の
す
べ
て
の
み
な
さ
ん
に
よ
び
か
け
ま
す
。

　
　
　
　
体
育
．
ス
ポ
ー
ツ
が
少
数
の
ひ
と
の
独
占
で
あ
っ
た
時
代
は
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
れ
は
万
人
の
権
利
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
長
い
間
、
日
本
の
大
衆
は
こ
の
権
利
を
亨
受
す
る
こ
と
を
は
ば
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
を
も
っ
と
も
必
要
と
す
る
勤
労
青
少
年
が
、

　
　
こ
ん
に
ち
な
お
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
は
な
は
だ
し
く
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
一
事
を
み
て
も
明
ら
か
で
す
。

　
　
　
近
年
は
体
育
．
ス
ポ
ー
ツ
を
軍
国
主
義
の
推
進
の
道
具
と
し
た
り
、
民
主
的
運
動
へ
の
対
抗
物
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
す
る
動
き
さ
え
で
て
い
ま

　
　
す
。

　
　
　
し
か
し
い
ま
や
各
地
に
サ
ー
ク
ル
や
自
主
的
競
技
大
会
を
組
織
す
る
と
い
う
根
強
い
活
動
が
、
劣
悪
な
条
件
を
克
服
し
て
勤
労
大
衆
自
身
に
よ
っ

　
　
て
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
専
門
家
、
研
究
者
の
あ
い
だ
に
は
大
衆
と
結
合
し
て
み
ず
か
ら
を
発
展
さ
せ
、
ま
た
普
及
に
奉
仕
し
よ
う
と
い
う
動
き

　
　
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
民
主
的
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
新
し
い
夜
明
け
を
つ
げ
る
も
の
で
す
。
指
導
者
、
研
究
者
、
教
師
、
ク
ラ
ブ
や

　
　
サ
ー
ク
ル
の
活
動
家
の
み
な
さ
ん
、
い
ま
こ
そ
手
を
結
ぼ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
わ
た
し
た
ち
の
力
を
大
き
く
結
集
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
新
日
本
体
育
連
盟
（
新
体
連
）
は
真
に
自
主
的
な
組
織
と
し
て
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
発
展
を
願
う
す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し
た
個
人
加
盟

　
　
の
全
国
組
織
で
す
。
そ
れ
は
大
衆
の
体
育
．
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
た
め
に
必
要
な
指
導
と
援
助
を
お
こ
な
い
関
係
者
み
ず
か
ら
の
生
活
と
権
利
を
守
り
、

　
　
研
究
と
実
践
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
既
成
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
組
織
・
団
体
へ
の
所
属
・
加
盟
を
な
ん
ら
妨
げ

　
　
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
新
し
い
働
き
手
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
伸
び
よ
う
と
す
る
青
少
年
の
加
入
を
歓
迎
す
る
も
の
で

　
　
す
。

　
　
　
体
育
．
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
好
す
る
日
本
の
す
べ
て
の
み
な
さ
ん
、
団
結
し
て
大
衆
の
新
し
い
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
時
代
を
開
き
ま
し
ょ
う
。

　
（
2
）
新
日
本
体
育
連
盟
『
民
主
ス
ポ
ー
ッ
の
基
礎
理
論
』
日
本
青
年
出
版
社
、
一
九
六
六
年
、
三
五
頁
。
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（
3
）
　
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
真
の
発
展
の
た
め
に
」
西
沢
富
夫
、
『
ア
カ
ハ
タ
』
一
九
六
四
年
一
〇
月
二
四
日
付
。

　
ツ
政
策
』
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
出
版
局
、
一
九
七
四
年
六
月
、
一
二
頁
以
降
）

（『

本
共
産
党
の
体
育
・
ス
ポ
ー

「スポーツ基本法」の研究（H）

　
③
　
新
日
本
体
育
連
盟

　
①
発
足

　
第
三
回
全
国
青
年
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
は
一
九
六
五
年
一
一
月
一
一
～
一
四
日
に
国
立
競
技
場
を
中
心
に
三
二
都
道
府
県
四
二
、
O
O
O
人

が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
第
二
日
目
の
一
二
日
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
数
度
の
結
成
準
備
会
を
踏
ま
え
て
、
「
新
日
本
体
育

連
盟
（
略
称
・
新
体
連
）
」
が
結
成
さ
れ
た
。
会
場
の
東
京
九
段
会
館
に
は
二
五
都
道
府
県
三
五
〇
名
が
参
加
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
前
月

の
一
〇
月
一
日
に
「
日
本
勤
労
者
空
手
道
会
」
も
結
成
さ
れ
て
お
り
、
空
手
の
民
主
的
発
展
へ
の
展
望
が
示
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
さ
て
、
新
日
本
体
育
連
盟
の
創
立
宣
言
は
す
で
に
青
年
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
あ
っ
た
、
青
年
の
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
権
利
を

単
に
青
年
の
み
の
こ
と
と
す
る
に
止
ま
ら
ず
国
民
一
般
に
敷
術
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
的
な
総
括
の
上
に
ス
ポ
ー
ツ
の
民
主
的
発
展
の
課

題
を
明
確
化
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
権
利
”
ス
ポ
ー
ツ
権
の
明
白
な
提
案
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
の
ス
ポ
ー
ツ
理
念
、
政
策
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
ち
ら
で
は
ス
ポ
ー
ツ
権
が
明
記
さ
れ
る
の
は
一
九
七
〇
年
の
「
レ

ジ
ャ
ー
憲
章
」
、
　
一
九
七
五
年
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
み
ん
な
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
憲
章
」
以
降
で
あ
る
か
ら
、
新
体
連
の
提
起
は
文
章
化

と
し
て
の
お
そ
ら
く
最
も
早
い
提
起
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
そ
の
第
二
節
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
が
少
数
の
ひ
と
の
独
占
物
で
あ
っ
た
時
代
は
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
れ
は
万
人
の

権
利
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
文
章
そ
れ
自
体
が
い
ろ
い
ろ
な
所
に
引
用
さ
れ
、
さ
ら
に
は
ス
ポ
ー
ツ
の
社
会
権
の
主
張
と
し

て
確
認
さ
れ
て
き
た
。
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と
す
る
立
場
か
ら
、
既
存
の
ス
ポ
ー
ツ
界
の
民
主
化
の
課
題
や
ス
ポ
ー
ツ
に
接
近
で
き
な
い
で
い
る
多
く
の
国
民
の
た
め
の
施
策
を
提
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

す
る
が
、
そ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
の
要
求
を
基
礎
と
す
る
地
域
的
お
よ
び
全
国
的
な
民
主
主
義
的
ス
ポ
ー
ッ
組
織
の
設
立
が
急
務
で

あ
る
と
訴
え
た
。
こ
こ
で
は
先
の
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
が
具
体
的
な
モ
デ
ル
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
中
に
は
、
こ
の
一
週
間
後

に
予
定
さ
れ
て
い
た
総
評
・
中
立
労
連
主
催
の
「
日
本
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
」
を
も
視
野
に
い
れ
、
労
働
組
合
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
も

原
則
的
な
発
言
を
し
て
い
る
。

　
一
九
六
五
年
六
月
二
一
日
に
は
全
国
青
年
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
実
行
委
員
会
が
柳
田
謙
十
郎
会
長
名
で
「
新
日
本
体
育
連
盟
（
仮
称
）
」
発

起
人
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。

　
（
1
）
　
こ
の
ア
ピ
ー
ル
は
当
時
の
ス
ポ
ー
ツ
情
勢
を
判
断
す
る
上
で
貴
重
で
あ
る
。

　
　
　
「
米
日
反
動
勢
力
は
日
韓
会
談
早
期
妥
結
、
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
日
本
寄
港
、
残
忍
な
合
理
化
と
物
価
値
上
げ
、
大
管
法
改
悪
な
ど
の
政
策
に
み
ら

　
　
れ
る
よ
う
に
侵
略
と
戦
争
準
備
を
急
速
に
す
す
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
は
彼
ら
の
政
策
を
た
す
け
る
軍
国
主
義
、
大
国
主
義
宣
伝
、
「
人

　
　
づ
く
り
」
の
た
め
の
武
器
と
し
て
ふ
み
に
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
和
と
諸
国
民
の
友
好
の
祭
典
で
あ
る
べ
き
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
さ
え
も
こ
う
し
て

　
　
汚
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
」

　
　
　
「
ス
ポ
ー
ツ
を
米
日
反
動
の
汚
れ
た
手
か
ら
う
ば
い
、
祖
国
と
青
年
の
解
放
を
め
ざ
す
一
大
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
こ
と
を
私
た
ち
は

　
　
強
く
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
全
国
の
青
年
男
女
の
み
な
さ
ん

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
愛
す
る
す
べ
て
の
青
年
の
み
な
さ
ん

　
　
　
『
若
者
よ
身
体
と
心
を
き
た
え
よ
う
！
独
立
と
平
和
を
わ
れ
ら
の
手
に
！
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
全
青
年
の
力
を
結
集
し
、
第
一
回
全
国
青

　
　
年
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
を
盛
大
に
ひ
ら
き
、
必
ず
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
！
」

　
（
2
）
　
こ
れ
以
降
、
政
党
と
し
て
体
系
的
ス
ポ
ー
ツ
政
策
を
提
起
し
て
い
る
唯
一
の
政
党
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
七
〇
年
当
時
の
保
健
体
育
審
議
会

　
　
答
申
を
め
ぐ
る
情
況
の
中
で
触
れ
た
。
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「スポーッ基本法」の研究（H）

ミ
ン
ト
ン
他
で
あ
る
。

　
こ
の
祭
典
の
第
一
回
実
行
委
員
会
へ
の
世
話
人
会
「
報
告
・
提
案
」
で
は
働
く
青
年
が
実
際
に
「
ス
ポ
ー
ツ
を
や
る
権
利
」
と
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
に
自
治
体
が
条
件
整
備
を
す
る
よ
う
に
要
求
す
る
と
い
う
箇
所
が
随
所
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
い
う
な
ら
ば
日
本
に
お

け
る
国
民
の
「
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
権
利
」
の
最
初
の
自
覚
化
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
こ
こ
に
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　
こ
の
六
三
年
四
月
に
は
、
前
年
の
ア
ジ
ア
大
会
で
の
し
こ
り
か
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
統
領
ス
カ
ル
ノ
は
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
一
二
ヵ
国
よ
り
な
る
新
興
国
競
技
会
（
G
A
N
E
F
O
）
の
誕
生
を
宣
言
し
、
同
年
二
月
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
第
一
回
の
競
技
会

を
五
一
ヵ
国
の
参
加
で
開
催
し
た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
六
四
年
に
入
る
と
、
東
京
太
田
区
の
多
摩
川
河
川
敷
六
郷
ゴ
ル
フ
場
の
開
放
を
め
ぐ
っ
て
、
太
田
区
青
年
ス
ポ
ー
ツ

祭
典
実
行
委
員
会
、
民
青
太
田
地
区
委
員
会
な
ど
三
五
団
体
が
中
心
に
な
り
、
そ
の
開
放
を
実
現
し
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
、
開
放
運
動

に
大
き
な
刺
激
を
与
え
た
。
そ
し
て
こ
の
年
、
第
二
回
全
国
青
年
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
が
東
京
武
蔵
野
陸
上
競
技
場
を
中
心
に
三
二
都
道
府
県

か
ら
二
万
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
最
終
日
の
一
〇
月
二
四
日
、
日
本
共
産
党
ス
ポ
ー
ツ
対
策
委
員
会
責
任
者
西
沢
富
夫
は
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の

真
の
発
展
の
た
め
に
」
を
機
関
紙
『
ア
カ
ハ
タ
』
に
掲
載
し
た
。
国
際
的
に
は
1
0
C
の
民
主
化
と
G
A
N
E
F
O
支
持
を
表
明
し
、
国

内
的
に
は
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
構
造
、
情
勢
の
体
系
的
な
把
握
の
も
と
に
、
党
の
綱
領
、
そ
し
て
第
八
回
党
大
会
報
告
決
議
の
立
場
か
ら
国

民
の
ス
ポ
ー
ッ
発
展
を
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
政
党
と
し
て
は
初
め
て
の
体
系
的
ス
ポ
ー
ツ
政
策
と
し
て
、
関
係
者
の
間
に
は

　
　
　
　
　
　
（
2
）

強
い
感
銘
を
与
え
た
。

　
　
「
わ
が
党
と
民
主
勢
力
に
と
っ
て
は
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
問
題
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
広
範
な
青
少
年
と
勤
労
者
が
自
分
の
身
体

　
と
精
神
を
ど
ん
な
困
難
や
障
害
に
も
た
え
る
よ
う
に
鍛
え
あ
げ
た
い
と
い
う
要
求
と
権
利
を
擁
護
す
る
活
動
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
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（
1
）

的
な
再
建
総
会
の
役
割
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
登
山
祭
典
当
時
、
五
〇
〇
名
前
後
で
あ
っ
た
全
国
組
織
も
五
年
後
の
一
九
六
九
年
に
は
五
〇
〇
〇
名
近
い
組
織
に
成
長
し
た
。
そ

し
て
こ
の
六
九
年
に
は
第
六
回
総
会
、
そ
し
て
第
一
回
登
山
研
究
集
会
の
中
で
「
労
山
運
動
」
の
理
論
化
へ
向
け
た
地
道
な
活
動
が
続
け

ら
れ
、
こ
う
し
て
新
た
な
飛
躍
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
「
労
山
『
中
央
登
山
学
校
』
テ
キ
ス
ト
」
（
一
九
八
六
年
版
）
一
六
頁
。
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2
　
新
日
本
体
育
連
盟

　
労
音
、
労
演
、
「
う
た
ご
え
」
の
よ
う
な
文
化
運
動
の
高
揚
、
そ
し
て
労
山
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ッ
運
動
の
高
揚
の
中
で
、
六
〇
年
安
保

以
降
急
速
に
そ
の
影
響
力
を
伸
展
さ
せ
て
き
た
日
本
民
主
青
年
同
盟
（
民
青
）
で
は
、
青
年
の
高
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
要
求
に
応
え
、
さ
ら
に

は
上
か
ら
の
組
織
化
が
進
む
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ヘ
の
対
抗
か
ら
、
青
年
を
中
心
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
行
事
「
民
青
ま
つ
り
」
（
一
九
六
二

年
）
を
開
催
し
た
。
こ
れ
以
降
、
日
本
に
お
け
る
ス
ポ
！
ツ
運
動
の
胎
動
が
始
ま
る
。

　
ω
　
全
国
青
年
ス
ポ
ー
ツ
祭
典

　
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
基
礎
に
、
翌
六
三
年
の
二
月
二
六
日
に
民
青
中
央
委
員
会
は
「
青
年
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
」
の
開
催
を
呼
び
掛
け
た
。

こ
れ
に
は
労
働
組
合
、
青
年
団
体
な
ど
二
二
団
体
一
個
人
が
世
話
人
会
を
構
成
し
、
実
行
委
員
会
を
結
成
し
た
。
こ
こ
で
は
「
若
者
よ
身

体
と
心
を
き
た
え
よ
う
！
　
独
立
と
平
和
を
わ
れ
わ
れ
の
手
に
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
ア
ピ
ー
ル
「
第
一
回
全
国
青
年
ス
ポ
ー
ツ
祭

　
　
　
　
　
　
（
1
）

典
を
成
功
さ
せ
よ
う
！
」
が
採
択
さ
れ
た
。

　
こ
の
第
一
回
全
国
青
年
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
は
六
三
年
六
月
二
九
、
三
〇
日
の
二
日
間
、
神
奈
川
県
三
ツ
沢
競
技
場
公
園
を
主
会
場
に
三
二

都
道
府
県
か
ら
三
万
人
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。
種
目
は
陸
上
競
技
、
運
動
会
、
バ
レ
！
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
野
球
、
バ
ド



　
な
住
み
よ
い
社
会
で
あ
る
こ
と
も
愛
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
登
山
の
正
し
い
大
衆
化
の
た
め
に
力
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
”
と
。

　
　
以
上
の
よ
う
な
わ
け
で
私
た
ち
は
、
勤
労
者
の
た
め
の
正
し
い
登
山
運
動
を
促
進
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
の
必
要
性
を
痛
感
し
、
こ
こ
に
勤
労
者
山
岳

　
会
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
こ
の
運
動
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
勤
労
者
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
と
、
各
方
面
の
活
動
家
、
業
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次

　
第
で
す
。

　
　
一
九
六
〇
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勤
労
者
山
岳
会

　
　
　
発
起
人
（
五
十
音
順
）

伊
藤
正
一
　
木
村
禧
八
郎
　
　
黒
田
寿
男
　
　
小
林
国
夫
　
　
高
倉
テ
ル
　
　
田
中
澄
江

　
田
辺
和
雄
谷
口
千
吉
中
島
健
蔵
平
野
義
太
郎
深
田
久
弥
袋
一
平

松
本
善
明
　
　
丸
木
位
里
　
　
丸
木
俊
子
　
　
山
本
薩
夫

（
5
）
　
「
当
面
の
文
化
活
動
に
つ
い
て
お
願
い
」
（
一
九
六
〇
年
七
月
一
一
日
、
総
評
）
前
掲
『
登
山
研
究
』
第
二
号
、
四
二
頁
。

「スポーッ基本法」の研究（H）

　
③
　
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟

　
そ
の
後
桐
生
市
、
横
浜
市
、
徳
島
市
な
ど
に
地
域
連
盟
が
出
来
た
た
め
に
、
東
京
の
「
勤
労
者
山
岳
会
」
を
「
日
本
勤
労
者
山
岳
会
」

と
改
称
し
た
。
全
国
の
「
支
部
」
が
結
成
さ
れ
た
た
め
に
、
全
国
組
織
と
し
て
の
「
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
」
が
六
三
年
七
月
に
東
京
新

宿
で
発
足
し
た
。
全
国
連
盟
と
し
て
の
機
能
は
無
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
各
地
に
勤
労
者
山
岳
会
が
次
々
と
結
成
さ
れ
独
自
に
活
動
を
発

展
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
に
全
国
連
盟
に
対
し
て
も
指
導
と
援
助
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
、
全
国
連
盟
と
し
て
の
確
立
が
要
請
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
様
な
折
り
、
六
五
年
八
月
に
全
国
青
年
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
実
行
委
員
会
（
後
述
）
の
協
力
を
得
て
第
一
回
全
国
勤
労
者
登
山

祭
典
を
長
野
県
上
高
地
で
開
き
、
こ
れ
に
は
三
二
都
道
府
県
か
ら
九
一
名
が
参
加
し
た
。
そ
し
て
同
時
に
開
か
れ
た
第
二
回
総
会
は
実
質
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毎
年
、
数
か
月
を
ア
ル
プ
ス
の
奥
地
で
く
ら
し
て
い
る
と
、
わ
た
し
た
ち
は
山
に
い
て
里
を
恋
し
く
思
い
ま
す
。
山
で
の
生
活
は
わ
た
し
た
ち
に

人
間
社
会
の
意
義
を
教
え
、
人
間
同
志
が
力
を
合
わ
せ
て
生
き
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
教
え
ま
す
。

　
ま
た
一
方
、
都
会
の
勤
労
者
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
わ
た
し
た
ち
は
山
を
美
し
い
と
感
じ
る
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら

勤
労
者
こ
そ
、
真
に
山
の
美
し
さ
を
知
り
、
ま
た
登
山
に
よ
っ
て
、
よ
り
よ
い
平
和
を
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
働
く
こ
と
の
よ
ろ
こ
び
と
勇
気
を
あ

た
え
ら
れ
る
人
た
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
官
僚
的
登
山
組
織

　
全
国
の
各
地
に
は
、
観
光
関
係
や
遭
難
対
策
の
お
お
や
け
の
組
織
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
諸
官
庁
の
役
人
、
運
輸
関
係
会
社
、
官
僚

的
山
岳
会
の
役
員
な
ど
に
よ
っ
て
幹
部
が
構
成
さ
れ
て
お
り
、
現
地
で
も
っ
と
も
働
い
て
い
る
は
ず
の
山
小
屋
の
経
営
者
（
ま
た
は
そ
の
代
表
者
）

な
ど
は
め
っ
た
に
幹
部
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
小
屋
の
管
理
者
な
ど
は
一
級
下
の
階
級
だ
と
見
ら
れ
て
い
る
む
き
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
こ
と

は
遭
難
対
策
の
上
で
も
大
き
な
欠
陥
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
は
し
ば
し
ば
「
ど
こ
そ
こ
の
山
は
自
分
が
開
い
た
ん
だ
」
な
ど
と
い
っ
て
、
大
み
え
を
切
っ
て
い
る
登
山
家
を
見
う
け
ま
す
。
な
る

ほ
ど
か
れ
ら
は
昔
、
そ
こ
へ
登
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
か
れ
ら
が
登
山
道
を
作
っ
た
り
、
ヤ
ブ
を
切
り
開
い
た
と
い
う
話
は
き
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
山
小
屋
の
経
営
者
の
中
に
は
、
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
人
た
ち
が
多
く
い
る
の
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
う
し
た
人
た
ち

の
立
場
を
正
当
に
認
め
る
と
と
も
に
、
か
れ
ら
か
ら
山
で
の
生
活
の
知
恵
を
ま
な
ぶ
な
ど
し
て
、
お
た
が
い
に
高
め
あ
う
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
　
登
山
道
徳
は
社
会
の
文
化
性
の
問
題

　
最
後
に
、
こ
れ
は
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
で
す
が
、
登
山
家
の
な
か
に
は
、
山
が
大
衆
化
さ
れ
る
こ
と
を
、
山
が
俗
化
す
る
と
か
、
登
山
道
徳
が

す
た
れ
る
と
か
い
っ
て
反
対
す
る
人
が
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
は
か
え
っ
て
正
し
い
大
衆
指
導
を
お
こ
た
る
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。
山
が
荒
ら
さ

れ
る
の
を
防
ぐ
に
は
登
山
人
口
を
制
限
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
の
は
大
ま
ち
が
い
で
す
。
山
の
道
徳
と
い
っ
て
も
社
会
の
あ
り
か
た
と
無
関
係
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
人
の
い
な
い
山
に
道
徳
が
あ
る
の
で
は
な
く
て
人
間
社
会
の
中
に
道
徳
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。
山
が
俗
化
す
る
・
し
な
い
の
問
題
は

ま
っ
た
く
こ
の
社
会
の
文
化
性
の
問
題
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　
わ
た
し
た
ち
は
山
を
愛
す
る
日
本
の
登
山
家
に
う
っ
た
え
た
い
。
“
あ
な
た
が
山
を
愛
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
日
本
の
社
会
に
も
目
を
向
け
、
平
和
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近
頃
の
遭
難
事
故
の
原
因
を
し
ら
べ
る
と
、
高
級
技
術
が
で
き
な
い
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
悪
天
候
を
お
か
し
て
歩
い
た
た
め
の
も
の
が
大
部

分
で
す
。
わ
た
く
し
た
ち
は
登
山
の
安
全
性
の
見
地
か
ら
、
山
に
入
っ
て
い
つ
も
気
に
か
け
る
こ
と
は
、
ま
ず
天
候
の
状
態
で
す
。
し
か
し
、
今
の

多
く
の
登
山
者
が
気
に
か
け
る
こ
と
は
、
あ
た
え
ら
れ
た
休
暇
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
ま
ず
日
程
や
時
間
の
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
き
め
た
コ
ー

ス
や
日
程
を
消
化
し
よ
う
と
し
て
、
嵐
の
中
で
も
無
理
に
歩
い
た
り
し
て
遭
難
を
お
か
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
し
か
も
遭
難
が
お
き
る
と
、
商
業
主
義
的
報
道
機
関
は
こ
の
よ
う
な
勤
労
者
が
お
か
れ
て
い
る
社
会
的
条
件
は
無
視
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
遭
難
の
原

因
を
技
術
や
装
備
の
程
度
に
も
と
め
て
報
道
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
か
え
っ
て
登
山
に
お
け
る
英
雄
主
義
を
あ
お
り
た
て
る
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
英
雄
主
義
の
あ
や
ま
り

　
英
雄
主
義
的
な
考
え
か
た
は
登
山
に
限
ら
ず
、
ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
で
す
が
、
登
山
を
健
康
の
増
進
と
か
、
生
活
を
ゆ
た
か
に

す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
考
え
ず
に
、
記
録
を
作
る
た
め
に
は
生
命
を
か
け
て
も
登
ろ
う
と
し
ま
す
。
わ
た
く
し
た
ち
は
大
学
の
山
岳
部
の
上
級
生

が、

入
生
に
石
こ
ろ
を
つ
め
た
重
い
荷
物
を
背
負
わ
せ
、
首
に
な
わ
を
つ
け
て
、
う
し
ろ
か
ら
牛
馬
を
追
い
た
て
る
よ
う
に
棒
で
し
り
を
た
た
き

な
が
ら
歩
か
せ
て
い
る
光
景
を
よ
く
見
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
方
法
で
は
登
山
技
術
の
向
上
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
か
ら
だ
を
こ
わ
し
て
し
ま
い
、

記
録
を
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
の
記
録
は
す
べ
て
科
学
的
な
訓
練
に
よ
る
技
術
と
体
力
の
増
進
の
結
果
で
あ
り
、
日
常
の
正
し
い

生
活
態
度
の
た
ま
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
逃
避
的
登
山
と
山
岳
至
上
主
義
の
あ
や
ま
り

　
つ
ぎ
に
逃
避
的
な
気
持
で
山
に
入
る
者
、
あ
る
い
は
山
を
こ
と
さ
ら
に
神
聖
化
し
て
社
会
と
隔
絶
さ
せ
て
お
こ
う
と
す
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
あ
る
山
の
仲
間
は
、
里
を
恋
し
が
る
も
の
を
、
あ
れ
は
山
男
で
は
な
い
と
軽
蔑
し
ま
す
。
そ
し
て
か
れ
ら
は
社
会
生
活
の
こ
と
は
考
え
ず
、
た
だ

山
ば
か
り
歩
い
て
い
る
の
が
尊
敬
す
べ
き
山
男
だ
と
信
じ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
か
た
は
職
場
の
山
岳
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
中
に
も
し
み

通
り
、
同
じ
職
場
の
労
働
者
仲
間
と
遊
離
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
よ
く
見
う
け
ら
れ
ま
す
。

　
登
山
は
た
だ
山
へ
登
る
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
、
社
会
か
ら
は
な
れ
た
山
奥
で
、
き
び
し
い
自
然
の
力
と
た
た
か
い
な
が
ら
生
活
す
る
と
い
う
、

生
活
技
術
の
問
題
が
大
切
な
要
素
を
な
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
登
山
は
わ
た
し
た
ち
に
育
同
い
科
学
性
と
実
用
主
義
を
要
求
し
、
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
こ
と
が
ら
と
有
機
的
な
つ
な
が
り
を
も
っ
て
発
展
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
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し
い
大
衆
化
を
は
ば
む
条
件
、
労
働
条
件
の
問
題
、
英
雄
主
義
の
あ
や
ま
り
、
逃
避
的
登
山
と
山
岳
至
上
主
義
の
あ
や
ま
り
、
官
僚
的
登

山
組
織
の
欠
陥
、
登
山
道
徳
は
社
会
の
文
化
性
の
問
題
、
を
柱
と
し
て
、
当
時
の
問
題
状
況
を
極
め
て
鋭
く
え
ぐ
り
出
し
、
そ
し
て
新
た

な
組
織
の
使
命
を
明
確
に
格
調
高
く
謳
っ
た
。

　
こ
の
山
岳
会
の
設
立
に
は
日
本
労
働
組
合
総
評
議
会
（
総
評
）
も
、
「
各
単
産
・
地
評
が
積
極
的
に
こ
の
運
動
に
参
加
」
す
る
よ
う
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

部
と
し
て
も
呼
び
掛
け
た
。
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（
1
）
　
「
み
ん
な
で
入
ろ
う
勤
労
者
山
岳
会
　
発
会
記
念
の
タ
　
よ
び
か
け
」
（
一
九
六
〇
年
五
月
一
二
日
開
催
）
『
登
山
研
究
』
第
二
号
、
日
本
勤
労

　
者
山
岳
連
盟
、
一
九
七
六
年
五
月
、
四
七
頁
。

（
2
）
　
伊
藤
正
一
「
人
は
な
ぜ
山
に
登
る
か
」
『
山
と
仲
間
』
一
九
八
四
年
七
月
号
、
五
〇
頁
。

（
3
）
　
伊
藤
正
一
「
私
と
労
山
（
そ
の
4
）
」
『
山
と
仲
間
』
一
九
七
〇
年
一
二
月
、
三
三
頁
。

（
4
）
　
「
趣
意
書
」
全
文
は
以
下
の
通
り
。
（
前
掲
『
登
山
研
究
』
第
二
号
。
）

　
　
　
「
趣
意
書
」

　
　
登
山
の
正
し
い
大
衆
化

　
　
最
近
、
勤
労
者
の
健
全
な
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
登
山
が
さ
か
ん
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
一
方
、
遭
難
事
故
な
ど
も
多
く
な
り
、
全
国
で
毎

年
一
〇
〇
人
近
く
の
登
山
者
が
死
ん
で
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
「
登
山
の
正
し
い
大
衆
化
」
が
現
在
わ
が
国
の
登
山
界
の
急
務
だ
と
思
い
ま
す
・

　
　
正
し
い
大
衆
化
を
は
ば
む
条
件

　
し
か
し
、
今
の
日
本
の
社
会
に
は
、
登
山
の
正
し
い
大
衆
化
を
は
ば
む
二
つ
の
条
件
が
存
在
し
ま
す
。

　
第
一
に
勤
労
者
の
お
か
れ
た
経
済
的
、
時
間
的
条
件
で
あ
り
、
こ
れ
は
労
働
条
件
の
問
題
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
第
二
に
は
、
登
山
に
た
い
す
る
あ
や
ま
っ
た
考
え
か
た
と
、
登
山
者
の
組
織
の
あ
り
か
た
の
問
題
で
す
。
こ
れ
は
日
本
の
社
会
思
想
と
深
い
つ
な

が
り
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
　
労
働
条
件
の
問
題
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か
つ
て
「
登
山
は
な
ん
ら
か
の
形
で
実
用
や
生
産
と
直
接
に
む
す
び
つ
い
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
大
衆
の
生
活
様
式
か
ら
い
っ
て
、
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

ポ
ー
ツ
登
山
や
レ
ジ
ャ
ー
登
山
な
ど
は
必
要
性
も
な
く
、
ま
た
そ
れ
を
す
る
余
裕
も
な
か
っ
た
。
」
そ
れ
が
工
業
社
会
化
が
進
む
中
で
近

代
登
山
が
生
ま
れ
て
き
た
。
日
本
で
は
一
九
〇
五
年
に
日
本
山
岳
会
が
設
立
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
ウ
エ
ス
ト
ン
を
師
と
仰
ぎ
、
英

国
的
貴
族
的
気
風
を
手
本
と
し
て
、
登
山
は
一
部
の
エ
リ
ー
ト
だ
け
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
大
衆
化
に
反
対
す
る
む
き
も
強
か
っ
た
。

　
日
本
に
お
け
る
登
山
の
大
衆
化
は
一
九
五
〇
年
代
の
後
半
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
多
く
が
都
市
型
生
活
者
で
あ
っ
た
。
と
同
時

に
遭
難
を
は
じ
め
と
す
る
事
故
も
増
加
し
た
。
こ
う
し
た
経
緯
を
、
自
ら
も
山
荘
経
営
者
と
し
て
冷
静
に
直
視
し
て
き
た
伊
藤
正
一
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
私
は
幾
多
の
遭
難
に
よ
る
悲
劇
を
見
て
き
た
。
私
の
い
る
黒
部
源
流
地
帯
で
は
（
地
理
的
特
殊
性
で
も
あ
ろ
う
が
）
、
遭
難
死
の
す

　
べ
て
が
・
高
級
技
術
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
雨
風
の
中
を
歩
い
た
た
め
の
疲
労
凍
死
か
、
も
し
く
は
ほ
ん
の
常
識

　
的
な
こ
と
を
わ
き
ま
え
な
か
っ
た
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
雨
の
中
を
歩
い
た
理
由
と
し
て
は
休
暇
が
な
く
な
る
か
ら
、
と
い
う
も
の

　
が
大
部
分
で
あ
っ
た
。

　
　
こ
れ
ら
の
遭
難
事
故
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
報
道
さ
れ
る
と
き
、
こ
う
い
っ
た
社
会
的
要
因
は
無
視
さ
れ
て
、
と
か
く
そ
の
パ
ー

　
テ
ィ
の
『
技
術
や
装
備
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
』
と
い
う
観
点
で
問
題
が
論
じ
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
そ
の
つ
ど
私
は
、
事
実
と
の
大
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
な
く
い
ち
が
い
を
感
じ
て
い
た
。
」

　
伊
藤
は
や
が
て
、
「
山
が
そ
こ
に
あ
る
か
ら
登
る
」
（
ジ
ョ
ー
ジ
・
マ
ロ
リ
ー
）
の
で
は
な
く
、
「
背
後
に
社
会
が
あ
る
か
ら
登
る
」
と

い
う
登
山
観
を
形
成
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

　
こ
う
し
て
、
伊
藤
や
松
本
善
明
ら
が
中
心
と
な
っ
て
「
発
起
人
」
を
募
り
、
一
九
六
〇
年
四
月
に
「
趣
意
書
」
が
作
成
さ
れ
、
五
月
一

二
日
に
東
京
千
代
田
区
公
会
堂
に
千
名
を
こ
え
る
参
加
者
を
得
て
発
会
と
な
っ
た
。
こ
の
「
趣
意
書
」
は
、
登
山
の
正
し
い
大
衆
化
、
正
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こ
う
し
て
一
九
六
五
年
度
に
は
最
高
に
達
し
、
会
員
数
約
一
六
万
人
、
サ
ー
ク
ル
数
八
八
四
一
、
そ
し
て
延
会
員
数
は
約
一
九
〇
万
人

と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
六
五
年
を
頂
点
と
し
て
、
会
員
数
は
急
激
に
下
降
す
る
。
こ
の
点
は
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
段
々
と
上
昇
し
て
行
く
の
と
対
象
的

で
あ
る
。
こ
う
し
た
原
因
と
し
て
、
労
働
条
件
の
い
っ
そ
う
の
激
化
が
あ
り
、
労
働
者
が
自
主
的
な
文
化
に
浸
り
切
れ
な
い
状
況
が
ま
す

ま
す
強
ま
っ
て
き
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
よ
り
直
接
的
に
は
六
四
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
す
る
テ
レ
ビ
の
急
激
な
普
及
が

あ
り
、
ま
た
音
楽
の
商
品
化
、
音
楽
機
器
の
発
達
に
よ
る
文
化
の
伝
達
手
段
の
機
械
化
な
ど
の
変
化
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
労
音
へ

の
攻
撃
が
い
っ
そ
う
激
し
さ
を
増
し
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
う
し
た
諸
情
勢
に
労
音
の
組
織
活
動
が
十
分
に
対
応
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
等

　
　
　
　
　
　
（
1
）

が
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
こ
れ
以
上
の
詳
細
は
こ
こ
で
の
課
題
を
越
え
て
い
る
が
、
と
も
あ
れ
、
自
主
的
な
団
体
と
し
て
の
一
つ
と
し
て
労
時
、
多
方
面
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
以
下
の
資
料
を
参
照
し
た
。

　
　
・
全
国
労
音
連
絡
会
議
『
労
音
運
動
小
史
』
一
九
六
八
年
二
月
。

　
　
・
朝
尾
直
弘
『
大
阪
労
音
一
〇
年
史
』
大
阪
勤
労
者
音
楽
協
議
会
、
一
九
六
二
年
二
月
。

　
　
・
『
東
京
労
音
総
会
議
案
書
』
一
九
七
八
、
八
二
年
。
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の
　
勤
労
者
山
岳
会

　
「
音
楽
分
野
に
お
け
る
労
音
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
勤
労
者
が
気
軽
に
入
会
で
き
、

目
指
し
て
、
勤
労
者
山
岳
会
は
生
ま
れ
た
。

安
く
、
安
全
に
、

　
　
　
　
（
1
）

楽
し
く
登
山
」

で
き
る
こ
と
を
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図7　年度別平均会員数（サークル数）変遷状況
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八
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八
三
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ヨi
一七
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一
　
八
　
、
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〇
〇
四

　一五七
二
　
＝
　
一
四
九

一
ニ
ソ
し
三
〇

六
二
鳥
八
○
八

七
五
、
四
八
五

コ
ニ
Q
二
な
二

＝
二
ニ
ニ
八

五

一四五
　
五
二
五
〇
八

○印＝平均会員数　△印＝平均サータル数　総延会員数＝17，813698人
出典：「労音運動のあゆみ」「東京労音総会議案書』1978年6月。
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、

　
ω
　
大
衆
的
文
化
運
動
の
背
景

　
六
〇
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
形
成
を
見
る
上
で
、
そ
れ
以
前
か
ら
発
展
し
て
き
た
勤
労
者
音
楽
協
会
（
労
音
）
、
「
う
た
ご
え
」
、
労

演
な
ど
の
文
化
運
動
が
与
え
た
影
響
は
絶
大
で
あ
っ
た
。
特
に
労
音
は
「
勤
労
者
山
岳
会
」
結
成
の
直
接
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
労
音
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
戦
後
直
後
、
各
分
野
で
の
勤
労
者
を
中
心
に
し
た
文
化
運
動
が
い
っ
せ
い
に
始
動
す
る
中
で
一
九
四
七
年
九
月
に
「
関
西
自
立
楽
団
協

議
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
関
西
地
域
の
各
職
場
音
楽
団
体
を
統
合
し
て
音
楽
文
化
活
動
を
推
進
す
る
と
い
う
目
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
協
議

会
と
、
当
時
大
阪
で
三
〇
の
職
場
の
音
楽
サ
ー
ク
ル
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
た
須
藤
五
郎
が
協
力
し
あ
っ
て
、
「
勤
労
者
が
目
分
の
手
で

民
主
的
に
運
営
す
る
音
楽
会
を
ひ
ら
こ
う
」
と
い
う
こ
と
で
労
音
の
設
立
は
進
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
労
音
は
一
九
四
九
年
一
一
月
二
四

日
に
、
四
六
七
名
を
も
っ
て
大
阪
で
発
足
し
た
。

　
そ
の
後
、
全
国
各
地
の
労
音
が
結
成
さ
れ
、
一
九
五
五
年
二
月
に
は
全
国
労
音
連
絡
会
議
を
組
織
化
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
次
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ
れ
た
。

　
ア
　
よ
い
音
楽
を
よ
り
安
く
、
よ
り
多
く
の
人
に
！

　
イ
　
企
画
運
営
は
会
員
の
手
で
！

　
ウ
　
国
民
音
楽
の
創
造
、
育
成
を
し
よ
う
！

　
工
　
全
国
の
労
音
が
力
を
合
わ
せ
よ
う
！

　
そ
の
後
の
労
音
は
急
激
な
勢
い
で
成
長
を
遂
げ
た
。
図
7
は
そ
の
事
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
動
き
始
め
る
六
〇
年

当
時
、
労
音
は
ま
さ
に
急
上
昇
の
真
っ
直
中
に
あ
り
、
毎
年
一
～
二
万
人
の
ぺ
ー
ス
で
拡
大
し
た
。
背
景
に
は
、
国
民
の
音
楽
要
求
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
、
企
画
を
組
ん
で
き
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
過
程
で
は
多
く
の
失
敗
も
含
ま
れ
て
い
る
。

（ll8）



（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

『
読
売
新
聞
』
一
九
六
四
年
｝
○
月
二
五
日
付
、
社
説
。

『
毎
日
新
聞
』
一
九
六
四
年
一
〇
月
二
五
日
付
、
「
余
録
」
。

『
朝
雲
』
一
九
六
四
年
一
〇
月
二
九
日
付
。

同
右
、
他
。
こ
れ
以
外
に
も
『
朝
雲
』
の
煽
動
に
は
す
さ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。

朝
雲
新
聞
社
編
『
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
作
戦
－
支
援
に
参
加
し
た
自
衛
隊
員
の
手
記
1
』
朝
雲
新
聞
社
、

一
九
六
五
年
、
一
三
八
頁
他
、
全
編

　
こ
う
し
た
手
記
で
飾
ら
れ
て
い
る
。

（
9
）
　
『
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
支
援
集
団
史
』
五
一
頁
。

（
1
0
）
　
防
衛
庁
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
　
協
力
の
記
録
』
一
九
六
五
年
、
「
は
し
が
き
」
。

尚
、
自
衛
隊
の
支
援
に
つ
い
て
触
れ
た
資
料
と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

　
・
『
第
一
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
公
式
報
告
書
　
上
』
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
組
織
委
員
会
一
九
六
六
年
七
月
。

　
・
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
と
政
府
機
関
等
の
協
力
』
文
部
省
、
一
九
六
五
年
三
月
。

（
H
）
表
1
4
に
関
し
て
、
広
報
課
担
当
官
に
よ
れ
ば
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
以
前
の
も
の
は
存
在
し
な
い
。
こ
こ
で
は
一
九
七
一
～
七
四
年
、

　
八
～
八
九
年
度
分
を
挙
げ
る
。

ノ～

「スポーッ基本法」の研究（H）

五
　
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
台
頭

　
一
九
六
〇
年
代
を
「
戦
後
日
本
ス
ポ
ー
ツ
体
制
の
確
立
」
と
称
す
る
も
う
一
つ
の
根
拠
は
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
い
て
も
国
民
の
自
主

的
・
民
主
的
な
運
動
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
七
〇
年
代
に
入
る
と
急
速
に
成
長
し
、
世
論
及
び
政
策
的
に
も
一
定
の
影
響

力
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
組
織
の
形
成
過
程
を
素
描
す
る
。

　
1
　
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟

（117）



（これ以前は無）
表14主要な部外運動競技会への協力状況

東部方面隊

年度 運　動　競技　会　名 時　　期 担　任 支援人員
延べ）
支援車両
延べ）

恥 第27回国体スケート大会 昭和46年1月 第12師団 583名 83両

47

千葉国体リハーサル大会 47年6，7，9月
第1師団

挺団 618名 121両
第49回東京～箱根間駅伝競走 48年1月 第1師団 64名 50両

冬季国体リハーサル大会 〃年1月 第12師団 3，102名 330両
第28回冬季国体スキー大会 〃年2月 〃 4，843名 600両
ワールドカップアルペンスキー大会 〃年3月 ∠ノ 1，560名 600両

48

茨木国体リハーサル大会 48年1伽 第1師団 1，448名 302両
汎太平洋国際馬術大会 〃年8月 ノノ 42名 15両

千葉国体（夏季大会） 〃年9月
第1師団

挺団 867名 215両
千葉国体（秋季大会） 〃年10月 〆ノ 4，354名 918両
身障者スポーッ大会 〃年10月 第1空

団 670名 120両
第50回東京～箱根間駅伝競走 49年1月 第1師団 98名 70両
静岡県スポーッ祭，冬季大会 〃年2月 ノノ

1M名 21両

49

第29回国民体育大会（夏季大会） 49年9月 第1師団 3，216名 492両
〃　　　　（秋季大会） 〃年10月 ノノ 6β79名 2，182両

第10回全国身体障害者スポーッ大会 〃年11月 ノノ

325名 47両
第5！回東京箱根間往復大学駅伝競走 50年1月 〃 120名 56両
第30回国民体育大会冬季大会スケート競技会 〃年2月 zノ 591名 68両
第24回全国高等学校スケート競技選手権大会 50年2月 第1師団 313名 33両
75スキー・ワールドカップ苗場大会 〃年2月 第12師団 920名 50両

63

全日本銃剣道大会 63年4月 第1師団 47名 4両

全日本青少年銃剣道大会 〃年7月 〃 40名 4両

富士登山駅伝競走大会 63年8月 第1師団 157名 22両
山梨県下一同駅伝大会 〃年11月 〃 25名 10両

第65回東京箱根間往復大学駅伝 平成元年1月 〃 80名 50両
全日本学生スキー選手権大会 〃年1月 第12師団 1，183名 18両

89FIS国際アルペン日本シリーズ大会 〃年1月 〃 240名 36両
FIS上越国際大会 〃年3月 zノ 770名 100両

平成

全日本銃剣道大会 〃年4月 第1師団 47名 4両

全日本青少年銃剣道大会 〃年7月 〃 37名 4両

第66回東京箱根間大学駅伝大会 2年1月 ノノ

334名 22両
FIS長野国際大会 〃年1月 第12師団 420名 56両
第45回国体新潟県スキー大会予選 〃年1月 〆ノ 371名 70両

第39回全国高等学校スキー大会 〃場月 ノ， 2，860名 221両
全日本学生スキー選手権大会 〃年2月 ノノ 1，1DO名 16両

90FIS国際アルベン日本シリーズ大会 〃年2月 〃 270名 92両
出典．（『東部方面隊史』陸上自衛隊東部方面隊の主要な部外運動競技会への協力状況）
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　　　　　　　　　　表13　国民体育大会の協力実績

開催
次
回数
大会
別
開催県 協力担当

協力・支援規模

人員 車両 艦艇 航空機 通信機

昭和

8 38

寒
、 群馬 陸　　自 420 65 120

夏 群　馬 陸自・海自 200 25 8 145

秋 群　馬 陸　　自 500 180 1 150

59 39

冬 北海道 陸　　自 50 10 5

冬 山　形 陸　　自 370 45 85

夏 奈　良 陸自・海自 260 30 25 160

秋 奈　良 陸　　自 450 130 1 220

60 40

冬 群　馬 陸　　自 420 50 100

夏 鳥　取 陸自・海自 190 5 3 110

秋 鳥　取 陸　　自 540 120 1 200

61 41

冬
、 北海道 陸　　自 550 80 40

寒
、 山　梨 陸　　自 30 15 3

夏 山　梨 陸　　自 210 40 7 170

秋 山　梨 陸　　自 480 120 1 140

62 42

冬 長　野 陸　　自 130 20 10

夏 沖　縄 海　　自 190 3 60

秋 沖　縄 陸自・空自 350 55 170

63 43

冬 詳貯岩手 陸　　自 917 65 124

夏 京　都 海　　自 385 1 20 ll5

秋 京　都 陸　　自 298 59 180

平成
44

冬 北海道 陸　　自 947 35 42

夏 北海道 陸　　自 700 110 3 59

秋 北海道 陸　　自 838 203 65

（注）1．協力の範囲（自衛隊法施行令第126条の13）（1）式典に関すること　（2）通信に関すること　（3）

輸送に関すること　（4）奏楽に関すること　（5）医療及び救急に関すること　（6）会場内外の整理に関する

こと　（7）前各号に掲げるもののほか、運動競技会の運営の事務に関すること

2．数は概数である．

出典　国民体育大会（『防衛ハンドブソク』平成元年版203頁．）
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（
9
）

に
冠
た
る
日
本
軍
隊
の
後
継
者
と
し
て
お
目
見
え
す
る
に
当
り
」
自
己
の
経
歴
で
あ
る
「
近
衛
兵
の
勤
務
振
り
」
と
の
比
較
等
々
、
あ
た

か
も
軍
隊
が
主
役
の
よ
う
な
錯
覚
さ
え
抱
か
せ
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
自
衛
隊
の
二
つ
の
意
図
、
国
民
へ
の
浸
透
作
戦
と
隊
員

の
士
気
高
揚
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
十
分
な
る
手
応
え
を
得
た
の
で
あ
る
。
「
陸
上
自
衛
隊
・
海
上
自
衛
隊
・
航
空
自
衛
隊
の
自
衛
官

及
び
防
衛
大
学
校
学
生
約
七
五
〇
〇
名
か
ら
な
る
協
力
部
隊
は
、
一
糸
乱
れ
ず
、
規
律
厳
正
な
な
か
に
も
親
切
と
ス
マ
ー
ト
さ
を
失
わ
ず
、

積
極
的
に
協
力
し
て
関
係
者
の
期
待
に
そ
む
か
な
い
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、
協
力
を
通
じ
て
国
民
の
自
衛
隊
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

信
頼
と
理
解
を
深
め
た
こ
と
は
望
外
の
収
穫
で
あ
る
。
」
と
す
る
三
輪
良
雄
防
衛
事
務
次
官
の
感
慨
は
、
「
望
外
の
収
穫
」
が
「
予
定
以
上

の
収
穫
」
と
訂
正
さ
れ
れ
ば
、
あ
と
は
全
面
的
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
「
成
果
」
に
基
づ
き
、
自
衛
隊
で
は
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
分
野
へ
の
参
加
が
活
発
化
し
た
。
そ
の
一
端

を
垣
間
見
る
た
め
に
、
国
民
体
育
大
会
へ
の
協
力
の
実
績
（
表
1
3
）
と
、
市
ヶ
谷
に
あ
る
陸
上
自
衛
隊
東
部
方
面
隊
（
関
東
甲
信
越
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

主
要
な
部
外
運
動
競
技
会
へ
の
協
力
状
況
（
表
1
4
）
を
資
料
と
し
て
示
し
て
お
き
た
い
。

（114）

（
1
）
　
「
自
衛
隊
が
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
本
腰
を
入
れ
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
精
神
的
な
育
成
、
P
R
と
い
う
二
面
に
役
立
つ
も
の
で
あ
り
、
　
一
石

　
二
鳥
の
成
果
が
あ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
こ
の
見
地
か
ら
も
自
衛
隊
の
ス
ポ
ー
ツ
界
へ
の
進
出
は
意
義
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
今
後
の
強
力
な

　
推
進
を
強
調
し
て
や
ま
な
い
。
」
（
内
山
喜
久
三
「
東
京
五
輪
へ
期
待
」
『
朝
雲
』
｝
九
六
一
年
二
月
三
〇
日
付
）

（
2
）
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
組
織
委
員
会
が
自
衛
隊
に
対
す
る
支
援
業
務
要
請
決
定
後
、
防
衛
庁
は
自
民
党
国
防
部
会
に
、
政
府
が
纏
め
た
同
庁

　
の
省
昇
格
案
要
綱
を
提
出
し
た
。
ま
た
臨
時
行
政
調
査
会
（
佐
藤
喜
一
郎
会
長
）
も
政
府
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
、
昇
格
問
題
を
検
討
し
た
が
、
現

　
段
階
で
は
適
当
で
な
い
と
結
論
を
出
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
み
る
よ
う
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ド
の
盛
り
上
が
り
の
中
で
、
防
衛
庁
は
オ

　
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
省
昇
格
問
題
を
意
図
的
に
結
合
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
防
衛
庁
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
は
単
な
る
参
加
と
は
異
質
で
あ
っ
た
。
（
関

春
南
「
戦
後
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
」
『
経
済
学
研
究
』
1
4
、
一
橋
大
学
研
究
年
報
、
一
九
七
〇
年
、
二
〇
三
頁
）

（
3
）
　
加
藤
陽
三
防
衛
事
務
次
官
「
新
春
を
迎
え
て
」
『
朝
雲
』
一
九
六
四
年
一
月
二
日
付
。



「スポーツ基本法」の研究（H）

表12　支援集団史

　　月
塚
群
・
隊 4　月 5　月 6　月 7　月

輸　送

式　典

選手村 圧

航　　空

衛　生

近代五種
6　里0

最終予選
TOSCl

馬　術

ライフル

　　的

　1112

第一次選考会
（3U）

　910
全日本社会人
（311）

祉

35

人対学生
3111

自転車
　　技

　19　Ω

濠交換
TOSC）

陸上競技
　12
一毎Hマラソン

（ロs［gl

カヌー

漕　艇
lD　　　2223
　　　　　　　　一

吋一殖　二‘卜醸

杢目l　　l空目1

5
一
早
慶
（
空
目
）

クレー

会大備考：予選支援一　　公式練習支援（予行
出典1『支援集団史』31頁。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
こ
う
し
て
目
衛
隊
は
、
選
手
と
同
様
に
、
支
援
集
団
も
「
自
衛
隊
精
神
」
「
自
衛
隊
魂
」
を
発
揮
し
て
、
そ
の
目
的
を
達
成
し
た
。
特

に
組
織
に
対
し
て
は
、
特
別
飛
行
研
究
班
（
開
会
式
で
の
飛
行
機
・
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
に
よ
る
五
色
の
五
輪
を
上
空
に
描
き
、
式
を
盛

り
上
げ
た
）
と
支
援
集
団
に
「
一
級
賞
状
」
が
、
防
衛
庁
長
官
か
ら
送
ら
れ
た
。

　
支
援
集
団
に
参
加
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
隊
員
は
、
「
も
し
金
メ
ダ
ル
が
あ
る
な
ら
ば
第
一
に
さ
し
上
げ
た
い
」
と
の
評
価
や
「
自
衛
隊
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

上
の
支
援
行
動
を
行
っ
た
軍
隊
を
見
た
こ
と
が
な
い
」
等
の
感
想
を
得
て
、
自
衛
官
と
し
て
の
自
信
を
深
め
た
。
ま
た
、
「
か
つ
て
世
界

（113）
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図6　東京オリンピック支援集団編成表

　　　　　　　　　　　　　　　　出典：防衛庁『オリンピック東京大会　協力の記録』

　　　　　　　　　4625

東京オリンピック支援集団

集　　　団　　　長

187

1910

競技支援群124

選 輸 式 航 衛
手
村
支
援

送
支
援

曲！　、

援

宛
工
支
援

生
支
援

群 群 群 群 群

4〔｝　379　133　13 30　　116　210　70　　70　　76　　102　74　　35　　50　　27

本 警 管 管 本 標 陸 海 航 陸 海 航 祝 通管
部
、
同
付
隊

衛
　
隊

理
事
務
所
亮

理
斑 部

識
隊

上
音
楽
隊

上
立
日
楽
隊

宛』じ．

日
楽
隊

一L

章
隊

上
旗
章
隊

宛工

章
隊
砲
隊

信理

斑

（
＝
一
）

雍　　　　　　　　入れて支援を実施するとともに、支援場所に応

自　　　　　　　　じて所要の部隊を配属または派遣する等部隊運
各
3　　　　　　　　　用を行なった。

565　　　　　1867　　　　　186（｝　　　　163

．
同
一
囹
固

3

（
空
自
）

（
海
自
）

醗

黙
つ
ち
〕

（
口
）
駕
感
e
「
超
終
期
外
i
弔
K
」



　
分
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
2
）
　
陸
上
幕
僚
監
部
一
九
六
三
年
四
月
、
海
上
幕
僚
監
部
六
三
年
五
月
、
航
空
幕
僚
監
部
六
四
年
一
月
。

（
3
）
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
支
援
集
団
指
令
部
『
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
支
援
集
団
史
』
一
九
六
四
年
、
四
頁
。

（110）

　
c
自
衛
隊
の
支
援
内
容

　
準
備
過
程
の
中
で
、
幾
度
か
の
国
体
や
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
前
年
の
一
九
六
三
年
東
京
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
等
に
関
わ
り
な
が

ら
、
体
制
を
整
え
て
い
っ
た
。
支
援
内
容
と
組
織
は
図
6
で
あ
り
、
六
四
年
に
入
っ
て
の
準
備
状
況
は
表
1
2
の
通
り
で
あ
る
。

　
d
支
援
の
効
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
そ
も
そ
も
支
援
の
意
図
が
、
自
衛
隊
の
国
民
浸
透
作
戦
に
大
き
な
比
重
を
掛
け
、
そ
れ
を
一
つ
の
基
盤
に
し
て
防
衛
庁
の
省
昇
格
問
題

が
あ
っ
た
だ
け
に
、
自
衛
隊
の
取
組
に
も
真
剣
な
も
の
が
あ
っ
た
。
「
任
務
の
完
遂
が
自
衛
隊
の
内
外
に
対
す
る
真
価
発
揮
の
第
一
要
件

で
あ
る
が
、
部
外
支
援
と
い
う
任
務
の
特
性
上
、
部
隊
、
個
人
の
別
を
問
わ
ず
、
定
め
ら
れ
た
任
務
か
ら
甚
だ
し
く
逸
脱
し
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
親
切
心
の
発
揮
に
心
掛
け
、
ま
た
厳
正
、
確
実
に
動
作
を
実
施
す
る
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
更
に
そ
の
支
援
に
応
じ
て
『
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

マ
ー
ト
』
さ
を
加
え
る
よ
う
に
努
力
す
る
」
旨
、
趣
旨
徹
底
さ
れ
た
。

　
種
々
の
会
場
で
の
目
衛
隊
の
行
動
は
概
ね
好
評
で
あ
っ
た
。
国
内
の
マ
ス
コ
ミ
の
み
な
ら
ず
、
外
国
の
選
手
・
役
員
か
ら
も
賛
辞
が
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

せ
ら
れ
て
い
る
。
「
自
衛
隊
の
一
糸
乱
れ
な
い
組
織
と
統
制
力
を
借
り
な
か
っ
た
ら
、
大
会
の
運
営
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
」
「
”
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

さ
れ
る
自
衛
隊
”
へ
の
前
進
は
大
き
い
」
、
さ
ら
に
は
軍
隊
と
し
て
の
評
価
と
し
て
そ
の
規
律
の
面
で
は
「
世
界
一
の
軍
隊
」
等
々
で
あ

る
。



「スポーッ基本法」の研究（H）

第
一
〇
〇
条
の
三
　
長
官
は
、
関
係
機
関
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
場
合
に
は
、
自
衛
隊
の
任
務
遂
行
に
支
障
を
生
じ
な
い
限
度
に
お
い
て
、
国
際
的
若
し

　
く
は
全
国
的
規
模
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
規
模
で
開
催
さ
れ
る
政
令
で
定
め
る
運
動
競
技
会
の
運
営
に
つ
き
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
役

　
務
の
提
供
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
自
衛
隊
法
施
行
令

　
（
運
動
競
技
会
の
範
囲
）

第
一
二
六
条
の
一
二
　
法
律
一
〇
〇
条
の
三
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
運
動
競
技
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

　
ω
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
会

　
の
　
ア
ジ
ア
競
技
大
会

　
③
　
国
民
体
育
大
会

　
（
運
動
競
技
会
の
運
営
に
つ
い
て
の
協
力
の
範
囲
）

第
一
二
六
条
の
二
二
　
法
律
一
〇
〇
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
運
動
競
技
会
の
運
営
に
つ
い
て
協
力
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
範
囲
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

　
る
と
お
り
と
す
る
。

　
D（7）　〔6）　（5〉　（4）　（3）　（2）　（

式
典
に
関
す
る
こ
と
。

通
信
に
関
す
る
こ
と
。

輸
送
に
関
す
る
こ
と
。

奏
楽
に
関
す
る
こ
と
。

医
療
及
び
救
急
に
関
す
る
こ
と
。

会
場
内
外
の
整
理
に
関
す
る
こ
と
。

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
運
動
競
技
会
の
運
営
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

　
（
運
動
競
技
会
の
運
営
に
つ
い
て
の
協
力
に
要
す
る
費
用
の
負
担
区
分
）

第
一
二
六
条
の
一
四
　
第
一
二
四
条
の
規
定
は
、
法
律
一
〇
〇
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
運
動
競
技
会
に
つ
い
て
協
力
を
行
な
う
場
合
の
費
用
の
負
担
区

（109）



ン
ピ
ッ
ク
は
異
質
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
第
一
七
回
の
ロ
ー
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
四
八
O
O
名
の
軍
人
が
大
会
運
営
に
参
加
し
た
。
現
在
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

競
技
規
模
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
軍
隊
の
協
力
が
慣
例
と
な
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
歴
史
的
経
緯
が
、
自
衛
隊
を
し

て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
心
を
高
め
さ
せ
た
背
景
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
軍
隊
と
し
て
の
組
織
力
・
機
動
力
な
し
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
運
営

さ
れ
ず
、
そ
の
こ
と
は
ま
た
自
衛
隊
の
国
民
浸
透
作
戦
に
と
っ
て
何
よ
り
も
勝
っ
た
題
材
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
防
衛
庁
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
　
協
力
の
記
録
』
一
九
六
五
年
、
六
頁
。

（108）

　
b
自
衛
隊
の
準
備
過
程

　
し
た
が
っ
て
、
東
京
開
催
が
決
定
さ
れ
た
一
九
五
九
年
直
後
か
ら
自
衛
隊
は
着
々
と
準
備
を
進
め
た
。
六
〇
年
八
月
の
ロ
ー
マ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
は
防
衛
庁
職
員
三
名
を
派
遣
し
、
イ
タ
リ
ア
軍
隊
の
協
力
状
況
を
調
査
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
国
民
体
育
大
会
・
ア
ジ
ア
大
会
等

で
の
自
衛
隊
の
協
力
根
拠
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
に
、
防
衛
庁
で
は
一
九
六
一
年
六
月
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
が
制
定
さ
れ
た
第
三
八
国
会

に
お
い
て
自
衛
隊
法
の
改
正
を
提
案
し
協
力
の
法
的
根
拠
を
明
確
に
し
た
。
そ
れ
は
「
自
衛
隊
法
第
一
〇
〇
条
の
三
」
で
あ
り
、
そ
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

め
の
「
自
衛
隊
法
施
行
令
第
一
二
六
条
の
一
二
、
一
三
、
一
四
」
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
組
織
委
員
会
と
の
調
整
を
経
な
が
ら
、
一
九
六
二
年
三
月
九
日
に
は
防
衛
庁
に
「
東
京
オ
リ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ピ
ッ
ク
準
備
委
員
会
」
（
長
官
決
裁
）
が
発
足
し
た
。
三
自
衛
隊
も
そ
れ
ぞ
れ
に
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
室
」
を
設
置
し
、
体
制
を
整
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

た
。
そ
し
て
六
三
年
一
二
月
一
〇
日
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
支
援
の
「
集
団
指
令
部
」
の
編
成
が
完
結
し
た
。

　
（
1
）
　
自
衛
隊
法
と
自
衛
隊
法
施
行
令
の
関
連
部
分
を
挙
げ
る
。

　
　
　
　
自
衛
隊
法

　
　
（
運
動
競
技
会
に
対
す
る
協
力
）



た
の
は
決
し
て
国
民
で
は
な
く
、
目
衛
隊
自
身
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
と
な
る
。

　
（
1
）
長
岡
民
男
『
も
う
走
れ
ま
せ
ん
1
円
谷
幸
吉
の
栄
光
と
死
ー
』
講
談
社
、
｝
九
七
七
年
一
二
月
。
青
山
一
郎
『
栄
光
と
孤
独
の
彼
方
へ

　
　
円
谷
幸
吉
物
語
』
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
、
　
一
九
八
O
年
三
月
。
川
本
信
正
「
な
ぜ
円
谷
は
自
殺
し
た
か
」
『
ス
ポ
ー
ツ
の
現
代
史
』
大
修

　
　
館
書
店
、
一
九
七
六
年
五
月
、
等
参
照
。

　
（
2
）
　
三
宅
は
自
ら
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　
　
「
わ
た
し
が
自
衛
隊
に
入
っ
た
主
た
る
動
機
は
、
は
っ
き
り
い
っ
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
優
勝
す
る
た
め
に
、
そ
の
方
が
何
か
と
都
合
が
よ
か

　
　
ろ
う
と
思
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
」
「
わ
た
し
は
、
亡
く
な
っ
た
円
谷
幸
吉
選
手
と
ち
が
っ
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ず
ぼ
ら
な
方
だ
。
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
ち
っ
と
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
、
万
事
、
ソ
ツ
な
く
立
ち
振
る
舞
う
な
ん
て
い
う
芸
当
の
で
き
な
い
人
間
な
の
だ
。
あ
れ
や
こ
れ
や
で
、
す
っ
か
い
や
り

　
　
気
が
さ
し
、
自
衛
隊
に
辞
表
を
出
し
」
た
。

　
　
　
そ
の
後
、
自
衛
隊
や
出
身
県
の
代
議
士
、
そ
し
て
体
協
の
説
得
も
あ
り
、
自
衛
隊
体
育
学
校
に
復
帰
し
、
激
し
い
練
習
を
再
開
し
た
。
（
三
宅
義

　
　
信
『
バ
ー
ベ
ル
人
生
』
善
本
社
、
一
九
七
三
年
、
二
四
～
五
頁
）
。

　
（
3
）
　
長
岡
、
前
掲
書
、
二
四
頁
。
な
お
前
出
、
川
本
論
文
に
も
自
衛
隊
の
側
面
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

「スポーッ基本法」の研究（H）

　
⑬
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
支
援
と
効
果

　
a
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
軍
隊

　
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
軍
隊
が
主
と
し
て
協
力
し
て
き
た
部
門
は
軍
楽
隊
に
よ
る
奏
楽
・
祝
砲
の
発
射
及
び
王
侯
・
貴
族
の
警

護
等
で
あ
り
、
競
技
運
営
に
協
力
し
た
の
は
、
第
一
回
ア
テ
ネ
大
会
に
お
け
る
マ
ラ
ソ
ン
競
技
の
経
過
状
況
を
騎
馬
隊
に
よ
っ
て
伝
達
し
、

発
表
し
た
な
ど
一
部
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
軍
隊
が
大
会
全
般
に
関
わ
る
の
は
第
一
一
回
ベ
ル
リ
ン
大
会
（
一
九
三
六
年
）
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
も
ベ
ル
リ
ン
オ
リ

（107）



o

高
揚
策
に
と
っ
て
の
看
板
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
こ
と
は
、
自
衛
隊
に
お
け
る
円
谷
の
「
持
ち
上
げ
」
方
に
、
同
じ
「
第
一
級
功
労
章
」
を
得
た
三
宅
と
の
比
較
に
お
い
て
差
異
を

感
ず
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
私
の
穿
っ
た
見
方
か
も
知
れ
な
い
が
、
「
結
果
」
か
ら
見
れ
ば
三
宅
の
方
が
「
大
き
い
」
は
ず
で
あ
る
。
し

か
し
目
衛
隊
へ
の
「
功
績
」
か
ら
み
れ
ば
両
者
は
同
じ
、
あ
る
い
は
円
谷
の
方
が
上
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
成
績
は

違
え
同
じ
位
の
功
労
章
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
二
つ
の
要
因
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
一
つ
は
競
技
の
性
格
か
ら
来
る
も
の

で
あ
る
。
簡
潔
に
言
え
ば
重
量
挙
は
「
マ
イ
ナ
ー
」
で
あ
る
。
し
か
し
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
華
・
マ
ラ
ソ
ン
は
「
メ
ジ
ャ
i
」
で
あ
り
、
そ

こ
で
た
と
え
ゴ
ー
ル
前
で
抜
か
れ
て
三
位
と
な
っ
た
と
は
い
え
、
円
谷
1
1
自
衛
隊
員
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
広
く
深
く
国
民
に
浸
透
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

そ
し
て
も
う
一
点
は
、
三
宅
が
大
学
生
選
手
と
し
て
大
成
し
、
自
衛
隊
に
入
隊
し
て
き
た
の
に
対
し
、
円
谷
は
高
校
卒
業
後
一
隊
員
と
し

て
の
入
隊
で
あ
り
、
い
わ
ば
「
叩
き
上
げ
」
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
隊
員
へ
の
士
気
高
揚
か
ら
見
た
場
合
、
ど
ち
ら
が
「
強
力
」
で
あ
る

か
は
言
う
に
及
ぶ
ま
い
。

　
こ
う
し
て
円
谷
は
国
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
言
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
よ
り
主
要
な
局
面
は
、
自
衛
隊
に
よ
る
期
待
、
重

圧
に
応
え
き
れ
な
く
な
っ
た
と
言
っ
た
ほ
う
が
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
円
谷
は
関
係
者
の
誰
も
が
認
め
る
よ
う
に
、
模
範
的
な
自
衛

官
で
あ
っ
た
。
一
方
で
は
自
ら
の
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
を
崩
さ
れ
な
が
ら
、
他
方
で
は
な
お
勝
者
と
し
て
期
待
す
る
自
衛
隊
の
重
圧
、
矛
盾
に

苦
し
み
な
が
ら
も
、
彼
は
精
一
杯
そ
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
努
力
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
彼
に
は
も
う
一
つ
の
遺
書
が
あ
っ
た
。

　
　
「
校
長
先
生
、
済
み
ま
せ
ん
。
高
長
課
長
、
何
も
な
し
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
宮
下
教
官
、
御
厄
介
を
お
歯
け
通
し
で
済
み
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
企
画
室
長
、
お
約
束
守
れ
ず
相
済
み
ま
せ
ん
。
メ
キ
シ
コ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
を
祈
り
上
げ
ま
す
。
一
九
六
八
二
」

　
こ
ち
ら
は
前
者
と
比
較
し
て
一
般
的
に
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
前
者
を
も
含
め
て
読
み
合
わ
せ
て
み
る
と
、
彼
を
苦
し
め

（106）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

手
の
占
め
る
位
置
は
よ
り
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
施
策
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
六
五
年
一
一
月
九
日
に
は
陸
上
幕
僚

長
よ
り
各
方
面
総
監
、
部
隊
長
宛
て
に
通
達
「
部
外
に
お
け
る
運
動
競
技
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て
」
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
国
際
競

技
会
、
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
に
「
公
務
」
と
し
て
参
加
で
き
る
こ
と
を
許
可
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
以
上
、
『
朝
雲
』
一
九
六
四
年
一
〇
月
二
九
日
付
。

　
（
2
）
　
『
防
衛
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
九
〇
年
版
、
二
〇
五
頁
参
照
。

　　　　　　　　　　　　篭

「スポーッ基本法」の研究（H）

　
⑭
　
円
谷
幸
吉
の
栄
光
と
死
の
原
因

　
さ
て
、
こ
こ
で
次
の
第
一
九
回
メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
な
が
ら
、
直
前
の
六
八
年
一
月
に
二
八
歳
の
命
を
自
ら
断
っ
た
円

谷
選
手
の
こ
と
に
つ
い
て
、
一
言
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
多
く
の
論
者
は
国
民
の
期
待
と
自
ら
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
ん
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
「
父
上
様
、
母
上
様
、
三
日
と
ろ
ろ
美
味
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
で
始
ま
り
、

「
幸
吉
は
も
う
走
れ
ま
せ
ん
」
と
訴
え
る
彼
の
遺
書
は
今
も
我
々
の
目
頭
を
熱
く
す
る
。
そ
の
苦
悩
が
我
々
に
も
痛
い
ほ
ど
伝
わ
っ
て

転
祝
・

　
し
か
し
私
に
は
円
谷
が
、
単
に
国
民
の
期
待
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
ん
だ
結
果
だ
と
す
る
に
は
納
得
し
か
ね
る
も
の
が
あ
る
。
否
、
む
し

ろ
そ
れ
は
事
の
真
実
を
曖
昧
化
す
る
恐
れ
さ
え
有
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
円
谷
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
崩
し
た
の
が
彼
本
人
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
り
も
自
衛
隊
自
体
で
は
な
い
か
と
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
、
彼
は
職
務
と
し
て
、
各
地
の
講
演
に
引
っ

張
り
だ
こ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
本
人
の
意
思
と
は
別
に
決
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
自
衛
隊
の
広
告
塔
と
し
て
、
こ
こ
で
も
フ
ル

回
転
し
て
い
た
。
当
然
に
し
て
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
は
乱
れ
、
こ
う
し
た
状
態
の
中
で
彼
は
再
び
大
会
に
出
場
せ
ざ
る
を
得
ず
、
思
う

結
果
が
出
せ
ず
に
焦
り
出
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
円
谷
は
自
衛
隊
に
と
っ
て
隊
外
つ
ま
り
国
民
浸
透
作
戦
と
、
隊
内
つ
ま
り
隊
員
の
士
気

（105）



　
当
初
は
一
、
一
一
の
例
外
を
除
い
て
ほ
ぼ
既
存
の
隊
員
か
ら
募
集
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
高
校
、
大
学
、
企
業
で
の
優
秀
選
手
を
勧
誘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

し
て
い
る
。
そ
し
て
第
二
教
育
課
に
は
「
ス
カ
ウ
ト
班
」
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
日
常
的
な
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

　
一
九
七
四
年
六
月
か
ら
は
『
訓
練
資
料
・
体
校
だ
よ
り
』
が
体
育
学
校
か
ら
発
行
さ
れ
た
。
現
在
で
は
『
月
刊
・
体
育
振
興
』
（
体
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

学
校
後
援
会
発
行
）
に
か
わ
り
、
選
手
の
出
身
高
校
を
中
心
に
、
体
育
学
校
の
広
報
紙
と
し
て
広
く
配
布
さ
れ
て
い
る
。

　
（
1
）
　
『
体
育
学
校
史
』
昭
和
六
三
年
、
自
衛
隊
体
育
学
校
、
一
〇
頁
。

　
（
2
）
　
一
九
九
〇
年
段
階
の
募
集
配
布
資
料
の
一
つ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
カ
ラ
ー
刷
り
の
美
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
標
題
に
は
「
さ
あ
君
も
オ
リ
ン

　
　
ピ
ッ
ク
を
目
指
そ
う
」
と
あ
る
。

（104）

　
4
　
自
衛
隊
と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ー
自
衛
隊
の
国
民
浸
透
と
隊
員
の
士
気
高
揚
1

　
ω
　
自
衛
隊
員
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
二
二
名
の
中
か
ら
、
二
名
の
メ
ダ
リ
ス
ト
を
生
み
、
そ
の
他
三
種
目
で
の
入
賞
を
果
た
し
た
。
こ
れ
は
、
自
衛
隊

の
国
民
浸
透
作
戦
上
及
び
隊
員
の
士
気
高
揚
策
に
と
っ
て
何
に
も
代
え
が
た
い
貢
献
で
あ
っ
た
。
重
量
挙
フ
ェ
ザ
ー
級
に
お
い
て
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
三
宅
選
手
と
、
一
万
米
で
六
位
入
賞
・
マ
ラ
ソ
ン
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
円
谷
選
手
に
そ
れ
ぞ
れ
自
衛
隊
で
は
最
高
級
の

「
第
一
級
功
労
賞
」
が
与
え
ら
れ
た
。
レ
ス
リ
ン
グ
で
四
位
の
桜
間
選
手
に
は
「
二
級
賞
詞
」
が
送
ら
れ
た
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

そ
う
し
た
選
手
を
養
成
し
た
自
衛
隊
体
育
学
校
に
も
コ
一
級
賞
状
」
が
贈
ら
れ
、
そ
の
栄
誉
が
称
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
前
に
あ
っ
た
「
大
会
後
に
は
体
育
学
校
（
特
に
特
別
体
育
課
程
）
は
潰
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
危
惧
が
、
事
実
上
吹
き

飛
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
自
衛
隊
の
苦
慮
し
て
い
た
国
民
へ
の
浸
透
と
隊
員
の
士
気
高
揚
と
い
う
二
つ
の

意
図
に
対
し
て
こ
れ
ほ
ど
有
効
な
手
段
は
他
に
な
く
、
し
た
が
っ
て
そ
の
後
は
一
層
の
充
実
が
図
ら
れ
、
国
際
試
合
に
お
け
る
自
衛
隊
選
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学
校
長
は
次
の
よ
う
に
「
要
望
」
し
た
。
「
戦
友
愛
を
発
揮
し
一
心
同
体
と
な
っ
て
所
定
の
目
標
を
奪
取
す
る
」
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大

会
の
決
戦
場
に
お
い
て
は
、
自
衛
官
と
し
て
の
必
勝
の
信
念
を
堅
持
し
、
正
々
堂
々
最
後
の
瞬
間
ま
で
善
戦
敢
闘
し
て
入
賞
、
特
に
日
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

丸
を
揚
げ
、
国
民
お
よ
び
全
自
衛
隊
員
の
期
待
に
答
え
る
」
と
撤
を
と
ば
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
使
命
「
ウ
」
で
は
、
六
二
年
度
に
は
陸
幕
命
題
で
あ
る
体
育
教
範
類
の
編
纂
及
び
自
主
研
究
を
合
わ
せ
て
一
四
項
目
が
な
さ

れ
て
お
り
、
学
会
等
で
の
参
加
・
発
表
も
な
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
①
陸
上
幕
僚
長
特
命
事
項
の
研
究

　
　
・
陸
上
自
衛
隊
体
育
訓
練
基
準
の
研
究
　
・
陸
上
目
衛
隊
体
育
教
育
基
準
の
研
究

　
②
教
範
類
の
編
纂

　
　
・
陸
上
目
衛
隊
体
育
教
範
の
改
定
検
討
　
・
航
空
自
衛
隊
体
育
訓
練
教
範
編
纂
の
た
め
の
資
料
収
集

　
　
・
陸
上
自
衛
隊
銃
剣
格
闘
教
範
改
定
の
た
め
の
資
料
収
集

　
③
基
礎
研
究

　
　
（
全
般
研
究
）
　
・
陸
上
自
衛
官
体
力
の
現
況
分
析
　
・
陸
上
目
衛
官
と
国
民
の
体
力
比
較
　
・
米
軍
の
体
育
訓
練
　
・
ソ
連
の
体
育

　
　
　
　
訓
練
　
・
学
会
等
へ
の
参
加

　
　
（
特
定
研
究
）
　
・
陸
上
自
衛
隊
の
学
校
課
程
教
育
基
準
の
研
究
　
・
体
育
関
係
訓
練
基
準
等
の
研
究
　
．
格
闘
技
能
検
定
基
準
の
研

　
　
　
　
究
　
・
海
曹
等
体
育
特
技
者
昇
任
試
験
問
題
の
原
案
作
成

　
（
1
）
　
『
体
育
学
校
史
』
昭
和
三
九
年
度
、
自
衛
隊
体
育
学
校
、
九
三
頁
。

個
　
募
集
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第
二
次
集
合
教
育
で
は
第
一
次
の
被
教
育
者
の
大
部
分
、
陸
上
競
技
一
名
、
レ
ス
リ
ン
グ
一
五
名
、
ボ
ク
シ
ン
グ
一
八
名
、
重
量
挙
九
名
、

カ
ヌ
ー
二
一
名
、
合
計
一
三
九
名
中
か
ら
七
〇
名
の
候
補
者
を
厳
選
し
た
。
こ
う
し
て
六
二
年
四
月
二
七
日
、
選
抜
さ
れ
た
学
生
七
〇
名

を
も
っ
て
特
別
体
育
課
程
は
正
式
に
発
足
し
た
。
発
足
時
の
種
目
班
は
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
陸
上
競
技
班
（
教
官
二
名
、
学
生
一
〇

名
）
、
射
撃
班
（
四
、
　
一
八
）
、
近
代
五
種
班
（
一
、
　
一
〇
）
、
カ
ヌ
ー
班
（
二
、
　
一
〇
）
、
レ
ス
リ
ン
グ
班
（
一
、
　
八
）
、
ボ
ク
シ
ン

グ
班
（
一
、
　
九
）
、
重
量
挙
班
（
一
、
　
五
）
で
あ
っ
た
。

　
特
別
体
育
課
程
教
育
要
綱
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
標
に
六
二
年
四
月
一
日
に
制
定
さ
れ
た
。
教
育
の
期
間
は
三
年
間
、
訓
練
期
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
基
礎
訓
練
期
　
　
　
　
一
九
六
二
・
　
四
～
六
二
・
九

　
　
　
強
化
訓
練
期
　
　
　
　
｝
九
六
二
・
一
〇
～
六
三
・
九

　
　
　
仕
上
期
　
　
一
九
六
三
二
〇
～
六
四
・
六

　
特
別
体
育
課
程
教
育
要
綱
の
大
綱
を
受
け
て
教
育
実
施
要
綱
（
六
二
年
四
月
一
日
）
が
制
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
う
ち
の
教
育
課
目
表
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
精
神
教
育
　
　
二
％
　
　
　
　
学
科
（
体
育
理
論
等
）
　
　
三
％

　
　
　
体
育
実
技
　
二
五
％
　
　
　
　
専
門
実
技
　
　
　
　
　
　
五
〇
％

　
　
　
｝
般
業
務
　
一
〇
％
　
　
　
　
予
備
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
％

　
こ
う
し
て
、
六
四
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、
四
月
一
二
日
に
行
な
わ
れ
た
毎
日
マ
ラ
ソ
ン
で
円
谷
幸
吉
選
手
が
二
位
に
入
り
、
自
衛
隊
選

手
と
し
て
初
め
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手
に
選
考
さ
れ
た
。
そ
の
後
重
量
挙
の
三
宅
選
手
他
合
計
二
二
名
が
代
表
と
な
っ
た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
、
第
三
期
特
別
体
育
課
程
学
生
の
入
校
式
は
六
四
年
四
月
一
日
薄
明
の
時
刻
に
御
岳
山
山
頂
に
お
い
て
行
わ
れ
、
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・
〃
　
　
相
撲
場

・
六
一
六
隊
舎
（
旧
米
軍
P
X
）

・
駐
屯
地
柔
道
場
（
状
況
に
よ
り
施
設
団
、
特
大
隊
舎
）

施
設
不
足
、
不
備
の
点
は
い
う
ま
で
も
な
く

図5校長

副校長

企画室

第二教育課第一教育課総務課

機
械
運
動
（
鉄
棒
）

格
技
（
相
撲
）

屋
内
訓
練
場

銃
剣
格
闘
、
格
技
（
剣
道
）

　
　
　
　
　
　
　
　
徒
手
格
闘
、
格
技
（
柔
道
）

　
　
　
、
隣
接
米
軍
地
区
の
体
育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
借
用
し
た
。
し
か
し
水
泳
、
そ
し
て
ス

キ
ー
は
部
外
施
設
に
依
存
し
た
。

　
二
年
度
以
降
は
、
教
育
課
が
分
割
し
た
（
図
5
）
。
こ
の
う
ち
、
第
一
教
育
課
は
先
の
使
命

「
ア
」
の
自
衛
隊
の
体
育
教
官
の
養
成
課
程
で
あ
り
、
　
一
般
体
育
課
程
一
六
コ
ー
ス
、
三
六
〇
名

が
教
育
を
受
け
た
。
こ
こ
で
の
教
育
内
容
に
つ
い
て
は
、
素
養
テ
ス
ト
と
し
て
「
銃
剣
道
、
剣
道
、

柔
道
、
空
手
」
「
銃
剣
格
闘
、
徒
手
格
闘
」
そ
し
て
「
ラ
イ
フ
ル
、
カ
ー
ビ
ン
、
ピ
ス
ト
ル
、
B

A
R
」
等
で
あ
る
。

　
そ
し
て
第
二
教
育
課
が
特
別
体
育
課
程
、
つ
ま
り
使
命
の
「
イ
」
国
際
級
選
手
の
養
成
コ
ー
ス

で
あ
る
。
六
二
年
一
月
三
〇
日
か
ら
三
月
三
〇
日
ま
で
の
第
一
次
の
集
合
教
育
で
は
陸
上
競
技
二

〇
名
、
射
撃
二
七
名
、
近
代
五
種
競
技
一
三
名
、
レ
ス
リ
ン
グ
四
名
、
ボ
ク
シ
ン
グ
五
名
、
重
量

挙
六
名
と
陸
海
空
三
自
衛
隊
か
ら
選
抜
さ
れ
た
七
五
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
教
官
の
指
導
の
も
と
に
特

別
体
育
課
程
候
補
者
と
し
て
訓
練
を
受
け
た
。
ま
た
同
年
三
月
二
四
日
か
ら
四
月
一
三
日
ま
で
の
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育
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
う
」
と
し
て
い
る
が
、
六
二
年
度
を
迎
え
る
や
い
な
や
、
「
特
別
体
育
課
程
教
育
訓
練
の
開
始
に
伴
い
、
選

抜
さ
れ
た
学
生
に
対
し
部
隊
等
に
お
け
る
体
育
指
導
に
必
要
な
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
さ
せ
る
新
任
務
が
加
え
ら
れ
、
こ
れ
が

三
七
年
度
に
お
け
る
学
校
使
命
達
成
の
た
め
の
主
要
な
地
位
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
」

　
こ
れ
を
分
節
化
す
る
と
、

　
ア
　
目
衛
隊
に
お
け
る
体
育
指
導
者
の
養
成

　
イ
　
国
際
級
選
手
の
養
成

　
ウ
　
体
育
に
関
す
る
調
査
研
究

の
三
者
に
な
る
が
、
「
こ
の
う
ち
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
連
す
る
面
が
大
き
く
、
自
衛
隊
の
内
外
の
注
目
を
浴
び
て
い
る
こ
と
は
諸
官
承
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
他
の
学
校
等
と
異
な
っ
た
特
別
な
使
命
を
持
っ
て
お
り
、
非
常
な
責
任
を
感
じ
て
い
る
次
等
で
あ
る
。
」

　
（
1
）
　
「
学
校
長
．
陸
将
補
・
佐
野
常
光
の
訓
話
」
『
体
育
学
校
史
』
昭
和
三
六
、
三
七
年
度
、
九
頁
。

（100）

　
c
体
育
学
校
の
機
構

　
初
年
度
は
一
般
体
育
課
程
一
四
コ
ー
ス
、
集
合
教
育
コ
ー
ス
一
コ
ー
ス
、
六
二
年
二
月
か
ら
要
員
選
抜
の
た
め
に
開
始
さ
れ
た
特
別
体

育
課
程
ニ
コ
ー
ス
そ
の
他
、
持
久
走
要
員
教
育
等
で
あ
り
、
そ
の
数
は
六
百
余
名
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
当
時
の
施
設
状
況
は
次
の
よ
う
な

実
情
で
あ
っ
た
。

　
．
駐
屯
地
共
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
球
技
（
ラ
グ
ビ
i
、
サ
ッ
カ
ー
）

　
．
〃
　
　
三
〇
〇
米
ト
ラ
ッ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陸
上
競
技
、
球
技
（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

　
．
〃
　
　
球
技
コ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
球
技
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
バ
レ
ー
各
二
面
）
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図4　防衛庁・自衛隊組織図 内　　　　　　　閣
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図4　防衛庁・自衛隊組織図

（海上自衛隊の部隊及び機関）隊及ぴ機関）
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ド
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ン
3
0

　
　
　
　
　
　
ハ
ー

　
　
　
　
　
　
衛
、

　
　
　
　
　
　
防
版

　
　
　
　
　
　
ゴ
断

　
　
　
　
　
　
羅

学
　
　
　
　
　
　
　
校

そ
の
他
の
長
官
直
轄
部
隊

練
　
　
習
　
　
艦
　
　
隊

教
育
航
空
集
団

地
　
　
　
方
　
　
　
隊

　
そ
の
他
の
直
轄
部
隊

自護航潜掃
衛

艦衛空水海
隊

指艦集艦隊
令

部隊団隊群

∞∞

　
⑧
　
経
過
・
機
構
組
織

　
a
防
衛
庁
の
機
構
と
体
育
学
校

　
自
衛
隊
体
育
学
校
は
三
目
衛
隊
の
共
同

機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
が
、
防
衛
庁
．

自
衛
隊
の
全
体
の
機
構
は
、
図
4
の
よ
う

で
あ
る
。
共
同
機
関
と
は
、
他
に
中
央
と

地
方
の
病
院
と
隊
員
募
集
機
関
で
あ
る
地

方
連
絡
部
が
あ
る
。
陸
・
海
・
空
の
そ
れ

ぞ
れ
に
軍
人
養
成
学
校
を
有
し
て
い
る
。

ま
た
防
衛
大
学
校
や
防
衛
医
科
大
学
校
、

防
衛
研
究
所
な
ど
は
機
構
を
異
に
す
る
。

　
b
体
育
学
校
の
使
命

　
一
九
六
一
年
度
に
お
い
て
は
、
「
陸
海

空
各
部
隊
等
か
ら
選
抜
さ
れ
た
学
生
に
対

し
、
部
隊
等
に
お
け
る
体
育
指
導
に
必
要

な
基
本
的
知
識
及
び
技
能
を
修
得
さ
せ
る

た
め
の
教
育
訓
練
を
行
う
と
と
も
に
、
体
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防衛施設庁長官

技術審議官長次

防
衛
施
設
中
央
審
議
会

　　　　　内部部局

総務部施設部建設部労務部

公
　
正
　
審
　
査
　
会

自
衛
隊
離
職
者
就
職
審
査
会

調
　
達
　
実
施
　
本
　
部

技
術
研
究
本
部

防
　
衛
　
研
　
究
　
所

防
衛
庁
医
学
大
学
校

防
　
衛
　
大
　
学
　
校

航空幕僚長
航空幕僚監部

（航空自衛隊の部隊及ぴ機関）　（共同機関）

　
　
　
面

　　　自自自自
　　衛衛衛衛「

補隊隊蝿
　　体中地　　　　　方
給　育央区連
　　学病病絡
処　 校院院部

隊総空航

航航航そ学補
　　允の
空空工他
　　開の　給
支教発長
援育実官
　　験直　本
集集韓
団団団隊校部

そ
の
他
の
直
轄
部
隊

航
空
混
成
団

航
空
方
面
隊

航
空
総
隊
指
令
部

度
の
も
の
で
あ
っ
た
。
既
に
国
民
体
育
大

会
に
は
自
衛
官
が
各
出
身
地
の
代
表
と
し

て
出
場
し
、
一
定
の
成
績
を
収
め
て
い
た

こ
と
、
そ
し
て
国
際
的
に
み
れ
ば
各
国
選

手
の
中
に
軍
人
も
一
定
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
自
衛
隊
に
お
い
て
も
「
試
行

的
」
に
為
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
に
体
育
学
校
が

閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い

う
危
惧
が
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
か
ら
揃
っ
て

出
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
す
る
防
衛
庁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

高
官
か
ら
の
返
答
も
曖
昧
で
あ
っ
た
。

　
（
1
）
　
『
朝
雲
』
一
九
六
一
年
一
月
五
日
付
、

　
　
体
協
専
務
理
事
・
田
畑
政
治
発
言
。

　
（
2
）
　
『
朝
雲
』
一
九
六
一
年
六
月
二
二
日

　
　
付
。

　
（
3
）
　
「
座
談
会
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
隊
員

　
　
選
手
」
「
朝
雲
』
一
九
六
四
年
七
月
一
六
、

　
　
二
三
日
付
。
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新
た
な
特
別
課
程
と
し
て
の
選
手
養
成
機
能
で
あ
る
。
（
後
に
選
手
募
集
と
い
う
第
三
の
機
能
が
加
っ
た
。
）

　
a
体
育
教
官
養
成
の
経
過

　
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
は
一
九
五
三
年
か
ら
久
留
米
の
普
通
科
学
校
、
次
い
で
富
士
学
校
、
引
き
続
き
久
里
浜
の
通
信
学
校
に
お
い
て
、

海
上
自
衛
隊
は
五
八
年
か
ら
江
田
島
の
第
一
術
科
学
校
で
、
ま
た
航
空
自
衛
隊
は
五
六
年
か
ら
陸
上
自
衛
隊
通
信
学
校
に
委
託
し
て
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ぞ
れ
の
体
育
教
官
の
養
成
を
行
っ
て
い
た
。
当
時
、
体
育
教
官
の
数
は
幹
部
三
百
名
、
曹
四
百
名
で
、
必
要
と
す
る
千
名
、
千
六
百
名
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

は
ほ
と
ん
ど
遠
く
、
自
衛
隊
体
育
の
向
上
に
と
っ
て
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
早
晩
、
体
育
教
官
養
成
対
策
が
必
要

と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
『
体
育
学
校
史
』
昭
和
三
六
二
二
七
年
度
、
自
衛
隊
体
育
学
校
、
一
頁
。

　
（
2
）
　
『
朝
雲
』
一
九
六
一
年
六
月
二
二
日
付
。

「スポーッ基本法」の研究（H）

　
b
自
衛
官
選
手
養
成

　
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
の
選
手
不
足
に
と
っ
て
、
若
い
世
代
を
擁
し
日
常
的
に
厳
し
い
訓
練
を
し
基
本
訓
練
が
で
き
て
い
る
自
衛
隊
に
対

す
る
日
本
体
育
協
会
の
期
待
に
は
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
も
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
決
定
に
よ
り
、
射
撃
を
は
じ
め
と
す
る

幾
つ
か
の
種
目
で
は
、
日
常
訓
練
と
の
結
合
に
お
い
て
積
極
的
な
選
手
養
成
が
推
奨
さ
れ
て
い
た
。
と
同
時
に
、
自
衛
隊
の
持
つ
豊
富
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

施
設
を
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ
う
期
待
し
て
い
た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
背
景
と
し
な
が
ら
、
体
育
学
校
は
上
記
の
二
つ
の
機
能
を
も
っ
て
発
足
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
旧
陸
軍
の
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

山
学
校
の
構
想
に
よ
り
生
ま
れ
た
」
も
の
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
特
別
課
程
と
し
て
の
国
際
級
選
手
養
成
の
方
は
情
勢
に
押
さ
れ
て
設
立

し
た
が
、
未
だ
将
来
像
は
明
確
で
な
く
、
そ
の
存
亡
に
つ
い
て
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
果
を
踏
ま
え
て
再
度
検
討
の
対
象
と
す
る
程
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特
に
自
衛
隊
体
育
学
校
は
ま
さ
に
そ
の
両
者
を
意
図
し
て
創
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
「
目
衛
隊
精

神
」
「
自
衛
隊
魂
」
が
強
調
さ
れ
、
二
〇
数
万
の
隊
員
の
士
気
高
揚
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
。

　
b
隊
外
　
目
衛
隊
の
宣
伝

　
隊
外
へ
の
影
響
と
い
う
点
で
は
二
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
第
一
は
自
衛
隊
員
の
選
手
と
し
て
の
参
加
で
あ
り
、
上
位
成
績
を
収

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
衛
隊
の
名
声
を
高
め
、
自
衛
隊
ア
レ
ル
ギ
ー
の
除
去
に
貢
献
す
る
こ
と
。
第
二
は
競
技
会
等
の
運
営
に
参
加
し
、

裏
方
と
し
て
「
奉
仕
」
し
な
が
ら
、
同
様
の
効
果
を
収
め
る
も
の
で
あ
る
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
自
衛
隊
に
と
っ
て
、
こ
の
両
者
を
同

時
に
達
成
し
得
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
特
に
前
者
つ
ま
り
選
手
と
し
て
の
参
加
の
た
め
に
体
育
学
校
は
作
ら
れ
た
。
未
だ
ア
マ
チ
ュ
ア

リ
ズ
ム
擁
護
の
風
潮
が
強
く
、
社
会
主
義
国
の
「
ス
テ
ー
ト
・
ア
マ
チ
ュ
ア
」
を
強
く
批
判
す
る
一
方
で
、
完
全
な
国
家
（
軍
隊
）
援
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

に
よ
る
ス
テ
ー
ト
．
ア
マ
チ
ュ
ア
と
し
て
誕
生
し
た
。

　
（
1
）
　
上
記
以
外
の
、
自
衛
隊
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
位
置
付
と
し
て
は
一
九
六
六
年
に
自
治
体
の
「
自
衛
隊
適
格
者
名
簿
」
作
成
が
暴
露
さ
れ
、
こ
の

　
　
名
簿
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
の
結
果
が
記
載
さ
れ
て
い
た
例
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
（
三
好
博
「
学
校
体
育
と
『
体
力

　
　
づ
く
り
』
」
「
文
化
評
論
』
第
一
四
三
号
、
一
九
七
三
年
六
月
、
三
五
頁
）
。
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3
　
自
衛
隊
体
育
学
校

　
ω
　
創
立
と
背
景

　
目
衛
隊
体
育
学
校
は
一
九
六
一
年
七
月
一
七
日
の
目
衛
隊
法
施
行
令
第
四
九
条
に
も
と
づ
く
「
自
衛
隊
体
育
学
校
」
の
編
成
に
関
す
る

防
衛
庁
訓
令
に
拠
り
、
八
月
一
日
付
で
、
陸
海
空
の
三
自
衛
隊
の
共
同
機
関
と
し
て
陸
上
自
衛
隊
朝
霞
駐
屯
地
内
に
創
立
さ
れ
た
。
こ
の

体
育
学
校
に
は
当
初
大
き
く
は
二
つ
の
機
能
が
あ
っ
た
。
そ
れ
以
前
か
ら
存
在
し
た
体
育
教
官
の
養
成
と
し
て
の
機
能
で
あ
り
、
そ
れ
に



「スポーッ基本法」の研究（H）

　
2
　
自
衛
隊
と
ス
ポ
ー
ツ

　
以
上
の
よ
う
な
背
景
の
下
で
、
一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
迎
え
ら
れ
た
。
自
衛
隊
に
と
っ
て
も
ま
さ
に
千
載
一
遇
の
チ
ャ

ン
ス
で
あ
っ
た
。

　
ω
　
隊
員
の
訓
練
、
娯
楽
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ

　
a
隊
員
の
娯
楽
と
し
て
の
ス
ポ
：
ッ
（
諸
大
会
）

　
お
よ
そ
現
代
社
会
の
い
か
な
る
組
織
と
い
え
ど
も
、
ス
ポ
ー
ツ
を
組
織
内
の
娯
楽
と
し
て
活
用
し
な
い
も
の
は
な
い
。
ま
し
て
や
、
国

民
か
ら
は
白
眼
視
さ
れ
、
し
か
も
日
常
的
に
厳
し
い
訓
練
と
上
意
下
達
の
軍
隊
組
織
に
あ
っ
て
は
、
隊
員
の
欝
憤
も
ま
た
蓄
積
す
る
の
で

あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
は
隊
内
試
合
と
し
て
も
活
発
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
軍
隊
と
し
て
の
格
闘
訓
練
か
ら

遠
い
種
目
は
敬
遠
さ
れ
て
き
た
。

　
b
隊
員
の
訓
練
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ

　
ま
た
、
日
常
的
な
隊
員
の
訓
練
、
な
い
し
教
育
に
お
い
て
も
ス
ポ
ー
ツ
は
活
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
そ
れ
ら
を
指
導
す
る
体
育

教
官
は
、
陸
上
自
衛
隊
久
里
浜
の
通
信
学
校
体
育
教
育
課
程
で
養
成
さ
れ
て
き
た
。
海
空
自
衛
隊
は
そ
こ
に
教
育
を
委
託
し
て
き
た
。

　
し
か
し
こ
こ
で
の
教
官
養
成
は
、
体
育
の
履
修
に
お
い
て
も
単
に
ス
ポ
ー
ツ
そ
れ
目
体
を
習
い
、
教
え
る
よ
り
も
「
軍
事
的
体
操
」
と

し
て
、
軍
事
訓
練
へ
の
手
段
と
し
て
の
内
容
で
あ
る
。

　
図
　
広
報
活
動
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ

　
a
隊
内
　
隊
員
の
士
気
高
揚

　
広
報
と
は
主
に
外
部
へ
向
け
て
の
活
動
を
意
味
す
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
っ
て
は
、
隊
内
・
隊
外
の
両
者
へ
の
効
果
が
一
体
で
あ
り
、

（95）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

心
が
ま
え
」
が
一
九
六
一
年
六
月
二
八
日
に
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
先
の
六
〇
年
安
保
直
後
の
、
自
衛
隊
の
広
報
活
動
重
視
策
に
対
応
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
「
目
衛
官
の
精
神
の
基
盤
と
な
る
も
の
は
健
全
な
国
民
精
神
で
あ
る
。
わ
け
て
も
自
己
を
高
め
、
人
を
愛
し
、
民
族
と
祖
国
を
お
も
う

心
は
、
正
し
い
民
族
愛
、
祖
国
愛
と
し
て
つ
ね
に
自
衛
官
の
精
神
の
基
調
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
し
て
、
「
一
、
使
命
の
自
覚
　
二
、

個
人
の
充
実
　
三
、
責
任
の
遂
行
　
四
、
規
律
の
厳
守
　
五
、
団
結
の
強
化
」
を
謳
っ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
抽
象
的
過
ぎ
て
、
何
を

意
図
し
て
い
る
か
分
か
り
に
く
い
が
、
先
の
自
衛
隊
の
基
本
的
性
格
と
重
ね
合
わ
せ
れ
ば
、
そ
の
趣
旨
は
明
確
と
な
ろ
う
。
当
時
、
高
度

経
済
成
長
の
な
か
で
、
日
本
人
の
大
国
意
識
の
強
調
、
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
強
調
さ
れ
は
じ
め
、
そ
れ
は
「
期
待
さ

れ
る
人
間
像
」
（
一
九
六
六
年
）
と
し
て
、
財
界
、
政
界
の
理
念
が
結
実
さ
れ
る
が
、
こ
の
「
目
衛
官
の
心
が
ま
え
」
は
、
期
待
さ
れ
る

軍
人
像
で
あ
っ
た
。

　
一
九
六
三
年
の
国
民
体
育
大
会
（
大
分
）
で
は
戦
後
初
め
て
天
皇
が
自
衛
隊
施
設
（
湯
布
院
駐
屯
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ホ
ッ
ケ
ー
場
）
に

入
り
、
競
技
を
参
観
し
た
。
ま
た
そ
の
翌
年
の
九
月
、
つ
ま
り
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
直
前
に
、
防
衛
庁
幹
部
は
皇
居
仮
宮
殿
北
の

間
で
拝
謁
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
天
皇
は
、
機
会
あ
る
ご
と
に
自
衛
隊
の
「
と
列
奉
迎
」
を
受
け
る
。
こ
う
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
「
国
民

の
目
衛
隊
」
か
ら
「
天
皇
の
自
衛
隊
」
へ
と
大
き
く
そ
の
性
格
を
顕
在
化
さ
せ
て
行
く
。

　
ま
た
、
六
四
年
一
〇
月
か
ら
は
殉
職
隊
員
の
慰
霊
も
行
わ
れ
は
じ
め
、
「
天
皇
奉
迎
」
「
皇
国
史
観
」
を
含
め
て
殉
職
隊
員
の
”
軍
神
”

化
、
”
準
英
霊
化
”
（
靖
国
神
社
合
祀
）
が
な
さ
れ
、
儀
式
に
追
悼
式
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
「
殉
職
者
慰
霊
、
さ
ら
に
は
殉
職
者
遺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

族
援
護
も
、
そ
れ
自
体
が
目
的
な
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
士
気
高
揚
に
主
た
る
ね
ら
い
が
あ
る
」
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
『
防
衛
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
平
成
2
年
版
、
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
九
〇
年
、
一
九
二
頁
。

　
（
2
）
　
林
茂
夫
『
最
新
自
衛
隊
学
入
門
』
二
六
頁
。

（94）



「スポーッ基本法」の研究（H）

為
の
一
形
態
で
あ
る
こ
と
が
明
白
と
な
る
。

　
　
「
自
衛
隊
の
広
報
の
目
的
は
、
国
民
を
自
衛
隊
に
協
力
さ
せ
る
こ
と
、
軍
国
主
義
体
制
の
確
立
に
向
け
て
総
動
員
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
そ
し
て
、
災
害
救
助
・
土
木
工
事
か
ら
音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
に
い
た
る
す
べ
て
の
広
報
活
動
は
、
自
衛
隊
に
と
っ
て
そ
の
こ
と
自
体
が
目

　
的
な
の
で
は
な
く
、
単
な
る
手
段
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
な
の
に
自
衛
隊
は
、
本
来
そ
れ
を
任
務
と
す
る
行
政
機
関
が
あ
り
な
が
ら
、
大

　
企
業
と
軍
事
優
先
の
自
民
党
政
治
の
結
果
と
し
て
放
置
し
て
き
た
諸
施
設
を
、
”
肥
大
化
”
し
た
軍
事
力
の
“
余
力
”
で
代
行
す
る
効

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
果
を
計
算
し
て
、
お
の
れ
の
P
R
手
段
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
」

　
（
1
）
　
こ
の
七
月
、
内
閣
総
理
大
臣
官
房
広
報
室
も
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
秋
、
陸
上
自
衛
隊
は
「
治
安
行
動
草
案
」
を
作
成
し
、
警
察
力
を
比
と

　
　
し
な
い
治
安
出
動
計
画
を
立
て
て
い
る
（
朝
日
新
聞
社
編
『
自
衛
隊
』
六
五
頁
）
。

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）秋

（
7
）

（
8
）

林
茂
夫
『
自
衛
隊
』
汐
文
社
、
一
九
六
七
年
、
二
三
頁
。

『
自
衛
隊
』
朝
日
新
聞
社
、
二
三
一
二
頁
。

資
料
は
『
自
衛
隊
の
”
祭
り
浸
透
作
戦
”
』
民
族
芸
術
研
究
所
、
一
九
八
一
年
。

草
地
貞
吾
『
自
衛
隊
史
－
日
本
防
衛
の
歩
み
と
進
路
1
』
日
本
防
衛
調
査
協
会
、
一
九
八
O
年
、
二
八
一
頁
。

「
地
方
部
外
者
に
対
す
る
自
衛
隊
の
在
り
方
」
松
戸
駐
屯
地
部
隊
創
設
｝
一
年
記
念
式
典
に
お
け
る
国
野
駐
屯
地
指
令
の
訓
示
、

（
林
茂
夫
『
最
新
自
衛
隊
学
入
門
』
八
六
頁
）
。

『
自
衛
隊
の
”
祭
り
浸
透
作
戦
”
』
民
族
芸
術
研
究
所
、
一
九
八
一
年
。

林
茂
夫
『
最
新
自
衛
隊
学
入
門
』
二
月
社
、
一
九
七
九
年
、
一
〇
八
頁
。

c
隊
員
の
士
気
高
揚
策

こ
う
し
た
広
報
活
動
の
一
方
で
、

｝
九
六
三
年

「
日
陰
者
」
と
し
て
の
圧
力
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
使
命
を
遂
行
さ
せ
る
た
め
に
、
「
自
衛
隊
の
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持
層
の
拡
大
を
図
り
、
防
衛
基
盤
を
確
立
す
る
」
た
め
に
、
「
従
来
の
『
隊
務
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
施
策
を
行
う
』
と
い
う
思
考
を
転

換
し
、
『
隊
務
の
一
環
』
と
し
て
計
画
的
、
積
極
的
に
施
策
を
遂
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
強
調
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
国
民
施

策
は
、
究
極
す
る
と
こ
ろ
、
平
時
に
お
け
る
存
在
の
戦
い
で
あ
る
」
。

　
こ
の
様
な
強
固
な
意
図
の
も
と
に
、
ス
ポ
ー
ッ
を
は
じ
め
と
す
る
諸
々
の
分
野
で
広
報
活
動
が
な
さ
れ
る
が
、
「
今
後
目
衛
隊
に
協
力

を
期
待
で
き
る
団
体
等
、
並
び
に
今
後
協
力
を
期
待
で
き
な
い
団
体
等
と
判
断
さ
れ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
れ
か
。
」
等
を
逐
一
把
握

す
る
、
つ
ま
り
ス
パ
イ
行
為
の
日
常
化
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
広
報
活
動
は
さ
ら
に
重
要
視
さ
れ
て
行
く
。

　
同
年
駐
屯
地
開
放
策
を
と
り
、
豊
富
な
自
衛
隊
の
施
設
が
地
域
住
民
に
「
開
放
」
さ
れ
、
基
地
周
辺
地
域
と
の
交
流
が
図
ら
れ
る
。
さ

ら
に
七
七
年
以
降
に
は
「
夏
休
み
自
衛
隊
ち
び
っ
子
・
ヤ
ン
グ
大
会
」
も
開
催
さ
れ
、
対
象
は
子
ど
も
に
ま
で
広
げ
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
自
衛
隊
の
こ
う
し
た
民
生
協
力
、
広
報
活
動
は
い
っ
た
い
ど
の
様
な
性
格
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
民
生
協
力
は
、
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

く
ま
で
も
目
衛
隊
の
余
技
で
あ
り
、
奉
仕
に
す
ぎ
な
い
。
本
務
は
防
衛
で
あ
る
」
と
す
る
内
部
的
意
見
が
あ
り
、
そ
う
し
た
諸
活
動
が
、

自
衛
隊
の
本
質
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
余
技
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
住
民
と
直
接
に
接
す
る
駐
屯
地
レ
ベ
ル
で
は
次
の
様
に
捉
え
ら

れ
て
い
る
。

　
　
「
音
楽
隊
の
演
奏
か
ら
地
域
社
会
の
各
種
記
念
行
事
へ
の
協
力
、
各
種
土
木
工
事
、
災
害
派
遣
な
ど
、
自
衛
隊
の
各
種
の
多
彩
な

　
サ
ー
ビ
ス
活
動
は
、
す
べ
て
『
自
衛
隊
の
支
持
者
を
増
加
し
、
反
対
勢
力
に
打
撃
を
与
え
る
戦
闘
行
為
』
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て

　
（
6
）

　
い
る
」

　
こ
う
し
た
活
動
の
一
環
に
、
全
国
各
地
の
祭
り
へ
の
浸
透
作
戦
も
活
発
で
あ
り
、
全
国
の
主
要
な
祭
り
に
は
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど

　
　
　
　
　
　
（
7
）

に
参
加
を
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
活
動
を
自
衛
隊
の
基
本
性
格
と
結
合
し
て
見
る
と
き
、
そ
れ
ら
は
単
な
る
余
技
、
奉
仕
で
は
な
く
、
現
状
で
の
戦
闘
行
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「スポーッ基本法」の研究（H）

　
・
体
験
飛
行
・
乗
艦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
九
〇
、
一
一
九
人

　
・
音
楽
隊
出
演
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
、
一
四
五
回

　
・
協
力
行
事
（
ス
ポ
ー
ッ
支
援
・
防
衛
博
覧
会
な
ど
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
六
回

　
・
映
画
・
ス
ラ
イ
ド
作
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五
本

　
・
同
上
映
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
、
五
八
一
回

　
・
広
報
用
雑
誌
・
新
聞
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行
お
よ
び
買
い
上
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
五
種

　
・
部
外
土
木
工
事
受
託
（
校
庭
整
地
な
ど
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
三
件
一
九
三
、
五
〇
〇
万
円

　
・
爆
発
物
処
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
二
四
九
件

　
・
患
者
輸
送
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
件

　
・
災
害
派
遣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
〇
件
一
二
四
、
一
五
〇
人

　
・
援
農
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
べ
五
八
、
八
六
九
人

　
他
に
飛
行
・
降
下
シ
ョ
ー
、
巡
回
診
療
、
防
疫
支
援
、
人
工
降
雨
、
防
霜
発
煙
、
観
光
ま
つ
り
支
援
等
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
っ
て
部

隊
の
戦
力
維
持
に
必
要
な
戦
技
訓
練
時
間
の
三
〇
％
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
一
九
七
三
年
九
月
七
日
の
札
幌
地
裁
に
お
け
る
「
長
沼
ナ
イ
キ
基
地
訴
訟
」
で
の
自
衛
隊
違
憲
判
決
は
、
「
日
陰
者
」
と
し
て
の
自
衛

隊
に
と
っ
て
、
再
び
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
判
決
で
あ
り
、
隊
内
に
お
け
る
動
揺
は
大
き
か
っ
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
「
国
民
の
理
解
と
信

頼
を
得
る
た
め
の
施
策
推
進
要
項
」
（
国
民
施
策
）
が
そ
の
二
一
月
一
〇
日
に
陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
総
監
の
通
達
と
し
て
出
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

こ
れ
は
そ
の
後
の
広
報
活
動
の
典
型
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
国
民
の
自
衛
隊
と
し
て
、
そ
の
理
解
と
信
頼
を
得
る
た
め
の
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
、
多
く
の
協
力
者
、
理
解
者
を
獲
得
し
、
支
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イ
　
広
報
活
動
用
印
刷
物
な
ど
の
作
成
及
び
配
布
に
関
す
る
こ
と
。

　
ウ
　
広
報
活
動
用
映
画
の
製
作
及
び
配
布
に
関
す
る
こ
と
。

　
工
　
部
隊
ま
た
は
施
設
の
公
開
、
装
備
品
の
展
示
、
音
楽
隊
の
演
奏
、
艦
艇
又
は
航
空
機
の
公
開
又
は
体
験
と
う
乗
、
各
種
集
会
の
開

　
　
催
そ
の
他
諸
行
事
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

　
オ
　
見
学
者
の
招
待
に
関
す
る
こ
と
。

　
力
　
防
衛
庁
に
対
す
る
世
論
、
意
見
、
要
望
等
の
調
査
及
び
広
報
活
動
の
測
定
に
関
す
る
こ
と
。

　
「
安
保
騒
動
」
を
経
験
し
て
、
特
に
報
道
機
関
へ
の
対
策
が
重
視
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
訓
令
を
受
け
て
、
「
陸
上
自
衛
隊
の
広
報
活
動
に

関
す
る
達
」
（
六
二
年
五
月
九
日
）
が
出
さ
れ
た
。
内
容
は
よ
り
詳
細
に
な
り
、
活
動
上
の
注
意
も
「
秘
密
保
全
を
含
む
事
前
の
調
整
及

び
準
備
を
周
到
に
し
、
か
つ
、
実
施
の
時
期
を
適
切
に
す
る
」
等
、
よ
り
実
践
的
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
四
　
　
　
　
　
　
一
九
六
五
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
六

　
一
般
広
報
費
　
　
一
〇
一
（
一
〇
〇
）
　
　
　
一
四
八
（
一
四
七
）
　
　
　
一
九
三
（
｝
九
一
）

　
募
集
経
費
　
二
二
四
（
一
〇
〇
）
　
　
三
〇
〇
（
二
一
西
）
　
　
三
七
〇
（
一
六
五
）

　
（
数
字
は
百
万
円
、
六
六
年
の
み
当
初
予
算
、
他
は
実
績
。
（
　
）
内
数
字
は
一
九
六
四
年
を
一
〇
〇
と
し
た
と
き
の
比
率

　
さ
て
こ
の
直
後
の
時
期
つ
ま
り
後
述
す
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
辺
り
の
、
防
衛
庁
に
お
け
る
一
般
広
報
費
及
び
募
集
経
費
は
表
の
よ
う

　
　
　
　
　
（
2
）

に
急
増
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
そ
し
て
一
九
六
六
年
度
広
報
活
動
の
実
態
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
．
部
隊
・
演
習
見
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
二
五
、
一
二
〇
人

　
．
体
験
入
隊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
、
八
三
二
人
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一
九
五
七
年
に
「
愛
さ
れ
る
自
衛
隊
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
「
隊
力
投
入
募
集
」
（
音
楽
隊
演
奏
か
ら
隊
内
見
学
、
部
外
工
事
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

を
大
々
的
に
展
開
し
、
自
衛
隊
父
母
会
、
隊
友
会
等
の
組
織
化
に
着
手
し
た
。
そ
し
て
、
自
治
体
な
ど
に
窓
口
を
置
い
た
り
、
モ
デ
ル
市

町
村
を
設
け
た
り
、
地
域
の
協
力
会
等
を
通
じ
て
の
「
組
織
募
集
」
は
「
三
矢
作
戦
」
辺
り
か
ら
強
化
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
と
い

う
の
も
「
三
矢
作
戦
」
や
「
ブ
ル
ラ
ン
作
戦
」
等
で
は
多
数
の
戦
死
者
を
想
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
自
衛
隊
の
現
状
と
に
は
大
き
く
掛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

け
離
れ
た
隊
員
補
充
の
実
態
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
募
集
は
、
「
街
頭
こ
そ
自
衛
隊
の
今
日
た
だ
い
ま
の
主
戦
場
」
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
た
。

　
そ
し
て
第
四
は
、
国
民
の
防
衛
意
識
の
高
揚
、
自
衛
隊
承
認
へ
の
基
盤
作
り
が
差
し
迫
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
『
自
衛
隊
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
八
年
、
一
九
五
頁
。

　
（
2
）
　
林
茂
夫
『
最
新
自
衛
隊
学
入
門
』
二
月
社
、
一
九
七
九
年
、
九
六
頁
。

　
（
3
）
　
（
1
）
の
二
三
五
頁
。

「スポーッ基本法」の研究（且）

　
b
国
民
へ
の
浸
透
作
戦

　
目
衛
隊
の
対
国
外
機
能
は
防
衛
で
あ
る
が
、
そ
の
対
国
内
機
能
は
第
一
に
国
内
治
安
維
持
、
第
二
に
民
生
協
力
（
災
害
派
遣
、
部
外
工

事
、
部
外
協
力
）
、
第
三
に
体
験
入
隊
な
ど
の
社
会
教
育
で
あ
る
。
日
常
的
に
は
、
第
二
と
第
三
が
強
調
さ
れ
て
第
一
を
隠
蔽
し
、
国
民

へ
の
浸
透
策
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
改
定
安
保
自
然
成
立
の
六
日
後
の
六
〇
年
七
月
二
九
日
、
防
衛
庁
は
「
防
衛
庁
の
広
報
活
動
に
関
す
る
訓
令
」
を
発
表
し
た
。
こ
こ
で

の
活
動
内
容
は
自
主
的
広
報
活
動
と
協
力
的
広
報
活
動
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
の
う
ち
前
者
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
ア
　
報
道
機
関
に
対
す
る
広
報
活
動
に
関
す
る
こ
と
。
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の
自
発
性
と
愛
国
心
を
喚
起
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
当
然
に
し
て
仮
想
敵
と
し
て
の
社
会
主
義
国
、
反
共
を
そ
の
矛
先
と
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
逆
に
権
力
へ
の
忠
誠
と
反
共
の
憎
悪
以
外
に
こ
の
軍
隊
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
支
柱
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
目
衛
隊
の
発
足
以

来
、
隊
員
の
士
気
高
揚
は
兵
器
の
近
代
化
等
と
と
も
に
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
こ
そ
「
広
報
活
動
」
が

重
視
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
藤
原
彰
『
戦
後
史
と
日
本
軍
国
主
義
』
新
日
本
出
版
社
、
一
九
八
二
年
、
一
五
頁
～
。

　
（
2
）
　
『
自
衛
隊
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
八
年
、
六
四
頁
。

　
（
3
）
　
藤
原
彰
、
同
前
、
三
八
頁
。
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㈹
　
広
報
活
動

　
a
背
景

　
自
衛
隊
の
国
民
へ
の
浸
透
、
隊
員
の
士
気
高
揚
は
相
互
に
関
わ
り
な
が
ら
、
隊
内
外
へ
向
け
た
広
報
活
動
の
中
心
的
な
位
置
を
占
め
る
。

特
に
一
九
六
〇
年
六
月
の
日
米
安
全
保
障
条
約
の
改
定
を
機
と
し
て
、
広
報
活
動
は
量
と
質
を
強
化
す
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
次
の
も
の

が
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
第
一
は
安
保
反
対
の
国
民
運
動
の
高
ま
り
に
、
政
府
、
与
党
、
財
界
、
そ
し
て
自
衛
隊
等
が
深
刻
な
危
機
感
を
持
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

　
第
二
は
、
条
約
改
定
に
よ
り
、
自
衛
隊
が
日
米
共
同
作
戦
に
組
み
込
ま
れ
、
更
に
六
〇
年
代
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
深
刻
化
の
中
で
、
自

衛
隊
派
兵
の
必
要
性
が
強
く
要
請
さ
れ
た
こ
と
。

　
第
三
は
、
自
衛
隊
の
募
集
の
不
補
充
が
放
置
で
き
な
い
事
態
に
至
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
先
述
の
基
本
的
性
格
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

民
か
ら
の
冷
視
は
隊
員
募
集
に
お
け
る
慢
性
的
な
定
員
割
れ
を
起
こ
し
て
お
り
、
定
員
の
常
時
八
O
％
レ
ベ
ル
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
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法
が
成
立
し
、
自
衛
隊
の
発
足
と
な
っ
た
。

　
こ
の
様
な
経
過
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
日
本
の
再
軍
備
、
自
衛
隊
（
前
身
の
警
察
予
備
隊
、
保
安
隊
を
含
む
）
の
発
足
は
、
ア
メ
リ

カ
の
対
ア
ジ
ア
政
策
の
行
き
詰
ま
り
の
結
果
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
補
填
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
③
　
自
衛
隊
の
基
本
的
性
格

　
こ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
再
軍
備
は
概
ね
以
下
の
よ
う
な
特
徴
を
有
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
ま
た
自
衛
隊
そ
れ
自
体
の
性
格
で

　
（
1
）

も
あ
る
。

　
第
一
は
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
従
属
的
性
格
で
あ
る
。
誕
生
し
た
警
察
予
備
隊
の
武
器
や
、
指
揮
系
統
は
全
て
米
軍
の
物
資
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
、

ま
た
、
実
施
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
米
軍
の
補
助
部
隊
と
し
て
朝
鮮
戦
線
へ
の
派
遣
計
画
も
練
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
性
格
は
、
そ
の

後
の
「
三
矢
作
戦
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
現
在
ま
で
も
一
貫
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
は
反
民
衆
的
性
格
で
あ
る
。
警
察
予
備
隊
の
発
足
は
、
朝
鮮
出
動
で
空
白
に
な
っ
た
日
本
政
府
、
な
か
ん
ず
く
基
地
内
に
残
さ
れ

た
二
五
万
の
ア
メ
リ
カ
人
婦
女
子
の
保
護
を
第
一
の
目
的
と
し
た
。
国
内
の
「
破
壊
分
子
」
か
ら
の
政
府
と
基
地
の
保
護
、
つ
ま
り
国
内

治
安
対
策
を
最
優
先
と
し
た
の
で
あ
る
。
六
〇
年
六
月
の
「
安
保
騒
動
」
時
に
は
、
首
都
警
備
師
団
は
内
輪
に
治
安
出
動
を
準
備
し
て

窺
・

　
ま
た
、
警
察
予
備
隊
の
発
足
が
極
め
て
政
治
的
に
、
上
か
ら
強
引
に
な
さ
れ
た
た
め
に
、
国
民
か
ら
は
常
に
冷
視
さ
れ
て
き
た
。
憲
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

第
九
条
違
反
問
題
も
含
め
、
い
わ
ば
「
日
陰
者
」
的
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
が
た
め
に
、
自
衛
官
の
孤
立
感
、
疎
外
感
は
極
め
て
強
い
。
し

た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
性
格
を
隠
蔽
し
、
国
民
へ
の
浸
透
を
図
り
、
他
方
隊
員
の
士
気
高
揚
の
た
め
に
も
、
自
衛
隊
は
「
広
報
活
動
」
に

多
大
な
労
力
を
投
入
す
る
事
に
な
る
。

　
第
三
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
性
格
で
あ
る
。
つ
ま
り
目
標
の
不
明
確
さ
と
反
共
性
で
あ
る
。
第
一
と
第
二
の
性
格
の
帰
結
と
し
て
、
隊
員

（87）



技
術
を
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
児
童
、
青
少
年
、
成
人
は
学
校
、
教
室
、
講
習
会
等
を
通
し
て
レ
ジ
ャ
ー
の
基
礎
知
識
と
し
て
重
要
な
技
術
、

態
度
、
理
解
を
引
き
出
す
機
会
を
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
第
七
条
　
レ
ジ
ャ
ー
教
育
の
推
進

　
レ
ジ
ャ
ー
教
育
の
責
任
は
今
の
所
数
多
く
の
機
関
や
団
体
に
よ
っ
て
分
担
さ
れ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
利
益
の
た
め
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
段
階
に
お
け
る
資
金
お
よ
び
有
効
な
援
助
を
目
的
に
役
立
て
る
た
め
に
、
レ
ジ
ャ
ー
教
育
の
賀
任
は
レ
ジ
ャ
ー
に
関
心
を
示
す
す
べ
て
の
公
共
、

民
間
の
組
織
が
十
分
に
協
調
し
て
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
終
目
標
は
レ
ジ
ャ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
向
け
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
い

ず
れ
の
国
で
あ
っ
て
も
、
開
設
が
容
易
で
あ
れ
ば
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
を
め
ざ
し
て
特
別
な
学
校
が
設
立
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た

学
校
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
す
す
め
、
レ
ジ
ャ
i
時
間
に
お
い
て
、
選
択
の
自
由
を
束
縛
し
な
い
範
囲
内
で
、
個
人
、
グ
ル
ー
プ

を
援
助
す
る
指
導
者
の
養
成
訓
練
を
行
う
。
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
こ
そ
人
間
の
最
上
の
創
造
的
努
力
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
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四
　
自
衛
隊
と
ス
ポ
ー
ツ
　
ー
自
衛
隊
に
と
っ
て
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ー

　
1
　
自
衛
隊
の
創
設
と
基
本
性
格

　
ω
　
自
衛
隊
の
創
設
と
背
景

　
戦
後
日
本
の
再
軍
備
は
一
九
五
〇
年
の
朝
鮮
戦
争
を
契
機
と
す
る
。
そ
の
年
の
八
月
一
〇
日
に
警
察
予
備
隊
令
を
公
布
、
即
日
施
行
し

七
五
〇
〇
〇
人
の
警
察
予
備
隊
が
誕
生
し
た
。
五
二
年
四
月
二
八
日
に
発
効
し
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
、
日
米
安
全
保
障
条
約

に
よ
り
、
日
本
は
戦
後
の
占
領
下
体
制
を
終
結
さ
せ
た
が
、
新
た
に
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
従
属
的
同
盟
を
開
始
し
た
。
同
年
七
月
三
一
日
の
保

安
庁
公
布
に
よ
り
保
安
庁
の
設
置
、
警
察
予
備
隊
が
保
安
隊
へ
編
成
替
え
さ
れ
た
。
五
四
年
三
月
に
は
日
米
相
互
防
衛
協
定
（
M
S
A
）

が
調
印
さ
れ
、
日
本
の
地
上
部
隊
は
三
〇
万
人
へ
の
増
強
を
要
請
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
六
月
に
は
防
衛
庁
設
置
法
と
目
衛
隊
法
の
防
衛
二
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レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
レ
ジ
ャ
ー
活
動
と
は
、
人
と
人
、
世
界
の
国
々
の
間
に
良
き
人
間
関
係
を
打
ち
立
て
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も

の
で
あ
る
。

　
　
第
一
条
　
レ
ジ
ャ
ー
に
対
す
る
権
利

　
人
は
す
べ
て
レ
ジ
ャ
ー
に
対
す
る
権
利
を
有
す
る
。
こ
の
権
利
に
は
、
合
理
的
な
労
働
時
間
、
正
規
の
有
給
休
暇
、
好
ま
し
い
旅
行
条
件
お
よ
び

レ
ジ
ャ
i
活
動
の
有
効
性
を
高
め
る
た
め
に
施
設
、
場
所
、
設
備
等
を
利
用
す
る
正
当
な
機
会
を
与
え
る
妥
当
な
社
会
的
計
画
が
含
ま
れ
る
。

　
　
第
二
条
個
人
の
自
由

　
完
全
な
自
由
の
も
と
に
レ
ジ
ャ
ー
を
享
受
す
る
権
利
は
絶
対
的
な
も
の
で
あ
る
。
個
人
的
な
レ
ジ
ャ
ー
の
追
及
に
必
要
な
諸
条
件
は
、
レ
ジ
ャ
ー

の
集
団
享
受
の
場
合
と
同
程
度
に
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
第
三
条
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
資
源
活
用
の
権
利

　
人
は
す
べ
て
、
公
開
さ
れ
て
い
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
、
湖
水
、
海
、
森
林
地
帯
、
山
岳
な
ど
の
自
然
地
区
や
一
般
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

を
容
易
に
活
用
す
る
権
利
を
有
す
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
、
そ
こ
に
あ
る
動
物
お
よ
び
植
物
は
保
護
さ
れ
保
存
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
第
四
条
　
あ
ら
ゆ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
の
参
加
の
権
利

　
人
は
す
べ
て
、
年
齢
、
性
、
教
育
程
度
に
関
係
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ゲ
ー
ム
、
野
外
生
活
、
旅
行
、
演
劇
、
踊
り
、
絵
画
、
音
楽
、
科
学
研
究
や

手
芸
工
作
な
ど
レ
ジ
ャ
ー
時
間
に
行
わ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
し
、
指
導
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。

　
　
第
五
条
　
自
治
体
、
専
門
家
等
の
役
割

　
レ
ジ
ャ
ー
は
、
自
治
体
、
都
市
計
画
専
門
家
、
設
計
技
師
、
民
間
集
団
が
、
レ
ジ
ャ
ー
は
か
く
活
用
す
べ
し
と
決
定
し
押
し
つ
け
る
意
味
に
お
い

て
は
組
織
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
組
織
や
専
門
家
は
、
人
が
個
人
の
趣
味
や
本
人
の
責
任
に
お
い
て
レ
ジ
ャ
ー
活
動
の
選
択
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
レ
ジ
ャ
ー
活
動
の
機
会
、
美
的
環
境
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
計
画
を
生
み
出
し
、
ま
た
援
助
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
　
第
六
条
　
レ
ジ
ャ
ー
教
育
へ
の
権
利

　
人
は
す
べ
て
、
レ
ジ
ャ
ー
の
楽
し
み
方
を
習
得
す
る
権
利
を
有
す
る
。
家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
は
レ
ジ
ャ
ー
を
最
も
賢
明
な
方
法
で
活
用
す
る

（85）



　
（
1
）
い
る
。
レ
ジ
ャ
ー
産
業
が
七
〇
年
代
の
成
長
産
業
で
あ
る
と
す
る
認
識
の
も
と
に
、
こ
う
し
て
「
レ
ジ
ャ
ー
時
代
」
に
対
応
し
た
「
レ
ク

リ
エ
！
シ
ョ
ン
運
動
基
本
計
画
」
の
完
成
を
目
指
し
た
。

　
こ
れ
自
体
で
は
当
た
り
障
り
の
な
い
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
す
で
に
二
年
前
の
一
九
七
〇
年
に
国
際
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ら
出
さ
れ
た
「
レ
ジ
ャ
i
憲
章
」
と
比
較
す
る
と
き
、
そ
の
意
図
は
自
ず
と
あ
ぶ
り
出
さ
れ
よ
う
。
「
レ
ジ
ャ
i
憲
章
」
の
第
一
条
は

「
人
は
す
べ
て
レ
ジ
ャ
ー
に
対
す
る
権
利
を
有
す
る
」
と
記
し
、
す
べ
て
の
人
の
レ
ジ
ャ
ー
へ
の
諸
権
利
と
そ
の
条
件
整
備
を
謳
っ
て
い

る
が
、
い
ま
見
て
き
た
推
進
要
項
か
ら
は
こ
う
し
た
権
利
承
認
は
一
か
け
ら
も
感
じ
ら
れ
な
い
。
今
後
の
運
動
基
本
計
画
は
こ
の
権
利
性

の
承
認
を
こ
そ
基
本
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（84）

（
1
）
　
『
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
三
十
年
史
』
『
九
七
七
年
、
一
二
三
頁
。

（
2
）
　
「
レ
ジ
ャ
ー
憲
章
」
は
ユ
ネ
ス
コ
の
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
国
際
憲
章
」
（
一
九
七
八
年
）
に
先
立
つ
こ
と
八
年
で
あ
る
が
、
そ
の
権
利
宣
言
の
内

　
容
は
後
者
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
。
こ
の
中
に
は
ス
ポ
ー
ツ
も
含
ま
れ
て
お
り
、
も
っ
と
注
目
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
全
文
を
挙
げ
て

　
お
く
。

　
　
　
　
　
　
レ
ジ
ャ
ー
憲
章
（
一
九
七
〇
年
制
定
　
国
際
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
）

　
　
レ
ジ
ャ
ー
と
は
人
間
が
仕
事
や
そ
の
他
の
責
務
を
な
し
終
え
た
後
に
、
個
々
人
が
自
由
に
処
理
で
き
る
時
間
で
あ
る
。
こ
の
時
間
帯
の
活
用
は
何

　
も
の
に
も
か
え
が
た
く
重
要
で
あ
る
。

　
　
レ
ジ
ャ
ー
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
は
今
日
の
生
活
様
式
に
よ
っ
て
人
間
が
当
面
す
る
多
く
の
欲
求
を
補
償
す
る
基
盤
を
作
り
出
す
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
に
、
こ
れ
ら
は
身
体
的
休
養
や
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
す
る
こ
と
や
美
術
、
科
学
、
自
然
を
享
受
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
生
活
を

豊
か
に
す
る
可
能
性
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
都
市
の
生
活
で
あ
れ
、
田
舎
の
生
活
で
あ
れ
、
人
間
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
レ
ジ
ャ
ー
は
重
要
な
も
の

　
で
あ
る
。
レ
ジ
ャ
ー
活
動
は
人
間
の
天
賦
の
才
（
意
志
力
、
知
力
、
責
任
感
や
創
造
能
力
の
自
由
な
発
現
）
を
伸
ば
す
機
会
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

　
レ
ジ
ャ
ー
は
自
由
な
時
で
も
あ
り
、
そ
の
時
間
に
人
間
は
一
人
の
人
間
と
し
て
、
ま
た
そ
の
属
す
る
社
会
の
生
産
的
な
一
員
と
し
て
自
己
の
価
値
を

高
揚
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



「スポーッ基本法」の研究（H）

〔参考〕 表11 「レクリエーション指

　　　　　（標準となるカ

レ　ク　リ　エ　ー　シ　ョ　ン　上　級　指　導　者

領　　　域 テーマ（例）
講習会A 講習会B

備　　　考
1 2 3 4 1 2 3 4

レ
　
ク
　
リ
　
エ
　
ー
　
シ
　
ョ
　
ン
　
の
　
理
　
論

基
　
礎
　
理
　
論

レクリエー
ション原論

レクリエーソヨ
ン運動とは？

○

レクリエー
ション史論

レク運動発達史 ○

健康教育論

余暇社会論

遊戯心理論
遊びと潤いの
　　ある生活

○

実
　
　
践
　
　
論

レクリエーン
ン指導者論

運動推進者と
してのリーダー

○

レク・指導
　　方法論

リーダーシンプ
　のいろいろ

○

レク・プログ
　　ラム論

事情に応じたプ
　ログラム作り

○

カウンセリング諭
レク相談をどう
　すすめるか

○ ○
ケース・スタディ

内容にふりか
てもよい

レク・管理
　　行政論

レクリエーション
全管理をめぐって O

レク・組織論
機能的な
　組織づくり

○

グルーブ
　ワーク論

集団を把握しよう ○ 必要に応じて

の領域にふ

かえること

できる

レク・療法

観光レク論

広報活動

学校レク論

国際レク論

応
　
用
　
理
　
論

職域レク論 職域レクの諸問題
8
｝ 一級指導者のと

履習しない方
選択地域レク論 地域レクの諸問題

職域レク・特論 コミュニティ論
8
｝

ケース・スタディ
内容にふりか
てもよい

地域レク・特論
労務管理と
　　　福利厚

3
｝

レク・研究法
指導者に必要な
　　研究態度 O

レク・施設論 利用しやすい施設 ○

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
実
技

実
習
及
び
実
技
論

遊戯・ゲーム ゲームの創作 ○

スポーッ的活動 ルールにっいて
　　考えよう

○

音楽的活動 ハーモニーの創作 ○

舞踊的活動
おどりによる
　　自己表現

○

野外活動
キャンプ，OL
の基本的心得

○ O
演劇的活動

フランネル
　　絵ばなし

○

美術工芸・
　手芸工作

フランネル絵話
の教材つくり

○

研
究
協
議
等

研
究
協
議
等

実技＝総合実習 っどいの創作 ○

ケース・
　スタディ

レク・行事の
　すすめかた

○

地域レクのサービ
をどうするか？

O

施設見学 O
講　座　数 3 4 5 2 3 4 4 2 1講座100分前後とする

出典：『日本レクレーション協会三十年史』カリキュラム（136、7頁）
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導者養成カリキュラム」の抜粋

リキュラム構成）

レク　リェーノ　ヨ　ンー級指導者 レク　リエーショ　ンニ級指導者

テ　ー　マ　（例） 備　　考 テーマ（例）
講習会

備　　考
1 2 3 4 1 2 3

レクリエーソヨンとは何か ○ レクリエーション
われわれの

○ レクの　　理珊
　　　る　密

健康づくりとレク O
現代社会と余暇活動 ○

望ましい指導者像 ○

司　会　の　仕　方 O ＊演習にか
てもよい

指導者として
　　考えたい事

○

プログラム論と
ループ・ワー
論指導論な
の入門

職域レクの諸問題
8
｝ ＊選　択 （職場）仲間づくり ○

地域レクの諸問題

ゲ　ー　ム　の　心 O 簡単なゲームの
　　　いろいろ O ○

手軽にやれるスポーッ ○ みんなのスポーッ ○

美しいハーモニーで O 心をひとっにする
　　　楽しい歌

○

おどりのいろいろ ○ 楽しいおどり ○

演劇　ス　タ　ン　ツ ○

簡単なクラフ　ト ○

つ　ど　い　の演出 ○ つどいの楽しさ ○

企業内レクのすすめかた
域社会のレクプログラム ○ ＊選　択 意　見　交　換 ○

3 4 5 2 1講座を100
前後とする 3 5 2 1講座を120

前後とする

（82）



し
て
の
権
利
、
あ
る
い
は
地
域
目
治
体
の
役
割
・
義
務
等
、
権
利
的
な
問
題
は
ほ
と
ん
ど
ネ
グ
レ
ク
ト
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「スポーッ基本法」の研究（H）

　
㈲
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
運
動
の
展
望

　
六
〇
年
代
後
半
は
い
わ
ゆ
る
「
未
来
論
」
が
持
て
難
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
高
度
経
済
成
長
の
弊
害
を
覆
う
役
目
を
持
っ
て
、
も
っ
ぱ

ら
そ
の
発
展
的
側
面
ば
か
り
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
環
に
国
民
生
活
審
議
会
答
申
（
対
総
理
大
臣
）
「
将
来
の
国
民
生
活

像
－
二
〇
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
ー
」
（
一
九
六
六
年
）
が
あ
る
。
こ
の
中
で
は
余
暇
な
い
し
レ
ジ
ャ
ー
の
重
要
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
答
申
と
対
応
さ
せ
て
、
本
協
会
に
も
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
が
発
足
し
（
六
七
年
一
一
月
）
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
は
六
八
年
九
月
に
中
間
報
告
「
二
十
年
後
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ビ
ジ
ョ
ン
ー
豊
か
な
社
会
と
自
由
時
間
を
求
め
て
」

を
提
出
し
た
。

　
協
会
で
は
こ
れ
を
受
け
て
七
一
年
四
月
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
運
動
基
本
計
画
作
成
委
員
会
を
設
け
、
今
後
の
綱
領
的
な
指
針
で
あ
る

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
運
動
推
進
要
項
」
を
翌
年
一
月
に
作
成
し
た
。
五
月
に
は
そ
れ
の
具
体
化
を
図
る
た
め
に
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
．
ン

運
動
推
進
本
部
を
設
置
し
た
ゆ
こ
の
推
進
要
項
の
内
容
は
大
き
く
次
の
よ
う
な
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
一
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
運
動
の
現
状
と
問
題
点
」
で
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
運
動
の
成
果
つ
ま
り
、
協
会
の
歴
史
の
概
略
と
そ
の

成
果
が
述
べ
ら
れ
、
次
い
で
現
代
の
問
題
点
を
述
べ
て
い
る
。
特
に
地
域
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
二
　
今

後
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
運
動
の
展
開
」
は
A
と
B
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
A
は
「
レ
ジ
ャ
ー
増
大
の
中
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
運

動
」
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
『
生
活
化
』
を
」
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
運
動
の
原
点
」
と
そ
の
標
題
か
ら
も
大
ま
か
に
内
容
が
想
像
で
き

る
よ
う
に
、
や
や
原
理
的
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
B
で
は
「
運
動
理
念
の
明
確
化
」
「
組
織
方
針
の
明
確
化
と
実
践
」
「
指
導

者
の
養
成
」
「
研
究
、
調
査
活
動
の
推
進
」
「
運
動
推
進
の
た
め
の
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
組
織
機
構
の
整
備
」
を
展
開
し
て

（81）



研
究
領
域

発
表
題
数

原
理
歴
史
的
研
究

地
域
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究

職
場
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究

学
校
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究

施
設
・
用
具
及
び
管
理
的
研
究

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

五〇六六三七

で
あ
る
。
発
足
以
来
、
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
助
成
金
」
も
一
部
が
交
付
さ
れ
た
。
分

野
別
に
見
た
研
究
領
域
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
基
礎
と
な
り
、

エ
…
シ
ョ
ン
学
会
」
が
発
足
し
た
。

（
1
）
　
『
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
三
十
年
史
』
一
五
八
頁
。

　
㈲
　
公
認
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
者

　
一
九
五
一
年
よ
り
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
者
検
定
規
定
に
も
と

づ
き
養
成
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
六
五
年
に
は
規
定
の
改
訂
に
，
よ
っ

て
上
級
指
導
者
が
誕
生
し
た
。
そ
し
て
七
三
年
度
か
ら
は
「
指
導

者
」
は
二
級
、
一
級
、
上
級
の
三
種
と
な
っ
た
。
指
導
者
総
数
は
表

10

よ
う
に
一
九
七
六
年
段
階
で
八
、
八
八
二
名
で
あ
り
、
指
導
者

養
成
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
表
n
の
ご
と
く
、
選
択
科
目
も
多
様
で
あ

る
。
上
級
指
導
者
で
は
一
講
座
一
〇
〇
分
前
後
の
講
義
を
合
計
二
七

講
座
必
修
で
あ
る
。
内
容
的
に
言
え
る
こ
と
は
後
の
「
レ
ジ
ャ
i
憲

章
」
に
見
る
よ
う
に
レ
ジ
ャ
ー
の
権
利
性
や
、
職
場
で
の
労
働
者
と
　　　　　　　　　　　　　　　　　P
表10年度別公認レクリエーション指導者数の推移

一
九
七
一
年
三
月
二
一
日
「
日
本
レ
ク
リ

年　度 上級指導者 一級指導者 二級指導者
（昭和）

合格者 総　数 合格者 総　数 合格者 総　数

40 8 8 38 285

41 6 14 59 344

42 3 17 54 398

43 6 23 207 605

44 8 31 309 914

45 9 40 218 1，122

46 7 47 330 1，452

47 5 52 474 1，926

☆48 8 60 47 47 862 2，788

49 16 76 81 128 2，205 4，993

50 5 81 88 216 2，277 7，770

51 4 85 ※63 279 ※1，118 8，882

合　計 85名　’ 279名 8，882名

☆は検定規定の改訂年度　※は昭和51年11月現在

出典＝『日本レクリエーション協会三十年史』（134頁）
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一
四
三
号
、
一
九
七
三
年
六
月
、
二
五
頁
。

（
3
）
　
浅
田
隆
夫
『
現
代
職
場
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
理
論
』
労
務
研
究
所
、
一
九
七
二
年
、

（
4
）
　
『
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
三
十
年
史
』
一
九
七
七
年
、
八
八
頁
、
一
〇
四
頁
。

（
5
）
　
同
右
、
八
八
頁
。

一
一
二
頁
。

「スポーッ基本法」の研究（H）

　
の
　
地
域
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
六
〇
年
代
後
半
は
地
域
破
壊
が
顕
在
化
し
、
住
民
運
動
の
台
頭
、
革
新
自
治
体
の
誕
生
等
地
域
を
巡
る
保
守
的
再
編
と
革
新
的
構
築
と

の
焦
点
と
な
っ
た
。
前
者
か
ら
は
住
民
の
自
治
意
識
を
欠
落
さ
せ
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
」
が
提
起
さ
れ
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
も
ま
た
そ

の
一
環
を
占
め
た
こ
と
は
先
述
し
た
。
当
然
に
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
も
そ
の
一
端
を
担
わ
さ
れ
た
。
そ
の
具
体
化
が
一
九
六
七

年
度
か
ら
文
部
省
（
補
助
金
）
と
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
が
中
心
に
な
り
、
都
道
府
県
協
会
と
の
協
力
、
未
確
立
の
県
協
会
の
設

立
を
も
意
図
し
た
「
指
導
者
養
成
講
習
会
」
の
開
催
で
あ
る
。
し
か
し
県
連
盟
の
不
安
定
な
実
態
も
反
映
し
て
、
職
場
レ
ク
・
リ
ー
ダ
ー

養
成
ほ
ど
に
は
活
発
で
は
な
い
。

　
一
九
七
三
年
度
か
ら
は
青
少
年
育
成
国
民
会
議
等
の
援
助
を
受
け
な
が
ら
レ
ク
運
動
推
進
実
践
地
区
を
設
け
た
実
践
も
行
わ
れ
た
。

　
③
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究

　
活
動
の
活
発
化
と
同
時
に
、
研
究
面
、
情
報
面
も
強
調
さ
れ
一
九
六
二
年
以
来
『
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
白
書
』
が
作
成
さ
れ
た
。
機
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

誌
『
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
』
は
一
九
六
三
～
七
五
年
ま
で
は
日
本
自
転
車
振
興
会
の
補
助
金
で
支
え
ら
れ
た
。

　
一
九
六
四
年
三
月
に
は
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
懇
談
会
」
が
発
足
し
、
そ
れ
は
翌
年
六
五
年
五
月
一
三
日
に
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
研
究
会
」
と
公
称
替
え
さ
れ
た
。
第
一
回
（
山
形
市
）
か
ら
第
六
回
（
富
士
吉
田
市
）
ま
で
の
発
表
演
題
数
は
八
九
で
、
年
平
均
一
五
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程
一
三
・
○
○

日
苑
三
・
0
0

学ンヨシ

一
　
二
・
○
○

エリけ期
一
〇
・
O
O

　第
　
九
・
二
〇

却
九
6
0

　
二
一
・
O
O

ヒkヨ
　
一
九
・
O
O

お厳
　
一
七
・
○
0

22月　年　
3
　
一
五
・
二
〇

和昭　
一
五
・
0
0

①
ノ
＼
月
≡
∋
（
百
木
　
）

受
付

開苑式オリエン

ーショ
コーラス

尽一

コーラス 休
憩

職場体操

延　博

②
一
言
百
（
金

歌
ゲ
［ 原

魅力ある話し方

まさる
〃

軽スポーツ

井武夫
！ノ ゲーム
原五一

）
ム

③
一
西
日 ノ！

職場レクリエー
ションの管理 ！ノ

フォーク
ダンス 〆ノ

社交ダンス

（
土

前川峯雄 似鳥義雄
似鳥義雄

）
④
量
日
（
日

）⑤一
一
一
ハ

ブレーンストーミング
奇術 児玉岩治

日
Zノ ノノ

（
月

寒河江善秋 スケッチ 武藤弘之

）
⑥
老
日 ■ノ

プランニング レクリエーション演劇

（
火

寒河江善秋 北条明直

）⑦
一
一
八 実際活動共同研究

日
zノ

（
水

会場移動 共同研究塩谷宗雄 会場移動

）⑧
二
九
日
（
木
）

！！

安全で楽しい

徳久球雄

旅行の技術 昼
食

キャンプ場
へ移動
氷川キャ
ンプ場）

キャンプ
　の設営

田利兵衛

夕
食

小キャン
ファイ

ー

⑨
三
。
日
（
金

ノ■

職場体操・軽スポーッ

（指導法・実習）
ノ！

キャンプ
　ソング
（実習）

休
憩

フォーク
ダンス
実習）

ノノ

キャンプ

ァイヤー

）
⑪

三
百
（
土

土
ノ
、 同　学 習

評　価
了式

〃

）
出典1『日本レクリエーション協会三十年史』（一〇六頁）
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「スポーッ基本法」の研究（H）

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
学
苑
は
毎
月
一
～
二
回
つ
づ
け
て
行
い
、
初
期
の
一
、
二
期
は
一
〇
日
間
で
あ
っ
た
が
、
三
期
は
七
日
間
に
な
り
、

四
期
以
降
は
五
日
間
と
な
っ
た
。

　
第
一
期
の
日
程
は
表
9
に
示
す
よ
う
に
、
極
め
て
実
践
的
で
あ
り
「
ノ
ウ
ハ
ウ
」
を
中
心
に
、
講
義
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
意
義
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
ブ
レ
ー
ン
・
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
、
青
年
心
理
、
話
し
方
、
野
外
活
動
の
計
画
と
運
営
等
）
、
実
技
（
ス
ポ
ー
ツ
、
ゲ
ー

ム
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
ク
ラ
フ
ト
、
ソ
ン
グ
、
演
劇
、
救
急
法
、
書
画
、
マ
ジ
ッ
ク
、
職
場
体
操
等
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
そ
れ
ら
へ
の
各
年
度
開
催
数
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

年
度
一
九
六
三
六
四
六
五
六
六
六
七
六
八
六
九
七
〇
七
一
七
二
七
三
七
四
七
五
七
六

開
催
数
　
　
　
　
三
　
　
五
　
　
六
　
　
六
　
　
九
　
　
　
　
一
三
　
一
七
　
二
〇
　
一
九
　
二
〇
　
二
一
　
一
八
　
一
五

　
毎
回
の
参
加
者
数
は
三
年
度
以
降
は
平
均
一
〇
〇
名
程
度
で
あ
り
、
一
九
七
六
年
三
月
ま
で
に
実
に
一
七
一
回
、
修
了
者
は
一
七
、
九

五
四
名
に
達
し
た
。
さ
ら
に
一
九
六
四
年
に
は
日
立
製
作
所
を
皮
き
り
に
三
泊
三
日
の
委
託
講
習
会
も
増
加
し
た
。
そ
し
て
講
師
派
遣
も

増
加
し
て
い
っ
た
。

　
一
九
七
〇
年
の
実
態
を
見
る
と
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
学
苑
は
五
八
～
七
五
期
の
一
八
回
、
　
一
、
九
八
四
名
の
参
加
、
委
託
講
習
会
一

六
一
回
、
派
遣
講
師
三
〇
四
回
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
六
〇
年
代
初
等
か
ら
中
盤
に
掛
け
て
の
「
協
会
は
、
各
職
場
か
ら
引
張
り
凧

の
う
れ
し
い
悲
鳴
の
中
で
、
職
場
の
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
大
き
な
実
績
を
か
さ
ね
」
て
、
一
九
七
二
年
に
は
総
計
で
七
万
人
を
越
え
る
数

　
　
　
（
5
）

と
な
っ
た
Q

　
（
1
）
　
『
職
場
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
』
新
版
・
現
代
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座
4
、
べ
ー
ス
ボ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
社
、
一
九
七
五
年
、
一
八
頁
。

　
（
2
）
　
荒
川
智
行
「
「
企
業
』
と
企
業
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
の
問
題
－
労
働
者
・
労
働
組
合
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
『
文
化
評
論
』
第

（77）



働
者
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
配
慮
す
る
の
は
、
労
働
生
産
性
に
配
慮
す
る
の
と
同
様
の
重
要
性
を
持
つ
、
つ
ま
り
、
労
働
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

”
余
暇
〃
を
労
働
者
の
自
由
に
さ
せ
ず
、
”
労
働
〃
の
た
め
に
管
理
し
、
よ
り
高
い
生
産
性
の
向
上
の
た
め
に
と
い
う
観
点
か
ら
扱
う
」
の

で
あ
る
か
ら
、
経
営
者
の
準
備
し
た
活
動
に
は
批
判
的
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
意
図
か
ら
、
一
九
六
五
年
に
は
「
新
日
本
体
育
連
盟
」
や
「
日
本
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」
が
発
足
す
る
が
、
し
か
し
全
般

的
に
み
れ
ば
、
「
資
本
の
側
の
と
り
く
み
に
お
く
れ
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
活
動
の
方
針
、
対
策
を
明
確
に
確
立
し
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

な
い
で
“
摸
索
”
し
て
い
る
現
状
に
あ
」
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
他
方
、
経
営
者
側
か
ら
見
る
と
、
産
業
構
造
の
変
化
に
対
応
す
る
労
働
者
の
形
成
と
労
働
組
合
対
策
で
あ
る
。
す
で
に
見
た
日
経
連
の

職
場
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
位
置
付
は
次
の
項
目
を
上
げ
て
い
た
。

　
ア
　
人
間
疎
外
、
精
神
疲
労
の
対
策

　
イ
　
相
互
理
解
の
促
進

　
ウ
　
若
年
層
の
人
間
形
成

　
工
　
民
青
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
こ
こ
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
「
い
ず
れ
も
人
間
の
思
想
感
情
に
関
す
る
項
目
」
で
あ
り
、
い
か
に
労
働
者
の
思
想
管
理
に
腐
心
し
て
い

た
か
が
わ
か
る
。
特
に
エ
に
も
あ
る
よ
う
に
、
六
〇
年
安
保
改
定
以
降
影
響
力
を
増
し
つ
つ
あ
っ
た
民
主
青
年
同
盟
の
浸
透
を
食
い
止
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

る
と
い
う
の
は
思
想
的
、
政
治
的
な
意
図
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
労
働
者
の
心
身
の
管
理
政
策
が
一
体
と
な
っ
て
こ
の
時
期
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
促
進
さ
れ
た
。

　
そ
の
た
め
職
場
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
が
必
須
と
な
る
が
、
そ
う
し
た
要
望
を
基
礎
と
し
て
日
本
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
に
発
足
し
た
の
が
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
学
苑
」
で
あ
る
（
一
九
六
三
年
）
。

（76）



勤
労
者
、
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
要
求
も
高
揚
し
始
め
て
お
り
、
そ
れ
を
も
取
り
込
む
形
で
推
進
さ
れ
た
。

　
こ
こ
で
注
目
さ
れ
た
の
は
、
一
九
四
七
年
以
降
、
文
部
省
の
補
助
金
で
細
々
と
活
動
し
て
き
た
「
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
」
で

あ
る
。
「
発
足
以
来
苦
難
の
連
続
で
あ
っ
た
協
会
は
、
昭
和
三
六
～
七
年
頃
か
ら
年
間
の
総
経
費
に
し
て
も
、
急
激
な
増
加
を
示
し
て
き

た
。
こ
れ
は
高
度
成
長
時
代
に
入
っ
て
、
企
業
の
合
理
化
と
労
働
生
産
性
の
向
上
に
と
も
な
う
余
暇
の
増
加
と
と
も
に
、
大
衆
の
健
康
意

識
の
高
ま
り
と
が
相
ま
っ
て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
ろ
う
。
い
わ
ば
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
、
ひ
よ
わ
な
植
物
が
す
く
す
く
と
育
つ
に
ふ
さ
わ
し
い
、
よ
り
よ
い
環
境
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
す

（
1
）

ま
い
。
」

　
こ
う
し
て
六
〇
年
代
前
半
か
ら
は
産
業
界
や
文
部
省
の
後
押
し
に
よ
る
職
場
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
急
激
な
上
昇
を
遂
げ
、
七

〇
年
代
か
ら
は
そ
れ
に
加
え
て
地
域
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
者
養
成
も
強
調
さ
れ
た
。
と
も
あ
れ
、
政

府
・
文
部
省
に
よ
る
財
政
援
助
と
産
業
界
の
挺
入
れ
に
よ
っ
て
協
会
の
活
動
は
活
気
を
得
て
い
っ
た
。

　
（
1
）
　
『
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
三
十
年
史
』
一
九
七
七
年
、
八
七
頁
。

「スポーツ基本法」の研究（H）

　
ω
職
場
の
レ
ク
リ
ェ
！
シ
ョ
ン

　
職
場
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
要
求
の
高
ま
り
は
、
経
営
者
側
か
ら
も
そ
し
て
労
働
者
側
か
ら
も
強
い
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
た
。
ま
ず

労
働
者
側
か
ら
見
れ
ば
そ
れ
は
労
働
者
の
諸
権
利
の
一
環
と
し
て
、
自
ら
の
唯
一
の
「
商
品
」
で
あ
る
労
働
力
の
健
全
な
維
持
の
た
め
に

も
、
そ
し
て
よ
り
高
い
人
間
性
を
目
指
す
上
で
も
健
全
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
必
須
で
あ
る
。
と
同
時
に
そ
れ
が
組
合
活
動
を
通
じ
て

実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
は
、
現
実
的
に
は
組
合
へ
の
結
集
度
を
高
め
る
便
法
と
し
て
も
活
用
さ
れ
よ
う
。
そ
の
両
者
は
結
合

し
て
、
企
業
側
が
す
す
め
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
へ
の
対
抗
と
し
て
の
実
態
も
ま
た
現
実
で
あ
る
。
「
資
本
家
階
級
に
と
っ
て
、
労

（75）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
と
こ
ろ
で
、
体
協
へ
の
寄
付
金
は
、
七
十
一
年
度
よ
り
税
法
上
の
優
遇
を
う
け
、
試
験
研
究
法
人
と
同
様
に
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
さ
て
、
財
務
委
員
会
は
一
九
六
五
年
七
月
六
日
に
「
財
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
財
団
」
に
事
業
移
管
し
解
散
し
た
。
こ
の
財
団
は
、

「
財
団
法
人
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
資
金
財
団
」
（
一
九
六
〇
年
一
二
月
二
八
日
～
一
九
六
五
年
一
月
三
〇
日
）
の
継
承
団
体
と
し
て
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
以
降
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
支
援
を
目
的
と
し
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
「
日
本
体
育
協
会
七
十
五
年
史
』
一
三
五
頁
。

　
（
2
）
　
第
一
四
回
理
事
会
議
事
録
、
　
一
九
七
一
年
一
月
一
三
日
。
「
社
会
体
育
振
興
事
業
に
た
い
す
る
寄
付
金
の
免
除
措
置
実
現
に
つ
い
て
」
青
木
専

　
　
務
理
事
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。
「
『
国
民
総
体
育
』
関
係
事
業
推
進
に
要
す
る
資
金
を
確
保
す
る
た
め
の
寄
付
金
の
免
税
措
置
に
つ
い
て
は
、
資
金
財

　
　
団
の
資
金
の
澗
渇
の
現
状
、
国
庫
補
助
金
、
公
営
競
技
補
助
金
の
大
幅
増
額
を
期
待
す
る
こ
と
が
困
難
な
現
状
か
ら
、
本
会
自
ら
が
調
達
に
あ
た
る

　
　
方
途
と
し
て
、
か
ね
て
か
ら
そ
の
早
期
実
現
を
念
願
し
、
努
力
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
先
般
の
全
国
体
協
会
長
会
議
で
も
力
強
い
応
援
を
い

　
　
た
だ
き
、
さ
ら
に
文
部
省
の
積
極
的
な
協
力
を
得
て
関
係
方
面
に
幅
広
い
請
願
等
を
行
っ
た
結
果
、
昨
年
一
二
月
自
民
党
税
制
調
査
会
で
採
択
さ
れ
、

　
　
政
府
の
昭
和
四
六
年
度
の
税
制
改
正
大
綱
に
盛
り
込
ま
れ
、
本
会
の
受
け
る
寄
付
金
に
つ
い
て
は
試
験
法
人
と
同
様
に
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

　
　
た
。
」
「
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
本
会
へ
の
社
会
体
育
振
興
事
業
に
対
す
る
寄
付
金
は
免
除
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
会
加
盟
団
体
に
対
す
る
同
様
の

　
　
寄
付
金
に
つ
い
て
も
本
会
で
領
収
書
を
発
行
し
て
一
括
に
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
免
税
措
置
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
」

（74）

　
2
　
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

　
五
〇
年
代
は
第
二
期
で
見
た
よ
う
に
、
未
だ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
活
発
で
な
く
、
職
場
や
地
域
で
細
々
と
楽
し
ま
れ
る
程
度
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
高
度
経
済
成
長
の
矛
盾
が
露
見
し
始
め
る
六
〇
年
代
に
入
る
と
、
様
相
は
一
変
し
た
。
つ
ま
り
職
場
内
、
あ
る
い
は
地
域

に
お
い
て
そ
の
矛
盾
解
決
の
た
め
の
手
立
て
が
取
ら
れ
始
め
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
有
力
な
手
段
の
一
つ
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し

た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ヘ
の
組
織
化
を
絡
め
な
が
ら
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方



（
口
）
駕
臨
e
「
出
粁
期
躯
ー
弔
K
」

収　　入
表8

　　　　　　　　　　年　度項　目

昭和38年度 昭和39年度 昭和40年度 昭和41年度 昭和42年度 昭和43年度 昭和44年度 昭和45年度 昭和46年度 昭和47年度

L国庫補助金

．公営競技補助金等

．繰入金

．経常収入

．負担金・分担金

247，000

39，540

88，769

3，037

3，198

179，000

54，720

77，171

3，678

8，633

50，000

50，000

20，000

72，540

9，402

75，000

96，000

49，041

13，071

58，517

96，500

63，200

09，853

20，147

02，344

143，430

14，070

14，395

38，800

23，956

157，300

32，900

77，451

69，000

76，609

198，300

，026，050

73，448

174，000

130，581

224，898

，194，720

29，649

186，000

65，358

249，697

29，750

52，743

90，000

02，180

合　　　　　計 1，191，544 933，202 781，942 1，091，629 1，092，044 1，434，651 1，613，260 1，902，379 2，100，625 1，824，370

支　　出
　　　　　　　　　　年度項　目

昭和38年度 昭和39年度 昭和40年度 昭和41年度 昭和42年度 昭和43年度 昭和44年度 昭和45年度 昭和46年度 昭和47年度

L国民スポーツ普及事業 117，596 74，986 139，350 144，000 142，150 145，400 153，630 140，669 235，657 296，627

2．スポーツ少年団事業費 31，000 25，540 32，713 43，000 48，500 54，000 64，000 110，796 187，581 178，832

3．国民体育大会事業費 12，000 7，640 36，500 34，630 39，630 34，630 34，500 34，500 34，500

4．スポーッ指導者養成事業費 24，500 30，000 30，000 30，000 30，000 31，200 66，847 65，147

5．スポーッ医科学研究事業費 4，500 5，000 12，000 15，000 15，000 17，000 30，000 30，000

6．オリンピック等選手団派遣費 82，500 82，000 55，600 90，000 76，200 150，000 25，800 143，296 40，100 194，000

7．国際交流事業費 89，259 15，978 127，133 211，580 121，107 111，243 118，546 118，357 122，645 127，181

8．競技力向上事業費 880，152 476，396 105，006 188，309 188，257 243，658 403，854 343，376 294，376 100，347

9．青少年センター運営費 101，334 119，500 180，000 274，200 469，720 553，800 718，985 822，919 492，736

10．一　　般　　合　　計 71，037 144，968 166，000 163，240 165，000 176，000 214，000 244，000 266，000 305，000

合　　　　計 1，191，544 933，202 781，942 1，091，629 1，092，044 1，434，651 1，613，260 1，902，379 2，100，625 1，824，370

出典：（r日本体育協会七十五年史』527頁）単位千q

（
。
o
卜
）



日
現
在
で
二
、
六
二
〇
（
七
九
・
二
％
）
、
七
二
年
三
月
で
三
、
三
七
六
市
町
村
中
の
二
、

　
（
1
）
　
『
日
本
体
育
協
会
七
十
五
年
史
』
二
〇
九
頁
。
以
降
七
〇
、
七
二
年
も
同
様
二
〇
四
頁
。

　
（
2
）
　
同
右
、
二
〇
四
頁
。

　
（
3
）
　
『
社
会
体
育
実
態
調
査
』
一
九
七
〇
年
三
月
。

　
（
4
）
　
青
木
半
治
「
巻
頭
言
・
競
技
人
ロ
を
一
、
○
○
○
万
人
に
」
『
体
協
時
報
』
第
一
九
八
号
、

九
四
六
（
八
七
・
三
％
）
で
あ
る
。

一
九
七
〇
年
二
月
号
、
一
頁
。

（72）

　
㈲
体
協
の
財
政

　
体
協
財
政
の
概
要
は
表
8
の
通
り
で
あ
る
。

　
こ
の
表
か
ら
も
一
目
瞭
然
、
そ
し
て
先
の
体
協
批
判
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
で
は
組
織
と
し
て
独
立
す
る
基
盤
は
無
く
、
い
ろ
い

ろ
と
従
属
的
な
傾
向
を
帯
び
や
す
い
。
た
と
え
ば
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
度
の
収
入
で
見
る
と
、
公
営
競
技
補
助
金
等
ギ
ャ
ン
ブ
ル

か
ら
の
約
九
億
三
千
万
円
で
五
〇
％
強
で
あ
り
、
そ
し
て
国
庫
補
助
金
が
約
一
四
％
で
次
い
で
い
る
が
、
両
者
だ
け
で
全
体
の
六
五
％
に

も
及
ん
で
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
体
協
で
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
体
制
に
入
る
段
階
で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
の
資
金
財
団
と
は
別
に
、
独
自
に

財
務
委
員
会
を
組
織
し
た
（
一
九
六
〇
年
一
月
二
一
日
）
。
初
代
の
委
員
長
は
永
野
重
雄
富
士
製
鉄
社
長
、
副
委
員
長
は
大
神
一
山
一
証

券
社
長
で
あ
り
、
そ
の
後
も
代
々
財
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
配
し
た
。
税
務
委
員
会
の
募
金
は
年
度
ご
と
に
募
金
充
当
事
業
を
定
め
大
蔵

大
臣
認
可
の
指
定
寄
付
金
（
免
除
募
金
）
の
指
定
を
受
け
、
経
済
団
体
連
合
会
、
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
、
経
済
同
友
会
、
日
本
商
工
会

議
所
の
経
済
四
団
体
の
協
力
に
よ
る
財
界
募
金
、
都
道
府
県
体
育
協
会
に
よ
る
地
方
募
金
等
に
よ
っ
て
五
力
年
間
の
通
算
募
金
目
標
額
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

〇
六
八
、
O
O
七
、
O
O
O
円
に
対
し
九
九
・
三
％
の
一
、
〇
六
〇
、
四
七
一
、
六
八
六
円
の
実
績
を
収
め
た
。



（
4
）
　
「
座
談
会
・
社
会
体
育
の
現
状
を
語
る
1
社
会
体
育
実
態
調
査
か
ら
　
　
」
『
健
康
と
体
力
』
第
二
巻
第
七
号
、
一
九
七
〇
年
七
月
号
、
二
三

　
～
四
頁
。

（
5
）
　
「
座
談
会
山
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
関
す
る
基
本
方
策
』
の
中
間
報
告
を
め
ぐ
っ
て
」
『
文
部
時
報
』
第
一
＝
二
〇
号
、
　
一
九
七
一

年
八
月
号
、
二
七
頁
。
尚
、
東
龍
太
郎
「
わ
が
国
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状
と
課
題
」
同
前
、
に
お
い
て
も
、
元
体
協
会
長
で
あ
り
、

『
社
会
体
育
実
態
調
査
』
の
実
施
を
要
請
し
た
保
健
体
育
審
議
会
会
長
で
あ
る
東
自
身
、
体
協
へ
の
苦
言
を
呈
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
。

（
6
）
青
木
半
治
「
明
日
の
日
本
ス
ポ
ー
ッ
界
へ
巨
視
的
な
展
望
と
視
野
を
」
「
体
協
時
報
』
第
一
九
七
号
、
一
九
七
〇
年
一
月
号
、
三
頁
。

（
7
）
　
「
委
員
会
機
構
整
備
に
関
す
る
答
申
」
「
体
協
時
報
』
第
二
〇
八
号
、
一
九
七
〇
年
一
二
月
号
、
四
頁
。

（
8
）
　
「
初
の
国
民
体
育
振
興
全
国
会
議
開
か
る
」
『
体
協
時
報
』
第
二
二
四
号
、
一
九
七
二
年
四
月
号
、
四
頁
。

（
9
）
　
第
六
回
理
事
会
議
事
録
、
一
九
七
〇
年
八
月
五
日
。
こ
の
よ
う
に
、
国
民
体
育
振
興
策
と
い
っ
て
も
、
そ
の
多
く
が
文
部
省
の
委
託
に
よ
る
も

　
の
で
あ
り
、
体
協
独
自
の
計
画
で
は
な
い
。

「スポーッ基本法」の研究（n）

　
⑤
地
域
体
育
協
会
の
設
置

　
ス
ポ
ー
ッ
振
興
法
制
定
の
背
景
に
は
、
各
自
治
体
担
当
者
た
ち
の
要
望
も
在
っ
た
こ
と
は
す
で
に
第
二
期
に
お
い
て
述
べ
た
が
、
そ
れ

と
の
関
わ
り
で
地
域
体
育
協
会
の
設
置
も
急
増
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
予
測
は
、
ど
う
も
妥
当
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
体
育
協
会
の
設
置
状
況
を
見
る
と
、
一
九
六
六
年
七
月
現
在
で
は
全
国
三
、
四
一
二
自
治
体
の
う
ち
一
、
四
二
一
市
町
村
（
四
二
％
）

　
　
　
　
　
　
　
（
－
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に
設
置
さ
れ
て
い
た
。
六
八
年
度
か
ら
は
「
各
市
町
村
体
育
協
会
の
設
置
推
進
」
が
始
め
ら
れ
、
六
九
年
八
月
二
〇
日
現
在
で
は
全
国
三
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

二
五
四
市
町
村
の
う
ち
二
、
五
六
一
（
七
八
・
七
％
）
に
上
昇
し
て
い
る
。

　
七
〇
年
度
は
翌
七
一
年
度
が
体
協
創
立
六
〇
周
年
で
あ
る
こ
と
を
期
し
て
、
諸
事
業
の
達
成
目
標
が
示
さ
れ
た
が
、
第
四
項
目
に
、
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

区
町
村
体
協
の
設
置
促
進
も
上
げ
ら
れ
た
。
七
〇
年
に
は
八
五
％
、
七
一
年
に
は
一
〇
〇
％
で
あ
る
。
実
数
と
し
て
は
七
〇
年
九
月
一
五
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（
8
）

広
報
委
員
会
か
ら
の
活
動
予
定
が
発
表
さ
れ
た
が
従
来
の
路
線
が
繰
り
返
さ
れ
た
に
留
ま
り
、
新
鮮
味
の
あ
る
提
案
は
見
ら
れ
な
い
。
前

年
の
六
月
に
は
保
健
体
育
審
議
会
中
間
答
申
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ッ
の
普
及
振
興
に
関
す
る
基
本
方
策
に
つ
い
て
」
が
す
で
に
出
さ
れ
て
、

大
き
な
世
論
に
な
っ
て
い
る
割
り
に
は
、
こ
こ
で
の
議
論
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
「
白
け
て
い
る
」
。
敢
え
て
新
規
な
も
の
と
い
え
ば
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

部
省
か
ら
の
全
額
国
庫
委
託
金
に
よ
っ
て
行
う
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
設
、
ス
ポ
ー
ッ
相
談
開
設
く
ら
い
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
討
議
の
中
で
、
委
員
か
ら
の
発
言
と
し
て
、
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
の
改
正
に
つ
い
て
の
要
望
（
と
く
に
市
町
村
に
社
会
体
育
主
事

を
必
置
し
、
市
町
村
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
を
必
置
す
る
こ
と
を
規
定
化
す
る
こ
と
）
」
「
体
育
施
設
充
実
に
つ
い
て
の
要
望
（
と
く
に

国
民
運
動
場
建
設
に
つ
い
て
の
土
地
の
取
得
に
つ
い
て
）
」
な
ど
積
極
的
な
提
案
も
出
さ
れ
た
。

　
（
1
）
　
『
日
本
体
育
協
会
七
十
五
年
史
』
｝
二
七
頁
。

　
（
2
）
　
「
座
談
会
．
国
民
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
ス
テ
ッ
プ
」
『
体
協
時
報
』
第
一
九
三
号
、
一
九
六
九
年
｝
O
月
号
、
七
～
八
頁
。
こ
こ
で
体
協
競
技
力
向
上

　
　
委
員
会
普
及
委
員
長
山
口
久
太
と
学
者
竹
之
下
休
蔵
、
加
藤
橘
夫
と
の
間
に
明
白
な
食
い
違
い
が
あ
り
、
山
口
は
い
わ
ゆ
る
大
衆
化
は
体
協
の
任
務

　
　
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
事
を
竹
之
下
、
加
藤
は
体
協
の
構
造
的
矛
盾
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。

　
（
3
）
　
文
部
省
体
育
局
「
社
会
体
育
実
態
調
査
』
一
九
七
〇
年
三
月
。

　
体
協
に
関
す
る
部
分
の
概
要
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
①
市
町
村
に
お
け
る
体
育
協
会
の
設
置
状
況
は
平
均
で
七
八
・
七
％
（
市
九
九
・
五
％
、
町
七
八
・
五
％
、
村
六
二
・
O
％
）
。

　
　
②
体
育
協
会
の
事
務
所
所
在
地
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
に
あ
る
の
が
都
道
府
県
で
七
四
％
、
市
町
村
で
は
八
五
％
。

　
　
③
専
任
職
員
の
い
る
体
育
協
会
は
平
均
四
・
八
％
（
市
一
一
・
七
％
、
町
三
・
一
％
、
村
一
・
六
％
）

　
　
④
体
育
協
会
の
役
員
は
全
国
で
約
七
万
四
千
人
で
殆
ど
が
男
性
。

　
　
⑤
体
育
協
会
の
一
団
体
あ
た
り
の
年
間
総
経
費
は
平
均
、
都
道
府
県
一
、
三
二
七
万
円
、
市
八
四
万
円
、
町
三
〇
万
円
、
村
二
〇
万
円
。
そ
の
財
源

　
　
　
は
、
補
助
金
に
依
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
大
半
で
あ
る
。

　
　
⑥
会
員
の
明
確
な
体
育
協
会
は
平
均
で
二
〇
・
七
％
（
市
四
三
・
六
％
、
町
一
五
・
二
％
、
村
一
〇
二
二
％
）
。
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「スポーッ基本法」の研究（H）

　
こ
う
し
た
軋
蝶
は
、
日
本
体
育
協
会
に
は
相
当
の
圧
力
を
与
え
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の
調
査
が
開
始
さ
れ
た
頃
以
降
の
体

協
の
論
調
が
変
り
、
社
会
体
育
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
の
強
調
が
「
熱
気
」
を
帯
び
て
く
る
。

　
前
年
に
新
専
務
理
事
と
な
っ
た
青
木
半
治
は
一
九
七
〇
年
一
月
号
の
『
体
協
時
報
』
の
巻
頭
言
で
、
第
一
に
社
会
体
育
の
振
興
に
つ
い

て
触
れ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
意
思
表
示
を
し
た
。

　
　
「
今
後
こ
れ
（
社
会
体
育
振
興
－
内
海
）
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
、
本
会
お
よ
び
各
加
盟
団
体
が
な
に
を
志
向
し
、
い
か
な
る

　
施
策
を
も
つ
か
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
体
育
の
こ
れ
か
ら
の
発
展
と
消
長
に
、
長
期
に
わ
た
る
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
自
覚
の
上
に
た
っ
て
今
後
の
方
向
を
確
立
し
、
国
民
総
体
育
、
一
億
皆
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
道
筋
を
開
拓
し
よ
う
で
は
あ

　
　
　
　
（
6
）

　
り
ま
せ
ん
か
。
」

　
七
〇
年
四
月
二
七
日
に
は
理
事
会
内
に
設
置
さ
れ
た
「
委
員
会
機
構
検
討
小
委
員
会
（
委
員
長
栗
本
義
彦
）
」
の
第
一
回
会
合
が
持
た

れ
た
。
二
〇
回
を
数
え
る
会
合
で
は
、
体
協
の
事
業
と
し
て
、

　
ア
　
国
民
総
体
育
を
め
ざ
す
普
及
事
業

　
イ
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ア
ジ
ア
大
会
等
を
目
標
と
す
る
高
度
化
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
な
が
る
事
業

　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

の
二
本
柱
に
も
と
づ
き
、
J
O
C
の
在
り
方
、
副
会
長
制
の
採
用
、
評
議
員
の
定
数
の
変
更
等
大
き
な
改
革
案
を
提
示
し
た
。
そ
し
て
そ

の
一
環
に
「
国
民
体
育
振
興
委
員
会
」
も
含
ま
れ
て
い
た
。

　
以
降
、
体
協
は
こ
の
二
本
柱
を
基
本
方
針
と
し
て
標
榜
し
、
社
会
体
育
に
も
力
を
投
入
せ
ん
と
意
図
し
た
。
そ
の
た
め
七
二
年
三
月
二

九
日
、
体
協
講
堂
に
全
国
か
ら
七
八
名
の
委
員
の
参
加
を
得
て
「
国
民
体
育
振
興
全
国
会
議
」
を
開
催
し
た
。
委
員
と
は
競
技
団
体
、
地

方
団
体
の
代
表
か
ら
な
り
、
第
一
線
本
部
で
指
揮
を
と
っ
て
い
る
人
々
に
よ
る
盛
り
上
が
り
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
会
議
は
専
務
理
事
の
総
括
的
な
提
案
に
引
き
続
き
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
、
普
及
委
員
会
、
施
設
委
員
会
、
国
体
委
員
会
、
J
O
C
、
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こ
う
し
た
実
態
に
つ
い
て
、
各
方
面
か
ら
の
批
判
が
公
然
と
巻
き
起
こ
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
否
、
む
し
ろ
文
部
省
と
し
て
は

補
助
金
を
与
え
て
は
い
る
も
の
の
、
こ
れ
か
ら
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
社
会
体
育
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
の
施
策
に
と
っ
て
、
手
足
と
な
っ
て

動
い
て
く
れ
る
は
ず
の
頼
み
の
綱
と
な
る
体
育
協
会
の
実
態
で
は
心
も
と
な
い
こ
と
か
ら
、
調
査
の
意
図
と
し
て
そ
う
し
た
批
判
を
計
算

に
入
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
文
部
省
の
出
版
物
で
も
体
育
協
会
へ
の
批
判
が
公
然
と
掲
載
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
思
考
は
、

ス
ポ
ー
ッ
教
室
の
開
催
や
、
指
導
者
養
成
事
業
等
の
文
部
省
の
新
規
事
業
が
委
託
事
業
と
し
て
体
協
に
降
ろ
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
納

得
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
体
協
と
い
う
も
の
は
、
上
か
ら
作
ら
れ
た
団
体
な
ん
で
す
ね
。
”
根
な
し
草
〃
の
よ
う
な
も
の
な
ん
で
す
。
そ
れ
に
体
協
が
行
政
と
癒

着
し
て
い
て
、
社
会
体
育
1
1
体
協
の
行
事
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
会
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
せ
ず
に
、
大
会
と
か
一
日
行
事
的
な
活
動

が
体
協
の
し
ご
と
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
」
（
粂
野
）
。

　
「
体
協
は
果
た
し
て
社
会
体
育
を
推
進
す
る
母
体
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
…
…
」
（
高
田
）

　
「
財
源
に
つ
い
て
い
う
と
、
本
部
は
、
大
半
ギ
ャ
ン
ブ
ル
か
ら
も
ら
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
下
部
は
市
町
村
の
補
助
金
に
た
よ
っ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
経
済
面
で
独
立
す
る
基
盤
は
全
く
な
い
ん
で
す
。
」
「
市
町
村
の
理
事
は
県
の
理
事
に
、
県
の
理
事
は
中
央
の
理
事
に

と
い
う
よ
う
に
、
何
か
名
誉
欲
を
満
足
さ
せ
る
た
め
の
ポ
ス
ト
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
こ
の
体
質
が
改
め
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
、
社
会
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

育
を
推
進
す
る
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
ん
で
す
か
ら
ね
。
」
（
伊
東
）

　
「
教
育
委
員
会
に
人
が
い
な
い
ん
で
す
よ
。
ほ
ん
の
二
～
三
人
で
や
っ
て
る
わ
け
で
す
ね
。
　
一
六
万
人
の
市
の
体
育
行
政
を
二
～
三
人

で
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
金
は
一
応
つ
い
て
も
手
足
が
な
い
。
体
協
は
金
は
な
い
け
れ
ど
も
手
足
は
あ
る
。
そ
こ
で
行
政
と
体
協
の
癒

着
が
起
こ
る
。
市
の
社
会
体
育
の
方
向
と
い
う
も
の
が
、
体
協
と
行
政
の
話
し
合
い
で
出
て
く
る
。
す
る
と
体
協
は
体
協
的
な
要
求
を
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

る
。
そ
れ
で
は
市
民
と
結
び
つ
か
な
い
。
」
（
武
笠
）
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校
長
が
泣
い
た

あ
な
た
は
そ
れ
を
知
ら
な
い

知
ら
な
い
あ
な
た
は

僕
た
ち
を
見
て
何
を
思
う

（
1
）
埼
玉
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
編
『
埼
玉
国
体
白
書
－
教
育
現
場
か
ら
の
報
告
　
』
労
働
旬
報
社
、
一
九
六
八
年
。

尚
、
国
体
が
二
巡
目
を
迎
え
た
京
都
府
民
は
国
体
の
民
主
的
改
革
を
展
望
し
た
方
針
を
提
起
し
た
。
京
都
自
治
体
問
題
研
究
所
編
『
国
体
1
こ
れ
で

　
い
い
の
か
、
二
巡
目
京
都
か
ら
の
提
言
1
』
か
も
が
わ
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、
一
九
八
八
年
。
こ
の
詳
細
は
、
第
五
期
で
触
れ
よ
う
。

「スポーッ基本法」の研究（皿）

　
⑥
地
域
ス
ポ
ー
ツ
と
体
協

　
体
協
は
こ
れ
ま
で
も
社
会
体
育
の
振
興
に
対
し
て
、
一
九
五
三
年
五
月
二
〇
日
に
社
会
体
育
審
議
会
を
設
置
し
た
が
た
い
し
た
活
動
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

せ
ず
に
五
九
年
九
月
の
寄
附
行
為
改
正
で
廃
止
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
機
会
あ
る
ご
と
に
社
会
体
育
振
興
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
の
重
要
さ
に

は
言
及
し
な
が
ら
も
、
実
際
は
大
し
た
こ
と
は
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
否
、
む
し
ろ
体
協
の
い
う
普
及
と
は
「
競
技
力
向
上
の
た
め
の
底

　
　
（
2
）

辺
手
段
論
」
の
水
準
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
体
協
の
持
つ
構
造
的
な
欠
陥
は
地
方
レ
ベ
ル
に
い
た
る
ま
で
に
内
蔵
し
た
の

で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
背
景
も
あ
り
、
六
九
年
七
～
八
月
に
行
わ
れ
た
文
部
省
の
「
社
会
体
育
実
態
調
査
」
（
七
〇
年
三
月
公
表
）
は
、
体
協
（
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

体
協
か
ら
地
域
体
協
ま
で
含
め
て
）
が
国
民
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
は
力
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
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僕
た
ち
は

旅
行
を
失
い

授
業
を
奪
わ
れ

ク
ラ
ブ
を
乱
さ
れ

貧
血
で
倒
れ
た

僕
た
ち
は

あ
な
た
の
拍
手
も
い
ら
な
い

微
笑
も
い
ら
な
い

こ
れ
を
行
う
理
由

そ
れ
が
欲
し
い

僕
た
ち
に
わ
か
る
答
え
が
欲
し
い

あ
な
た
が
そ
こ
に
す
わ
る
一
ト
月
前

雨
の
降
る
土
曜
の
午
後

集
会
が
開
か
れ

激
論
が
か
わ
さ
れ
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「スポーッ基本法」の研究（H）

　
　
い
こ
と
。

イ
　
「
埼
玉
国
体
」
に
か
か
わ
る
高
校
生
の
行
動
に
は
自
衛
隊
を
関
係
さ
せ
な
い
こ
と
。

ウ
　
「
埼
玉
国
体
」
を
理
由
に
、
県
・
公
立
高
等
学
校
に
お
い
て
「
君
が
代
」
「
日
の
丸
」
を
強
制
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

　
工
　
県
・
公
立
高
等
学
校
の
行
事
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
職
員
会
議
に
よ
る
民
主
的
な
決
定
を
尊
重
す
る
こ

　
　
と
。

　
オ
　
「
埼
玉
国
体
」
に
か
か
る
一
切
の
経
費
は
、
生
徒
・
職
員
並
び
に
各
校
に
お
け
る
後
援
会
な
ど
の
国
体
会
計
に
負
担
さ
せ
て
は
な

　
　
ら
な
い
こ
と
。

し
か
し
実
態
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
国
体
成
功
の
目
標
の
前
に
す
べ
て
が
犠
牲
に
さ
れ
た
。

次
の
詩
は
国
体
の
開
会
式
と
閉
会
式
を
彩
る
た
め
に
一
年
半
に
わ
た
っ
て
す
べ
て
の
体
育
時
間
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
時
間
や
放
課
後
ま

で
来
る
日
も
来
る
日
も
マ
ス
・
ゲ
ー
ム
練
習
に
駆
り
立
て
ら
れ
た
あ
る
高
校
生
の
も
の
で
あ
る
。

ロ
イ
ヤ
ル
ボ
ッ
ク
ス
に

す
わ
っ
て
い
る

あ
な
た
は

僕
た
ち
を
見
て

何
を
思
っ
て
い
る

こ
の
一
四
分
間
の
た
め
に
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衛
隊
を
含
む
実
行
委
員
会
を
構
成
し
、
さ
ら
に
「
教
育
正
常
化
」
を
利
用
し
教
職
員
組
合
を
弾
圧
し
な
が
ら
、
総
合
優
勝
を
遂
げ
た
。

　
こ
う
し
て
国
体
は
ま
す
ま
す
国
民
、
県
民
か
ら
は
遠
ざ
か
り
な
が
ら
、
一
方
で
は
上
か
ら
の
統
合
化
が
強
力
に
進
め
ら
れ
た
。
そ
う
し

た
問
題
点
を
体
系
的
に
纏
め
た
の
が
埼
玉
国
体
（
第
二
二
回
、
一
九
六
七
年
）
に
お
け
る
『
埼
玉
国
体
白
書
　
　
教
育
現
場
か
ら
の
報
告

（
－
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
』
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
大
き
く
三
つ
の
視
点
か
ら
問
題
点
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
問
題
点
の
殆
ど
が
す
で
に
現
れ
て
お
り

そ
の
概
略
を
見
て
お
こ
う
。

　
第
一
は
「
国
体
は
教
育
を
破
壊
し
た
」
。
天
皇
杯
獲
得
へ
の
国
体
非
常
時
体
制
に
よ
っ
て
選
手
強
化
対
策
が
強
行
さ
れ
、
中
学
校
か
ら

高
校
へ
の
ス
カ
ウ
ト
、
ジ
プ
シ
ー
教
員
の
急
増
、
「
選
手
生
産
高
校
」
の
出
現
等
。
ま
た
マ
ス
・
ゲ
ー
ム
は
授
業
に
支
障
を
来
た
し
、
学

校
諸
行
事
が
そ
れ
に
従
属
さ
せ
ら
れ
る
。
ま
た
教
師
や
生
徒
の
動
員
や
経
費
負
担
も
度
重
な
る
寄
付
集
め
と
と
も
に
大
き
な
負
担
と
な
っ

た
。　
第
二
は
「
う
え
か
ら
の
思
想
動
員
」
に
国
体
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
日
の
丸
・
君
が
代
の
強
制
、
天
皇
．
皇
族
の
県
内
訪
問
、
目
衛
隊

の
運
営
委
員
会
へ
の
参
加
等
、
六
八
年
一
〇
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
明
治
百
年
祭
と
結
合
し
た
、
「
県
民
運
動
」
の
展
開
で
あ
る
。

　
そ
し
て
第
三
は
「
破
壊
さ
れ
る
県
民
生
活
」
で
あ
る
。
埼
玉
国
体
は
開
催
経
費
が
関
連
事
業
費
を
含
め
た
国
体
史
上
初
め
て
一
〇
〇
億

円
を
越
え
た
大
会
で
あ
る
。
関
連
事
業
費
と
は
す
で
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
見
た
よ
う
に
産
業
界
の
利
潤
対
象
と
な
る
土
木
建
築
の
建

設
で
あ
る
。
当
時
、
埼
玉
県
の
財
政
力
は
全
国
で
第
八
位
、
知
事
の
月
給
は
第
二
位
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
校
教
育
費
は
全
日
制
は
第
三

〇
位
、
定
時
制
は
第
三
八
位
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
県
民
負
担
に
よ
る
国
体
で
あ
っ
た
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
県
教
職
員
組
合
を
中
心
と
し
た
反
対
運
動
が
高
揚
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
埼
玉
県
高
校
教
職
員
組

合
が
県
教
育
委
員
会
に
申
し
入
れ
た
次
の
五
点
に
焦
点
化
さ
れ
た
。

　
ア
　
「
埼
玉
国
体
」
の
た
め
に
、
県
・
公
立
高
等
学
校
の
正
常
な
授
業
を
阻
害
し
た
り
、
高
校
生
に
過
重
な
負
担
を
強
い
て
は
な
ら
な
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（
1
）

た
。
し
た
が
っ
て
ウ
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成
の
み
が
重
点
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
も
国
際
大
会
は
幾
度
か
開
催
さ
れ
た
。
六
六
年
第
五
回
ア
ジ
ア
大
会
（
バ
ン
コ
ク
）
、
六
八
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
メ

キ
シ
コ
）
、
七
〇
年
第
六
回
ア
ジ
ア
大
会
（
バ
ン
コ
ク
）
、
七
二
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
）
、
そ
し
て
七
二
年
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
札
幌
大
会
へ
向
け
て
、
莫
大
な
費
用
が
要
請
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
後
の
「
財
政
」
で
み
る
よ
う
に
、
外
部
へ
の
依
存
の
強
化
で
あ
っ

た
。

　
（
1
）
　
『
日
本
体
育
協
会
七
十
五
年
史
』
一
五
四
頁
。

「スポーッ基本法」の研究（H）

　
⑥
国
民
体
育
大
会

　
国
民
体
育
大
会
（
国
体
）
が
、
日
本
体
育
協
会
の
存
在
根
拠
（
レ
ー
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
誕
生
の
経
緯
で
あ
る
第

一
期
で
述
べ
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
若
干
の
民
主
的
発
展
の
芽
も
あ
っ
た
が
、
「
国
体
護
持
派
」
に
よ
る
日
の
丸
・
君
が
代
の
復
活
、
天

皇
の
参
加
等
が
強
行
さ
れ
て
き
た
。
と
は
言
え
、
終
戦
直
後
の
物
資
、
文
化
の
乏
し
い
時
代
に
あ
っ
て
は
、
国
体
が
国
民
の
享
受
す
る
数

少
な
い
ス
ポ
ー
ツ
行
事
で
あ
り
、
一
定
の
支
持
も
得
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
四
〇
～
五
〇
年
代
に
お
け
る
幾
度
か
の
開
催
危
機
は
あ
っ
た
が
、
六
〇
年
度
の
高
度
経
済
成
長
と
と
も
に
そ
の
開
催
が
派
手

に
な
り
、
し
か
も
六
〇
年
代
を
通
じ
て
の
軍
国
主
義
復
活
化
の
過
程
で
、
天
皇
賛
美
が
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
た
。
今
日
言
わ
れ
る
「
国
民

の
た
め
の
国
体
か
、
天
皇
の
た
め
の
国
体
か
」
と
い
う
問
い
に
み
ら
れ
る
逆
転
の
実
質
は
こ
の
六
〇
年
代
に
起
き
た
と
も
言
え
よ
う
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
年
の
一
九
六
四
年
に
行
わ
れ
た
新
潟
国
体
（
第
一
九
回
）
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ジ
プ
シ
ー
選
手
（
教
員
）
」

に
よ
っ
て
、
開
催
県
と
し
て
初
め
て
総
合
優
勝
を
遂
げ
た
。
こ
れ
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
が
「
開
催
国
の
ホ
ス
ト
と
し
て
勝
つ
こ

と
が
礼
儀
で
あ
る
」
と
そ
の
尻
を
叩
か
れ
た
こ
と
の
地
域
版
で
あ
っ
た
。
続
く
岐
阜
国
体
（
第
二
〇
回
）
で
は
、
知
事
を
長
と
し
て
、
自
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主
な
目
的
①
体
力
と
技
術
の
融
合
②
重
点
的
英
才
教
育
の
実
施
③
東
京
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
の
実
力
評
価
④
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
．
セ
ン

　
　
　
タ
ー
の
確
保
　
⑤
健
康
管
理
の
実
施

　
一
九
六
四
年
度
　
仕
上
げ
期

　
　
主
な
目
標
　
①
臨
戦
態
勢
の
確
立
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手
団
結
成
準
備
　
②
仕
上
げ
期
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施
　
③
健
康
管
理
の
実
施

（
2
）
　
関
春
南
「
戦
後
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
体
制
の
確
立
1
」
『
経
済
学
研
究
』
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
、
　
一
九
七
〇
年
、
二

　
二
三
頁
。

（
3
）
　
内
海
和
雄
『
が
ん
ば
れ
ス
ポ
ー
ッ
少
年
』
新
日
本
出
版
社
、
一
九
八
七
年
。

（62）

　
㈱
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
「
反
省
」

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
強
化
策
本
部
の
遺
産
と
成
果
を
継
承
し
、
わ
が
国
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
競
技
者
群
の
い
っ
そ
う
の
強
化
と
国

民
体
力
の
向
上
と
ス
ポ
！
ツ
底
辺
の
拡
大
を
は
か
る
こ
と
も
含
め
て
、
体
協
内
に
「
競
技
力
向
上
委
員
会
」
が
新
設
さ
れ
た
（
六
五
年
四

月
）
。
日
本
自
転
車
振
興
会
と
日
本
小
型
自
動
車
振
興
会
等
公
営
企
業
団
体
か
ら
の
補
助
金
を
財
源
に
し
て
、
次
の
五
つ
の
小
委
員
会
を

構
成
し
た
。

オエウイア
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
委
員
会
（
強
化
合
宿
）

国
際
交
流
委
員
会
（
国
際
交
流
）

コ
ー
チ
研
修
委
員
会
（
指
導
者
養
成
）

普
及
委
員
会
（
普
及
）

施
設
委
員
会
（
施
設
整
備
）

こ
の
体
制
は
七
〇
年
度
ま
で
継
続
し
た
が
、
ア
イ
は
当
初
配
分
で
終
了
し
、
エ
オ
は
七
〇
年
代
以
降
ま
で
大
し
た
活
動
も
な
く
経
過
し



「スポーッ基本法」の研究（H）

し
た
。

　
歴
史
上
、
子
ど
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
き
わ
め
て
現
代
の
こ
と
で
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
は
主
要
に
は
戦
後
の
教

育
改
革
に
お
け
る
学
校
体
育
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
地
域
の
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
の
組
織
化
は
ほ
と
ん
ど
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
に

な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
高
度
経
済
成
長
下
で
の
子
ど
も
の
遊
び
（
時
間
・
仲
間
・
広
場
・
文
化
）
の
消
失
が
指
摘
さ
れ
始
め
て
い
た
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

か
で
、
子
ど
も
の
た
め
に
そ
し
て
主
要
に
は
大
人
目
身
の
た
め
に
子
ど
も
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
が
組
織
さ
れ
て
い
っ
た
。
全
国
一
一
地
区
に

青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
、
諸
外
国
と
の
交
流
な
ど
、
活
動
も
活
発
で
あ
る
。
ま
た
指
導
員
養
成
も
重
視
さ
れ
て
き
た
。

一
九
八
五
年
段
階
で
は
団
数
二
九
、
四
九
〇
、
団
員
数
一
、
〇
九
五
、
六
七
三
名
、
指
導
者
数
一
二
七
、
六
五
一
名
の
組
織
に
拡
大
し
た
。

当
然
こ
の
背
後
に
は
自
治
体
に
お
け
る
諸
奨
励
策
の
支
え
が
あ
っ
た
。

　
し
か
し
こ
う
し
た
拡
大
の
一
方
で
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
競
技
力
の
相
対
的
な
低
下
の
中
、
こ
の
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
が
そ
う
し
た
選
手
養
成

の
予
備
軍
化
し
、
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
の
加
熱
現
象
の
震
源
地
と
な
っ
て
い
る
の
も
各
地
で
の
実
態
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
日
本
体
育
協
会
『
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
強
化
対
策
本
部
報
告
書
』
一
九
六
五
年
、
四
九
頁
。

　
　
一
九
六
〇
年
度
　
第
一
次
基
礎
準
備
期

　
　
　
主
な
目
的
　
①
本
部
組
織
機
構
の
確
立
　
②
コ
ー
チ
制
度
の
設
置
　
③
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
ド
ク
タ
ー
の
配
置
　
④
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
の
基
礎
固

　
　
　
　
め
　
⑤
一
般
的
強
化
と
新
人
の
発
掘

　
　
一
九
六
一
年
度
　
第
二
次
基
礎
準
備
期

　
　
　
主
な
目
的
①
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
思
想
の
確
立
②
か
ら
だ
づ
く
り
の
展
開
③
国
際
交
流
の
実
施
④
立
地
条
件
の
整
備

　
　
一
九
六
二
年
度
　
第
一
次
本
格
的
強
化
活
動
期

　
　
　
主
な
目
的
　
①
か
ら
だ
づ
く
り
の
積
極
的
実
施
　
②
海
外
事
情
の
調
査
　
③
精
神
教
育
の
実
施
④
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
器
具
、
用
具
の
整
備

　
　
一
九
六
三
年
度
　
第
二
次
本
格
的
強
化
活
動
期
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り
、
金
メ
ダ
ル
一
五
を
目
標
に
総
額
二
〇
億
六
三
〇
〇
万
円
の
費
用
を
強
化
事
業
に
投
入
し
た
。

　
本
部
で
は
全
国
的
な
支
援
体
制
を
整
備
す
る
た
め
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
強
化
全
国
協
議
会
を
設
け
、
さ
ら
に
本
部
活
動
に
対
し

側
面
援
助
を
行
う
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
強
化
特
別
委
員
会
（
委
員
長
・
東
俊
郎
）
」
を
設
置
し
た
。
そ
し
て
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ロ

ク
大
会
選
手
強
化
に
関
す
る
白
書
」
を
作
成
し
、
「
選
手
強
化
五
ヵ
年
計
画
」
を
策
定
し
た
。

　
こ
の
選
手
強
化
事
業
は
そ
の
殆
ど
が
体
協
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
た
め
、
体
協
の
活
動
と
し
て
は
六
〇
年
代
前
半
は
国
内
的
に
は
国
民
体

育
大
会
の
実
施
を
除
け
ば
、
そ
の
全
勢
力
が
こ
の
五
力
年
計
画
に
沿
っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
中
心
に
投
入
さ
れ
た
。

　
現
代
ス
ポ
ー
ツ
は
科
学
戦
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
通
り
、
日
本
に
お
い
て
も
「
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
委
員
会
」
が
結
成
さ
れ
、
上
記
の
選

手
強
化
の
一
端
を
担
っ
た
が
、
こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
科
学
（
特
に
自
然
科
学
分
野
）
の
発
展
は
そ
の
後
の
国
民
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
の
基
礎

と
し
て
も
役
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
「
ホ
ス
ト
国
」
と
し
て
の
意
気
込
み
は
、
そ
う
し
た
科
学
性
を
超
越
し
て
、
非
合
理
主
義
の
温
床
と
も
な
っ
た
。
つ
ま
り
、

勝
利
こ
そ
第
一
と
し
、
敢
え
て
医
学
上
、
人
道
上
の
常
軌
を
逸
し
た
猛
練
習
で
『
お
れ
に
つ
い
て
こ
い
』
、
『
成
せ
ば
な
る
』
と
豪
語
し
た

大
松
博
文
や
、
根
性
の
な
い
選
手
の
頭
を
『
剃
る
ぞ
！
』
と
脅
し
た
八
田
一
郎
な
ど
の
猛
烈
ぶ
り
も
ま
た
、
選
手
像
と
し
て
強
調
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

一
般
社
会
に
も
浸
透
し
た
。
こ
れ
ら
の
背
景
に
は
当
時
の
産
業
界
に
お
け
る
「
猛
烈
社
員
」
形
成
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
も
需
要
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
六
〇
年
代
前
半
に
は
「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
組
織
化
の
動
き
は
六
〇
年
六
月
に
体
協
が
呼
び
掛
け
た
「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
青
少
年
運
動
推
進
懇
談
会
」
に
始
ま
る
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
第
八
条
で
も
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
は
強
調
さ
れ
・
こ
う
し

て
六
二
年
六
月
二
三
日
に
体
協
の
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
会
場
で
発
足
し
た
。
そ
の
初
年
度
末
の
六
三
年
三
月
一
一
＝
日
現
在
、
登
録
団

数
一
七
三
で
、
そ
の
年
の
七
月
に
は
二
〇
〇
〇
団
体
を
組
織
し
て
第
一
回
ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会
を
御
殿
場
の
国
立
中
央
青
年
の
家
で
開
催

（60）



「スポーッ基本法」の研究（H）

に
な
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
施
設
建
設
地
問
題
の
中
で
、
米
軍
の
旧
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ッ
跡
地
の
一
角
を
提
供
さ
れ
、
そ
の
事
務
所
を

御
茶
ノ
水
か
ら
移
転
し
た
（
一
九
六
四
年
七
月
）
。
こ
れ
が
現
在
の
岸
記
念
体
育
館
で
あ
る
。
移
転
に
併
う
一
〇
億
円
の
利
潤
は
基
金
と

し
て
運
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
さ
て
、
日
本
体
育
協
会
の
主
要
な
活
動
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
柱
と
す
る
国
際
的
活
動
と
国
民
体
育
大
会
を
柱
と
す
る
国
内
活
動
の
二
本

柱
で
あ
る
。
特
に
後
者
に
関
し
て
は
、
選
手
強
化
（
高
度
化
）
と
普
及
（
大
衆
化
）
と
い
う
旗
を
掲
げ
て
は
き
た
が
、
現
実
に
は
「
大
衆

化
」
は
殆
ど
不
履
行
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
の
不
履
行
は
一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ヘ
向
け
た
体
制
の
中
で
さ
ら
に
進
行
し
た
。

ま
た
そ
の
過
程
で
、
財
源
を
こ
れ
ま
で
の
国
庫
補
助
金
、
公
営
ギ
ャ
ン
プ
ル
ヘ
の
依
存
か
ら
、
さ
ら
に
財
界
に
も
依
存
す
る
と
い
う
「
従

属
路
線
」
を
遭
進
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
、
そ
の
「
反
省
」
に
よ
る
選
手
強
化
策
が
強
め
ら
れ
な
が
ら
六
〇
年
代

は
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
。

　
し
か
し
一
方
で
は
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
が
高
揚
し
、
そ
う
し
た
背
景
の
下
に
、
保
健
体
育
審
議
会
は
答
申
「
体
育
．
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
振
興
に
関
す
る
基
本
方
策
に
つ
い
て
」
の
準
備
過
程
で
、
　
一
九
六
九
年
七
～
八
月
に
か
け
て
全
国
的
な
「
社
会
体
育
実
態
調
査
」
を

行
っ
た
。
こ
の
調
査
結
果
は
先
述
し
た
よ
う
に
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
体
育
協
会
の
実
態
に
つ
い
て
も
、
地
域
住
民
か
ら
は
掛
け
離
れ
た
厳

し
い
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。
文
部
省
と
の
関
係
に
お
い
て
こ
れ
は
大
き
な
圧
力
と
な
り
、
危
機
感
を
抱
い
た
体
協
幹
部
は
、
よ
う
や
く

国
民
・
地
域
住
民
一
般
に
も
目
を
向
け
よ
う
と
し
始
め
た
と
い
う
の
が
、
こ
の
第
三
期
末
の
体
協
の
基
本
的
特
徴
で
あ
る
。
以
下
、
六
〇

年
代
の
体
協
を
概
観
す
る
。

ω
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ヘ
向
け
て
（
競
技
力
向
上
）

J
O
C
は
一
九
六
〇
年
一
月
一
八
日
に
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
強
化
策
本
部
」
を
設
置
し
六
〇
～
六
五
年
の
六
会
計
年
度
に
わ
た

（59）



年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
は
ス
ポ
ー
ツ
の
占
め
る
位
置
は
急
速
に
高
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
ス
ポ
！
ツ
法
制
、
ス
ポ
ー
ツ
行

政
が
急
激
に
発
展
し
た
時
期
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ス
ポ
ー
ッ
振
興
法
は
、
予
算
提
案
権
を
持
た
な
い
議
員
立
法
と
い
う
制
約

を
持
っ
て
は
い
た
が
、
そ
れ
が
客
観
的
に
持
っ
た
ス
ポ
ー
ッ
振
興
の
側
面
は
、
情
勢
の
熟
す
る
中
で
諸
要
求
の
法
的
な
根
拠
と
し
て
大
き

な
支
え
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
七
〇
年
代
は
多
方
面
か
ら
の
要
求
、
「
思
い
」
が
一
致
し
、
い
わ
ば
「
平
和
的
」
に
結
合
さ
れ
て
推
進
さ

れ
た
。
そ
れ
が
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
不
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
七
〇
年
代
後
半
に
施
設
建
設
が
相
対
的
に
は
前
進
し
た
要
因
で
あ
っ

た
。　

こ
れ
ら
を
法
制
上
か
ら
み
れ
ば
、
結
果
的
に
せ
よ
公
共
施
設
重
視
、
そ
れ
に
よ
る
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
享
受
の
具
体
的
保
障
を
、
そ
し
て

ス
ポ
ー
ツ
権
の
発
展
を
支
え
る
具
体
的
、
物
質
的
基
盤
を
形
成
し
た
。
続
く
第
四
期
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
・
保
体
審
答
申
路
線
の
多
方
面

へ
の
影
響
が
中
心
的
な
論
点
と
な
ろ
う
。

　
尚
、
こ
の
第
三
期
で
は
引
き
続
き
こ
の
時
期
の
特
徴
を
形
成
し
た
日
本
体
育
協
会
他
の
動
向
、
自
衛
隊
と
ス
ポ
ー
ツ
、
そ
し
て
国
民
ス

ポ
ー
ツ
運
動
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
（
1
）
　
こ
う
し
た
規
定
関
係
は
菅
原
礼
「
保
体
審
答
申
（
中
間
報
告
）
の
内
容
を
検
討
す
る
」
『
体
育
科
教
育
』
一
九
七
一
年
九
月
、
二
二
頁
。
そ
の

　
　
他
当
時
の
文
部
省
関
係
者
等
か
ら
の
文
書
で
明
記
さ
れ
て
い
る
。

（58）

三
　
日
本
体
育
協
会
他

1
　
日
本
体
育
協
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
の
第
六
条

（
国
民
体
育
大
会
）
で
、
日
本
体
育
協
会
は
そ
の
組
織
名
が
明
記
さ
れ
、
「
国
家
」
的
認
知
を
得
る
こ
と



　
　
こ
れ
は
第
二
二
回
日
本
体
育
学
会
（
七
一
年
一
一
月
）
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
五
大
政
党
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ッ
政
策
を
聞
く
会
」
で
の
模
様
を
基
盤

と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
編
集
部
で
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
「
誤
解
の
な
い
よ
う
に
い
っ
て
お
く
が
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
特
定
の
政
党

を
非
難
し
、
特
定
の
政
党
を
ほ
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
し
か
し
、
以
上
の
政
策
か
ら
み
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
真
に
国
民
体

力
の
向
上
を
願
い
、
考
え
て
い
る
の
は
、
ど
う
や
ら
共
産
党
以
外
に
な
さ
そ
う
だ
。
」
（
七
頁
）

（
3
）
川
本
信
正
「
こ
れ
か
ら
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
り
方
」
『
健
康
と
体
力
』
一
九
七
三
年
三
月
、
臨
時
増
刊
号
。

（
4
）
　
「
座
談
会
・
保
健
体
育
審
議
会
の
中
間
報
告
を
め
ぐ
っ
て
」
石
川
（
文
部
省
体
育
局
体
育
課
長
）
発
言
。
『
健
康
と
体
力
』
一
九
七
一
年
九
月
、

　
九
頁
。
石
川
は
ま
た
別
の
と
こ
ろ
で
も
同
じ
論
理
を
展
開
し
て
い
る
。
石
川
「
わ
が
国
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
拡
充
」
『
文
部
時

　
報
』
第
一
一
三
〇
号
、
一
九
七
一
年
八
月
、
三
五
頁
。

（
5
）
　
内
海
和
雄
『
ス
ポ
ー
ツ
の
公
共
性
と
主
体
形
成
』
不
昧
堂
出
版
、
一
九
八
九
年
。

「スポーッ基本法」の研究（H）

⑤
ス
ポ
ー
ツ
と
法

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
の
制
定
後
、
国
及
び
自
治
体
に
お
い
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ヘ
向
け
た
条
件
整
備
が
図
ら
れ
た
。
文
部
省
で
は
六
二
年
度

よ
り
「
ス
ポ
ー
ッ
教
室
育
成
補
助
」
を
開
始
し
た
り
、
自
治
体
に
お
い
て
は
体
育
指
導
委
員
の
増
員
等
、
さ
ら
に
体
育
協
会
設
置
の
増
加

等
が
推
進
さ
れ
た
が
、
現
実
に
は
そ
れ
ら
を
含
め
て
殆
ど
の
自
治
体
で
は
国
民
体
育
大
会
等
と
の
関
わ
り
で
専
ら
選
手
中
心
の
施
策
が
重

点
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
世
紀
の
祭
典
」
の
後
、
そ
の
熱
も
醒
め
つ
つ
あ
る
頃
、
国
民
、
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
が
徐
々
に
表
面
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

し
て
き
た
。
こ
の
中
で
、
ス
ポ
！
ツ
振
興
法
に
依
拠
し
な
が
ら
七
二
年
答
申
が
提
起
さ
れ
た
。
そ
れ
は
施
設
建
設
ば
か
り
で
は
な
く
、
ス

ポ
ー
ツ
行
政
組
織
の
確
立
も
強
調
し
、
そ
れ
以
後
の
行
政
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ッ
部
局
の
確
立
に
大
き
な
刺
激
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
て
六
〇
年
代
に
お
け
る
各
自
治
体
で
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
に
よ
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
施
策
に
一
定
の
法
的
根
拠

を
得
て
、
さ
ら
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
拍
車
を
掛
け
ら
れ
、
七
二
年
答
申
で
条
件
整
備
の
根
拠
を
提
起
さ
れ
た
。
こ
の
意
味
で
は
六
〇
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の
後
ろ
向
き
行
政
の
一
端
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
こ
の
答
申
が
提
起
し
た
施
策
に
対
し
て
、
そ
の
財
源
や
具
体
的
実
行
案
に
対
す
る
心
配
は
あ
っ
て
も
、
案
そ
れ
自
体
へ
の

反
応
は
極
め
て
積
極
的
な
も
の
が
大
勢
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
答
申
の
持
っ
た
客
観
的
意
義
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
内
外
へ
の
影
響
は
計
り
知
れ
な
く
大
き
か
っ
た
。
特
に
後
者
に
つ
い

て
は
次
期
の
検
討
の
主
要
な
内
容
と
な
る
が
、
そ
う
し
た
基
盤
の
理
念
を
こ
の
答
申
は
提
示
し
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
先
に
述
べ
た
川

本
の
発
言
に
集
約
さ
れ
て
い
る
が
、
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
権
利
（
ス
ポ
ー
ツ
権
）
の
物
質
的
基
盤
を
形
成
し
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
六
一
年
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
が
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
参
加
の
自
由
権
を
保
障
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
七
二
年
答
申
は
そ
の
自

由
権
を
具
体
化
す
る
た
め
の
社
会
的
保
障
（
社
会
権
）
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
ス
ポ
ー
ツ
が
単
に
個
々
人
の
営
み
で
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

社
会
的
な
営
為
で
あ
る
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
公
共
性
の
観
念
が
も
は
や
一
般
的
な
通
念
と
し
て
承
認
さ
れ
る
こ
と
を
告
げ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
以
降
、
ス
ポ
ー
ツ
は
、
特
に
自
治
体
に
お
い
て
、
地
域
政
治
の
緊
張
関
係
の
中
に
あ
り
な
が
ら
も
、
全
般
的
に
大
き
く
発
展
し
て

い
っ
た
。

　
さ
て
、
答
申
の
客
観
的
意
義
の
第
二
は
、
各
自
治
体
に
お
け
る
施
策
を
為
す
上
で
の
整
備
基
準
を
具
体
的
に
提
示
し
た
こ
と
に
あ
る
。

こ
れ
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
し
て
自
治
体
で
は
行
政
の
努
力
目
標
が
出
来
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
諸
々
の
力
関
係
で
動
く
政
治
・
行

政
の
中
に
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
非
力
な
教
育
・
福
祉
分
野
の
政
策
推
進
上
の
「
御
墨
付
き
」
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
事
は
か
つ
て
の
ス
ポ
ー
ッ
振
興
法
に
お
い
て
も
い
え
て
た
こ
と
で
あ
る
が
、
今
回
は
そ
れ
以
上
で
あ
っ
た
。

　
（
1
）
　
川
本
信
正
「
中
間
報
告
に
対
す
る
世
論
の
反
応
」
「
健
康
と
体
力
』
一
九
七
一
年
九
月
。

　
（
2
）
　
『
体
協
時
報
』
第
二
二
五
号
、
一
九
七
二
年
五
月
号
で
は
、
編
集
部
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
「
日
本
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
政
策
ー
「
五
大
政
党
の

　
　
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
政
策
』
を
中
心
に
ー
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
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「スポーッ基本法」の研究（皿）

年
代
以
降
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
上
決
定
的
な
意
義
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
今
後
の
本
研
究
に
お
け
る
第
四
、
五
期
の
中
で
検
討
す

る
。
こ
こ
で
は
こ
の
答
申
の
意
義
を
め
ぐ
る
二
つ
の
意
見
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
最
初
は
、
こ
の
答
申
作
成
の
小
委
員
会
の
委
員
長
で
あ
り
、
ま
さ
に
こ
の
答
申
の
「
直
接
的
責
任
者
」
で
あ
る
川
本
信
正
の
意
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

で
あ
る
。
川
本
は
中
間
報
告
に
対
す
る
世
論
の
反
応
を
纏
め
た
。
こ
こ
で
は
各
新
聞
社
の
反
応
と
同
時
に
、
政
党
で
は
唯
一
見
解
を
公
表

　
　
　
　
　
（
2
）

し
た
日
本
共
産
党
と
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
か
ら
は
新
日
本
体
育
連
盟
の
見
解
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
し
て
川
本
は
中
間
報
告
の
特
徴
を
次
の

三
点
に
ま
と
め
て
い
る
。

　
ア
　
従
来
の
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
が
選
手
中
心
の
競
技
会
ス
ポ
ー
ツ
に
偏
向
し
て
い
た
こ
と
に
率
直
な
反
省
を
示
し
、
そ
こ
か
ら
ス

　
　
ポ
ー
ツ
振
興
の
新
し
い
方
策
を
導
き
出
し
て
い
る
こ
と
。

　
イ
　
地
域
社
会
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
適
応
す
る
施
設
の
基
準
を
示
し
た
こ
と
。

　
ウ
　
こ
れ
ら
の
施
設
を
拠
点
に
、
市
民
の
自
発
的
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
、
目
主
的
・
民
主
的
に
進
め
ら
れ
る
構
想
を
明
ら
か
に
し
て
い

　
　
る
こ
と
。

　
そ
し
て
こ
れ
ら
を
支
え
る
思
想
と
し
て
、
一
九
七
三
年
が
「
福
祉
元
年
」
と
し
て
叫
ば
れ
て
い
る
こ
と
と
関
わ
ら
せ
な
が
ら
、
ス
ポ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ツ
が
福
祉
政
策
の
一
環
で
あ
り
、
国
民
の
「
ス
ポ
ー
ツ
す
る
権
利
の
保
障
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
川
本
の
把
握
、
位
置
付
け
が
歴
史
の
発
展
方
向
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
次
の
も
の
は
や
や
卑
屈
な
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
答
申
を
必
要
と
す
る
背
景
に
「
公
害
を
乗
り
越
え
て
い
く
体
力
が
ほ
し
い
」
と
す
る
要
求
を
見
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
当
時
の
背
景
は
、
六
七
年
六
月
の
新
潟
水
俣
病
訴
訟
を
は
じ
め
と
す
る
い
わ
ゆ
る
四
大
公
害
裁
判
が
提
訴
さ
れ
、
七
一
年
六
月
に

は
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
訴
訟
に
お
け
る
原
告
勝
訴
を
皮
き
り
に
、
そ
し
て
す
べ
て
原
告
勝
訴
へ
続
く
時
期
で
あ
っ

た
。
教
科
書
に
お
け
る
「
公
害
の
な
い
と
こ
ろ
に
住
み
ま
し
ょ
う
」
等
の
記
述
へ
の
世
論
の
批
判
も
出
始
め
て
い
た
頃
で
あ
り
、
文
部
省
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し
て
、
こ
れ
だ
け
の
施
設
は
一
人
文
部
省
だ
け
で
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
関
連
す
る
省
庁
の
足
並
み
が
前
提
と
な
ら
ざ
る
を
得
な

　
　
　
　
　
（
4
）

い
か
ら
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
『
日
本
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状
』
（
一
九
六
四
年
三
月
）
に
は
戦
後
の
整
備
基
準
案
が
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
答
申
の
直
接
的
な
源
流
は
、
六
一

　
　
年
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
に
お
け
る
（
施
策
の
方
針
）
第
三
条
、
（
計
画
の
策
定
）
第
四
条
、
（
施
設
の
整
備
）
第
十
二
条
等
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
六

　
　
一
年
九
月
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
の
基
準
等
の
諮
問
に
対
し
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
等
に
つ
い
て
の
答
申
は
あ
っ
た
が
、
施
設
設
置
基
準
に
つ

　
　
い
て
は
答
申
が
な
か
っ
た
。
そ
し
て
六
四
年
の
諮
問
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す
る
基
本
計
画
に
つ
い
て
」
に
対
し
て
は
｝
定
の
案
が
中
間
報
告
と
し

　
　
て
提
案
さ
れ
た
が
、
最
終
答
申
が
出
さ
れ
ず
、
結
局
は
あ
や
ふ
や
な
ま
ま
に
流
さ
れ
た
形
と
な
っ
た
。
そ
し
て
今
回
に
至
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
（
2
）
　
し
た
が
っ
て
こ
の
推
定
と
算
定
は
次
の
二
点
で
問
題
と
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
第
一
は
、
一
九
八
五
年
段
階
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の

　
　
推
定
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
の
後
の
歴
史
の
中
で
、
こ
の
数
値
の
予
測
が
変
動
す
れ
ば
（
特
に
一
九
八
三
年
段
階
で
）
、
施
設
数
の
算
定
も
変
更
し
な

　
　
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
二
は
一
コ
マ
の
人
数
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
指
導
法
や
そ
の
時
々
の
施
設
の
運
営
法
に
よ
っ
て
変
化
す
る
も

　
　
の
で
あ
る
が
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
や
や
多
め
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
も
そ
の
後
の
実
態
の
中
で
「
適
正
人
数
」
の
点
か
ら
再
検
討

　
　
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
基
準
が
提
起
し
た
内
容
は
多
大
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
そ
の
後
の
進
展
状
況
が
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ

　
　
う
o

　
（
3
）
　
岩
瀬
孝
「
保
体
審
答
申
（
中
間
報
告
）
と
行
政
の
壁
」
『
体
育
科
教
育
』
一
九
七
一
年
九
月
、
二
七
頁
。

　
（
4
）
　
し
か
し
同
右
、
岩
瀬
に
よ
れ
ば
、
文
部
省
は
他
省
庁
と
の
足
並
み
よ
り
も
、
独
断
専
行
的
に
突
破
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
は
行

　
　
政
の
「
縄
張
り
争
い
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

（54）

②
答
申
の
意
義

答
申
の
内
容
は
当
時
の
社
会
の
総
体
的
な
反
映
で
あ
る
が
、

こ
の
答
申
が
提
起
し
た
施
設
建
設
の
整
備
基
準
は
そ
の
後
、
つ
ま
り
七
〇



（
口
）
潔
感
e
「
超
粁
期
碁
ー
％
K
」

表7　1週間あたりの種目別推定スポーッ人口（人口10万人につき）と施設数

18歳以上の社
における推定スポーツ人口

人日10万人の都市におけるスポーッ人口に必要な施設数の計算　　　　　（中，高校生は，1週2回行なうものとする．　　　　　制．会人は週1同行なうものとする．） 昭和60年まで
整備すべき施
数

運
動
広
場

野　　　球
　フ　　ト

ッカー
　　　上
（小　計）

　960
580

290

生　徒　　1343×2回≒2600
会人　　　　　　≒1800 10，000m以上

　6　　　　　　　　4400
400÷750人（1コマ75人x10コマ）；5．86≒6．0

コ
ー
ト

バレーボール

　　ニ　　ス

（小　計）

1，030

640

生徒　　1520×2回≒3000
会人　　　　　　　≒1700

　　10
ートが4面とれる

さ（9×4面言36面）　　　　　　　　4700
700÷500人（4面50人×10コマ）＝9。4≒10

体
育
館

卓　　　球バドミントン

スケッ　ト

　　　　操
（小　計）

　830
390
150

90

生　徒　　1509×2回≒3000
会人　　　　　　　≒1500 5
　　　　　　　　4500
500人≒900人（1コマ60人×15コマ）＝5．0

柔
剣
道
場

柔　　　　道

　　　　道

（小　計）

190

00

生　徒　510人×2回≒1000人
会人　　　　　　≒300人 1
　　　　　　　　1300人
300人÷（60人×15コマ）≒L44≒1

プ　　ー　　ル 圃
慧1158人×2回：llll（麟1欄職纏轡乞）

4
　　　　　　　　9770
800÷1190（1コマ70人×17コマ）＝4．04≒4．0

計 12，800

庄　コマは施設の時間帯による使用1目1数

出典＝同前　37頁

（
。
っ
ゆ
）



表6人口10万人の都市におけるスポーツ人口

種　　　　　目 実施年令の
　　　囲

人口10万人の都市における

対象年令人口 推定スポー
人口

現在のスポーツ人口

運
動
広
場

野　　　　　球
　フ　ト　ボール

18～49歳

8～49

※24万人
2
．
4

960人
80

528

36

体
育
館

卓　　　　　球
　ド　ミ　ン　ト　ン

スケットボール

　操　競　技

18～49

8～49
8～39
8～29

4．9

．9

．8

．2

830

90

50

0

784

96

6
4
4コ

ー
ト

バレーボール
　　　ニ　　　ス

18～49

8～49

4．9

．9

1，030

40

490

96

競
技
場
陸　上　競　技 18～49

4
．
9 290 196

柔
剣
道
場

柔　　　　　道
　　　　　　道

18～49

8～49

※2．4
2
．
4

190

00

96

8
プ
ー
ル
水　　　　　泳 18～59

5
．
7

7，470 5，358

計

人口に10万都市における18歳以上の比数

67，100人

12，720

象年令人口に
する比率194

8，318

象年令人口に
する比率拡4

（注）※は男　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）水泳を除くと7，9←→4．5

出典＝石川智亮「わが国における体育・スポーッ施設の整備拡充一諸外国との対比において一」『文部時報』

第1130号，1971年8月，36頁

　
こ
の
基
準
に
基
づ
き
文
部
省
が
試
算
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
今
後
一
五
年
間
に
三
一
、
5
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

四
八
二
ヵ
所
が
整
備
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

建
築
費
だ
け
で
四
、
四
四
五
億
円
、
土
地
購

入
費
、
設
備
費
な
ど
を
見
込
む
と
、
実
に
八
、

　
　
　
　
　
　
（
3
）

六
三
五
億
円
に
達
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
答
申
は
、
先
の
施
策
項
目
に
あ
っ

た
よ
う
に
、
体
育
協
会
に
限
ら
な
い
ス
ポ
ー

ツ
団
体
へ
の
援
助
、
研
究
体
制
の
確
立
等
に

つ
い
て
も
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
施
設
建
設

に
お
け
る
資
金
の
問
題
、
さ
ら
に
は
「
関
係

省
庁
の
協
力
体
制
の
確
立
」
項
目
に
見
る
よ

う
に
関
係
省
庁
の
相
互
協
力
等
に
つ
い
て
も

触
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
答
申
の
大
胆

な
提
案
自
体
が
、
「
新
全
国
総
合
開
発
計
画
」

（一

六
九
年
）
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
各
省

庁
の
個
別
な
観
光
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
計

画
と
の
呼
応
関
係
の
上
に
可
能
で
あ
り
、
そ



推
定
ス
ポ
ー
ツ
人
口
を
割
り
出
し
た
。

こ
れ
が
表
6
で
あ
る
。
こ
の
人
口
に
つ
い
て
は
次
の
三
点
が
考
慮
さ
れ
た
。

　
ア
　
小
学
校
児
童
は
原
則
と
し
て
小
学
校
の
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
で
算
定
か
ら
除
外
。

　
イ
　
中
学
校
・
高
等
学
校
の
運
動
ク
ラ
ブ
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
施
設
を
利
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
中
学
校
・
高
等
学
校
の
非
ク
ラ
ブ
員
は
一
般
社
会

準基
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
と
み
な
し
、
一
週
問
二
回
利
用
す
る
こ
と
を
前
提

備

「スポーッ基本法」の研究（H）

表5　日常生活圏域における体育・スポーツ施設の整

プ
屋内運動場 屋外運動場 施

設
1
ル 柔剣道場i体育館 コートi運動広場 規口

ル○水
㎡面

道○床i館0床場㎡面i　㎡面 1六面i運○面トO積i動O積

一
一　の積 一　の積1一　の積 二　㎡一i一広○一 万
か　プ四
　i　O
か柔二iか体七
剣O　i所育二

か　の”か場㎡○
　コ五i所　の’

人

ル○水 道○床i館○床 10面1　運○面
㎡面 場㎡面i　㎡面 ト○積i動○積 三

二　の積
　プ四

　10

一　の積
二　の積か柔三iか体七所剣O　i所育二

四　㎡二 二広○一
　の罵か場㎡○
　コニi所　の’

万
人

ルO水 道○床i館○床 10面i運O面
　　㎡面
　の積

　場㎡面i　㎡面一　の積i三　の積 　トO積i動○積六　㎡二i三広○一 五
万

か　プ四 か柔三iか体七 か　の’：か場㎡O 人
所　10 所剣O　i所育二 所　コニi所　の’

ルO水 道O床i館○床 1四面i運○面
一　　㎡面

　の積か　プ四

　I　O

　場㎡面1　㎡面一　の積1五　の積か柔四1か体七所剣O　i所育二

一ト○積i動O積
㎡二i六広○一
　の”か場㎡O
　コ八i所　の’

○
万
人

出典＝「体育スポーッ総覧5』文部省体育局体育課監修，ぎょうせ

（庄）　この表の面積は，実際に運動を行なう場所の面積

　
　
に
日
曜
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
時
間
帯
を
勘
案
し
て
計

　
　
算
す
る
。

　
こ
の
施
設
を
利
用
す
る
主
た
る
人
口
の
一
九
八
五
年
の

推
定
値
は
、
中
・
高
校
生
六
四
九
万
人
、
一
般
社
会
人
は

八
六
四
万
人
（
一
二
・
九
％
）
か
ら
一
、
五
四
五
万
人

（一

・
一
％
）
に
伸
び
る
と
想
定
し
て
計
二
、
三
〇
〇

万
人
と
考
え
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
推
定
ス
ポ
ー
ツ
人
口
（
十
万
人
に
占
め
る
）

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
回
転
率
（
一
日
の
コ
マ
数
x
一

コ
マ
参
加
数
）
を
基
礎
に
し
て
算
定
さ
れ
た
の
が
必
要
施

　
　
　
　
（
2
）

設
数
で
あ
る
（
表
7
）
。
こ
う
し
て
先
の
表
5
の
よ
う
な

施
設
の
整
備
基
準
と
な
っ
た
。

（51）



の
手
直
し
は
若
干
の
も
の
で
あ
っ
た
。
マ
ス
コ
ミ
を
含
め
て
の
影
響
は
む
し
ろ
中
間
報
告
に
顕
著
で
あ
っ
た
。

　
答
申
は
、
そ
の
参
考
資
料
の
量
と
質
か
ら
分
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
学
問
的
な
粋
を
結
集
し
て
作
成
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
国
民
の
健
康
（
疾
病
）
状
況
、
体
力
状
況
、
生
活
時
間
や
自
由
時
間
の
実
態
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
施
設
等
の
実
態
、
さ
ら

に
諸
外
国
の
動
向
も
踏
ま
え
ら
れ
た
。

　
具
体
的
な
施
策
の
提
案
は
次
の
七
項
目
に
纏
め
ら
れ
た
。

　
　
　
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

　
　
　
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
参
加
の
推
進

　
　
　
体
育
．
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
の
養
成
・
確
保
と
指
導
体
制
の
確
立

　
　
　
学
校
体
育
の
充
実

　
　
　
研
究
体
制
の
整
備

　
　
　
資
金
の
確
保
と
そ
の
運
用

　
　
　
関
係
省
庁
の
協
力
体
制
の
確
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

基
礎
に
し
て
、
こ
の
他
に
今
後
や
っ
て
み
た
い
も
の
の
三
分
の
一
は
施
設
が
あ
れ
ば
加
入
す
る
と
し
て
一
五
年
後
の
一
九
八
五
年
段
階
の

　
ア

　
イ
　
ウ

　
エ
　
オ
　
カ
　
キ

　
以
上
の
中
で
も
中
心
は
施
設
整
備
で
あ
り
、
そ
の
整
備
基
準
が
具
体
的
に
提
案
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
施
設
整
備
基
準
に
つ
い
て

は
こ
れ
ま
で
も
何
度
か
提
案
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
の
都
度
曖
味
に
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
回
、
現
状
の
競

技
人
口
を
基
準
に
、
今
後
予
想
さ
れ
る
人
口
を
勘
案
し
て
表
5
の
よ
う
な
「
日
常
生
活
圏
域
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ッ
施
設
の
整
備
基

準
」
が
提
案
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
必
要
施
設
数
の
算
定
は
、
種
目
ご
と
の
現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
人
口
（
一
九
七
〇
年
総
理
府
の
「
ス
ポ
ー
ツ
の
世
論
調
査
」
）
を

（50）



「スポーッ基本法」の研究（n）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

が
ら
、
「
第
一
に
公
共
施
設
の
不
備
、
と
く
に
日
常
生
活
圏
に
お
け
る
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
貧
困
」
と
い
う
当
時
の
社
会
的
要
因
も
注
目
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
国
民
全
般
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
向
上
が
、
施
設
不
足
を
い
っ
そ
う
深
刻
な
も
の
と
さ
せ
、
施
設
建
設
の
必
要
性
を
増
幅
し

て
い
た
。

　
（
1
）
　
渡
辺
義
行
「
日
本
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ッ
大
衆
化
へ
の
道
程
」
『
教
育
医
学
』
第
三
一
巻
四
号
、
一
九
八
六
年
三
月
。
渡
辺
は
こ
こ
で
、
「
東
京
オ

　
　
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
の
大
衆
化
に
対
し
て
然
し
た
る
影
響
は
与
え
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
二
七
頁
）
。

　
（
2
）
　
日
本
体
育
協
会
第
一
七
回
理
事
会
（
一
九
六
九
年
一
二
月
三
日
）
に
は
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
前
田
副
会
長
よ
り
、
朝
日
新
聞
社
と
の
共

　
　
催
、
協
賛
に
民
間
会
社
二
社
の
協
力
を
得
て
、
国
内
の
推
定
競
技
大
口
三
〇
万
人
と
い
わ
れ
る
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
の
全
国
大
会
を
東
京
に
お
い
て
開

　
　
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
社
会
体
育
振
興
の
立
場
か
ら
本
会
後
援
名
儀
の
使
用
承
認
題
い
が
出
さ
れ
た
。

　
　
　
ま
た
、
後
援
に
つ
い
て
は
文
部
省
に
も
打
診
中
で
あ
る
旨
報
告
さ
れ
た
。
そ
こ
で
文
部
省
と
し
て
は
、
「
民
間
会
社
が
協
賛
す
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
に
文
部
省
が
後
援
名
儀
を
与
え
た
こ
と
は
前
例
に
な
い
が
、
前
向
き
の
姿
勢
で
極
力
後
援
で
き
る
よ
う
省
内
で
検
討
中
で
あ
る
」
と
の
発
言
が
文
部

　
　
省
早
川
ス
ポ
ー
ツ
課
長
か
ら
な
さ
れ
た
。
（
第
一
七
回
理
事
会
議
事
録
）

　
　
　
こ
こ
に
は
す
で
に
コ
マ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
の
影
が
見
え
始
め
て
い
る
。
結
局
、
体
協
と
し
て
も
企
業
の
宣
伝
は
表
に
出
さ
な
い
と
い
う
条
件
で
承
認

　
　
す
る
が
、
そ
の
後
企
業
側
が
こ
の
約
束
に
反
し
、
ト
ラ
ブ
ル
と
な
っ
た
。

　
　
（
3
）
　
石
川
弘
義
編
『
余
暇
の
戦
後
史
』
東
京
書
籍
、
一
九
七
九
年
、
一
二
四
頁
。

　
　
（
4
）
　
同
前
、
＝
一
三
頁
。

㈲
七
二
年
答
申
の
内
容
と
意
義

①
答
申
の
内
容

中
間
報
告
（
七
一
年
六
月
一
九
日
）

以
降
、
関
係
諸
機
関
の
意
向
を
聞
い
て
本
答
申
（
七
二
年
一
二
月
二
〇
日
）
が
出
さ
れ
た
が
、
そ

（49）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
一
九
五
五
年
頃
か
ら
六
〇
年
代
を
経
て
七
二
年
あ
た
り
は
戦
後
日
本
の
中
で
も
ス
ポ
ー
ツ
人
口
が
急
激
に
増
加
し
た
時
期
で
あ
る
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
こ
う
し
た
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
を
「
す
る
」
要
求
と
結
合
し
た
「
見
る
」
要
求
に
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
特
に
テ
レ
ビ
の
普
及
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
普
及
度
合
を
見
る
と
六
〇
年
に
は
全
世
帯
の
ほ
ぼ
五
〇
％
で
あ
っ
た
も
の

が
、
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ヘ
向
け
て
八
O
％
台
に
上
昇
し
、
七
〇
年
に
は
九
〇
％
近
く
に
な
っ
た
。
見
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の

大
阪
万
国
博
は
約
半
年
間
（
一
九
七
〇
）
に
六
四
二
一
一
万
人
を
集
め
た
。

　
特
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
推
進
と
関
わ
っ
て
、
勤
労
大
衆
の
立
場
か
ら
そ
の
在
る
べ
き
ス
ポ
ー
ツ
像
、
ス
ポ
ー
ツ
組
織
像
の
模
索
が

行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
「
新
日
本
体
育
連
盟
」
や
「
日
本
労
働
者
ス
ポ
ー
ッ
協
会
」
等
の
発
足
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し

た
独
自
な
組
織
結
成
と
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
、
既
存
の
組
織
内
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
に
は
無
い
社
会
階
層
の
組
織
化
が
進
ん
だ
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
典
型
的
な
も
の
が
一
九
七
〇
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
は
家
庭
の
中
に
閉

じ
込
め
ら
れ
て
い
た
こ
の
人
々
が
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
後
す
る
「
東
洋
の
魔
女
」
”
日
紡
貝
塚
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
活
躍
に

発
奮
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
根
底
に
は
、
高
度
経
済
成
長
下
で
の
都
市
化
と
大
量
消
費
社
会
化
の
も
と
で
の
レ
ジ
ャ
ー
・
ブ
ー

ム
の
到
来
が
あ
っ
た
。
「
倹
約
は
美
徳
」
か
ら
「
消
費
は
美
徳
」
、
「
余
暇
善
用
論
」
へ
と
、
国
家
・
企
業
が
こ
ぞ
っ
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

転
換
を
促
進
し
た
。

　
「
六
〇
年
代
の
レ
ジ
ャ
ー
市
場
を
リ
ー
ド
し
た
も
の
は
宿
泊
、
旅
行
を
含
め
た
観
光
と
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
含
め
た
ス
ポ
ー
ツ
レ
ジ
ャ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

と
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
が
御
三
家
で
あ
っ
た
」
。
特
に
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
い
え
ば
、
六
〇
年
に
は
全
国
に
ニ
セ
ン
タ
ー
、
三
ニ
レ
ー
ン
で

あ
っ
た
も
の
が
、
十
年
後
の
六
九
年
に
は
九
九
八
セ
ン
タ
ー
、
二
万
三
〇
ニ
レ
ー
ン
と
な
り
、
頂
点
の
七
二
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
三
、
O
O

O
セ
ン
タ
ー
、
十
二
万
レ
ー
ン
を
越
え
て
い
た
。
こ
の
伸
長
の
要
因
に
は
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
そ
れ
自
体
の
快
適
さ
、
手
軽
さ
も
さ
る
こ
と
な

（48）



「スポーッ基本法」の研究（H）

　
中
間
報
告
、
答
申
に
対
し
て
影
響
を
与
え
た
の
は
、
国
内
の
政
治
経
済
的
背
景
、
そ
し
て
「
社
会
体
育
実
態
調
査
」
ば
か
り
で
は
な
い
。

諸
外
国
、
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
の
ス
ポ
ー
ッ
政
策
、
特
に
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
設
置
基
準
は
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

　
「
種
あ
か
し
し
て
し
ま
え
ば
、
た
し
か
に
イ
ギ
リ
ス
の
『
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
』
で
す
け
れ
ど
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ま
ね
し
た
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
人
口
を
い
っ
た
い
ど
う
考
え
る
か
」
を
前
提
と
し
て
、
「
必
要
施
設
数
は
現
在
の
客
観
的

な
需
要
と
言
う
も
の
の
算
定
の
上
に
、
組
た
て
」
た
の
で
あ
る
。

　
既
に
六
八
年
三
月
に
は
文
部
省
体
育
局
か
ら
『
外
国
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状
』
が
発
行
さ
れ
、
海
外
の
動
向
が
紹
介
さ
れ

て
い
た
。
一
九
六
〇
年
以
降
一
五
年
計
画
で
約
五
六
〇
〇
億
円
を
投
じ
て
ス
ポ
ー
ッ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
建
設
せ
ん
と
し
た
西

ド
イ
ッ
の
「
ゴ
…
ル
デ
ン
・
プ
ラ
ン
」
や
、
一
九
六
八
年
の
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
に
よ
る
「
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
」
計
画
、
そ
し
て
一
九
六
一
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
「
ス
ポ
ー
ツ
協
会
体
育
施
設
五
ヵ
年
計

　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

画
」
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
米
国
の
実
態
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
諸
外
国
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
実
態
、
そ
こ
に
お
け
る
施
設
建
設
基
準
の
考
え
方
、
試
算
方
法
な
ど
も
ま
た
、
具

体
的
な
形
で
答
申
を
支
え
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
「
座
談
会
・
保
健
体
育
審
議
会
の
中
間
報
告
を
め
ぐ
っ
て
」
江
橋
慎
四
郎
発
言
、
『
健
康
と
体
力
』
一
九
七
一
年
九
月
、
一
一
頁
。

　
（
2
）
　
石
川
智
亮
「
わ
が
国
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
拡
充
－
諸
外
国
と
の
対
比
に
お
い
て
ー
」
『
文
部
時
報
』
第
二
三
〇
号
、
　
一

　
　
九
七
一
年
八
月
。

　
（
3
）
江
橋
慎
四
郎
「
諸
外
国
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ッ
の
振
興
計
画
」
『
健
康
と
体
力
』
一
九
七
三
年
三
月
号
臨
時
増
刊
。

（47）

④
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
発
展



根
拠
を
引
き
出
す
た
め
に
な
さ
れ
た
と
も
言
え
る
。
と
同
時
に
、
文
部
省
の
推
進
し
よ
う
と
す
る
社
会
体
育
の
手
足
と
な
る
べ
き
体
育
協

会
の
再
編
、
活
性
化
を
も
含
ん
で
い
た
。

　
（
1
）
　
そ
れ
ぞ
れ
の
回
収
数
（
回
収
率
）
は
、
三
、
二
六
四
（
九
八
・
六
％
）
、
三
八
、
一
四
七
（
九
一
・
七
％
）
、
七
一
八
（
七
九
・
三
％
）
、
一
六
、

　
　
九
一
〇
（
四
九
・
九
％
）
で
あ
る
。
「
社
会
体
育
実
態
調
査
』
文
部
省
体
育
局
、
一
九
七
〇
年
三
月
。

　
（
2
）
　
「
座
談
会
・
社
会
体
育
の
現
状
を
語
る
1
社
会
体
育
実
態
調
査
結
果
か
ら
ー
」
松
島
茂
善
発
言
『
健
康
と
体
力
』
一
九
七
〇
年
七
月
、
一
四
頁
。

　
（
3
）
　
石
川
智
亮
「
わ
が
国
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
拡
充
－
諸
外
国
と
の
対
比
に
お
い
て
ー
」
『
文
部
時
報
』
第
一
一
三
〇
号
、
　
一

　
　
九
七
一
年
八
月
、
三
五
頁
。
中
間
報
告
と
本
答
申
は
、
対
人
口
比
で
の
施
設
建
設
基
準
が
注
目
さ
れ
、
公
共
と
民
間
と
の
比
率
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん

　
　
ど
触
れ
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
来
る
が
、
こ
の
比
率
の
意
味
す
る
も
の
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
そ
の
後
の
施
策
の
性
格
を
判
断
す
る
上
で
の
一
つ
の
基

　
　
準
と
な
ろ
う
。
因
み
に
、
そ
の
後
の
比
率
は
表
の
通
り
で
あ
る
。

営非事公
利営業共
施利所施
設施　　設
設

一
九

一　　五二 七

一六八五 一

四五 （
予

六四〇〇 想
）

一　　四三 一
七六四二 九

七

五一四 五

一　　三三 一
六七七八 九
O　　　　　　D　　　　　O　　　　　9 八

五四八四 O

二一二四 一
〇二二五 九

八

三四　　三 五

三二　　二 二
八三九九 ○O
八 ○

　
　
数
字
は
％
。
資
料
は
「
ス
ポ
ー
ツ
産
業
研
究
会
報
告
ー
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ョ
ン
a
ー
」
『
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
』
　
一
九
九
〇
年
一
一
月
、
四

　
七
頁
、
図
2
よ
り
試
算
。

（
4
）
　
こ
れ
以
降
、
体
育
協
会
へ
の
風
当
り
は
強
く
、
こ
う
し
た
調
査
と
世
論
に
押
さ
れ
て
、
日
本
体
育
協
会
は
七
一
年
四
月
か
ら
は

　
重
視
を
打
ち
出
さ
ざ
る
得
な
か
っ
た
。
詳
細
は
後
述
す
る
。

「
社
会
体
育
」

（46）

③
国
際
的
動
向



「スポーツ基本法」の研究（H）

設
置
者
別

学校体育

　設

小中高）

大学・高専

育施設

国公私立）

公共社会

育施設

事業所の

育施設

民間の非

利施設
営利施設 計

施設数

％

101，672

68．6）

5，720

3．9）

10，193

6．9）

23，768

16．1）

2，522

L7）

4，184

2．8）

148，059

100．0）

　
b
体
育
施
設
の
開
放
状
況
に
つ
い
て

　
開
放
状
況
は
、
昼
間
、
夜
間
そ
れ
ぞ
れ
に
七
二
・
七
％
と
二
九
・
七
％
で
あ
る
。
し
か
し
内
実
は
「
と
き
た

ま
」
（
一
週
間
に
一
日
以
下
）
が
四
八
％
で
最
も
多
い
。
開
放
に
必
要
な
組
織
を
設
け
て
計
画
的
に
開
放
し
て
い

る
学
校
は
八
％
程
度
に
す
ぎ
ず
、
大
部
分
は
、
学
校
長
の
責
任
と
な
っ
て
い
る
（
七
六
％
）
。

　
c
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
つ
い
て

　
市
町
村
に
お
け
る
体
育
協
会
の
設
置
状
況
は
市
（
九
九
・
五
％
）
、
町
（
七
八
・
五
％
）
、
村
（
六
二
％
）
で
あ

り
、
全
国
の
市
町
村
の
約
八
割
が
組
織
し
て
い
る
。
体
育
協
会
の
事
務
所
が
教
育
委
員
会
に
有
る
の
が
都
道
府
県

七
四
％
、
市
町
村
八
五
％
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
会
員
が
明
確
な
体
育
協
会
は
全
体
の
約
二
一
％
し
か
な
く
、
八
○
％
は
曖
昧
な
組
織
で
あ
る
。
し

か
も
財
政
面
か
ら
見
る
と
、
都
道
府
県
、
市
町
村
と
も
に
自
治
体
か
ら
の
補
助
金
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
言
わ
ば
寄

　
　
　
　
　
　
（
4
）

生
的
な
実
態
で
あ
る
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
。

　
d
社
会
体
育
行
政
に
つ
い
て

　
市
町
村
に
お
け
る
体
育
課
ま
た
は
保
健
体
育
課
の
あ
る
と
こ
ろ
は
五
％
で
あ
る
。
無
い
場
合
の
社
会
体
育
主
管

課
は
市
の
場
合
社
会
教
育
課
（
八
O
％
）
、
町
村
で
は
教
育
委
員
会
（
五
〇
％
）
で
あ
る
。
社
会
体
育
担
当
職
員

は
全
国
で
約
五
千
人
で
一
地
方
公
共
団
体
あ
た
り
平
均
都
道
府
県
八
・
一
人
、
市
町
村
一
・
四
人
で
あ
る
。
市
町

村
に
お
け
る
社
会
体
育
の
行
事
は
各
種
競
技
会
な
ど
の
一
日
行
事
が
多
い
。
最
後
に
、
市
町
村
に
お
い
て
ス
ポ
ー

ツ
振
興
計
画
を
持
っ
て
い
る
の
は
約
三
二
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
本
調
査
は
公
共
施
設
、
施
策
の
不
十
分
さ
を
明
確
化
し
、
公
共
的
施
策
の

（45）



林
野
庁
、

　
（
1
）

　
　
頁
。

　
（
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

運
輸
省
等
へ
も
資
料
を
配
布
し
、
意
見
や
要
望
事
項
を
聴
取
し
て
若
干
の
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。

「
座
談
会
．
保
健
体
育
審
議
会
の
中
間
報
告
を
め
ぐ
っ
て
」
文
部
省
体
育
局
西
村
勝
己
審
議
官
発
言
、
『
健
康
と
体
力
』

一
九
七
一
年
九
月
、

粂
野
豊
「
関
係
省
庁
に
お
け
る
コ
、
・
・
ユ
ニ
テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
計
画
」
『
健
康
と
体
力
』
一
九
七
三
年
九
月
号
、
三
五
頁
。

ノ～

（44）

　
②
「
社
会
体
育
実
態
調
査
」
（
七
〇
年
三
月
）

　
こ
の
調
査
は
、
「
急
激
な
社
会
変
化
に
即
し
て
、
わ
が
国
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ッ
振
興
の
基
本
方
策
を
樹
立
す
る
に
必
要
な
基
礎
的
資
料

を
う
る
」
事
を
目
的
に
し
て
、
全
国
の
す
べ
て
の
市
区
町
村
、
学
校
、
大
学
、
高
専
、
事
業
所
（
百
人
以
上
）
へ
の
調
査
票
に
よ
る
も
の

　
　
（
－
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

で
あ
る
。
ま
さ
に
文
部
省
は
じ
ま
っ
て
以
来
の
大
が
か
り
な
調
査
で
あ
っ
た
。

　
調
査
内
容
と
結
果
の
概
要
は
以
下
の
よ
う
な
四
項
目
で
あ
る
。

　
a
体
育
施
設
に
つ
い
て

　
わ
が
国
の
体
育
施
設
は
、
総
数
に
し
て
約
一
五
万
で
あ
る
。
そ
の
実
情
は
、
圧
倒
的
に
学
校
施
設
が
占
め
、
公
共
の
社
会
体
育
施
設
は

約
七
％
に
し
か
過
ぎ
な
い
。

　
こ
の
内
、
現
有
の
社
会
体
育
施
設
だ
け
の
設
置
者
別
パ
ー
セ
ン
ト
を
み
る
と
、
事
業
所
五
八
％
、
公
共
団
体
二
五
％
、
民
間
の
非
営
利

六
％
、
営
利
施
設
一
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
文
部
省
と
し
て
は
「
少
な
く
と
も
将
来
像
と
し
て
は
、
共
団
体
五
〇
％
、
事
業
外
四
〇
％
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

民
間
の
非
営
利
四
％
、
営
利
施
設
六
％
ぐ
ら
い
が
妥
当
と
想
像
さ
れ
る
。
」
と
し
て
、
公
共
の
体
育
施
設
の
建
設
を
最
重
点
に
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
こ
の
基
本
理
念
の
下
に
答
申
は
作
成
さ
れ
た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
施
設
に
お
け
る
規
模
、
夜
間
照
明
、
指
導
者
の

有
無
も
き
わ
め
て
貧
弱
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。



「スポーッ基本法」の研究（H）

け
る
競
技
力
向
上
の
為
に
、
ま
た
競
技
団
体
か
ら
の
強
い
要
請
も
あ
り
、
若
年
層
か
ら
の
選
手
養
成
上
の
障
害
で
あ
っ
た
学
徒
の
対
外
競

技
基
準
の
緩
和
策
を
保
健
体
育
審
議
会
に
諮
問
し
た
（
一
九
六
七
年
七
月
八
日
）
。
委
員
会
は
こ
れ
に
基
づ
き
審
議
を
始
め
た
が
、
「
生
徒

の
参
加
す
る
運
動
競
技
を
学
校
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
一
般
社
会
生
活
の
場
に
お
い
て
さ
ら
に
活
発
に
す
る
と
い
っ
て
も
、
社
会
の
側

に
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
側
の
体
制
が
で
き
て
い
な
い
で
は
な
い
か
。
指
導
者
も
い
な
け
れ
ば
、
施
設
も
不
足
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
中
で

単
に
対
外
競
技
の
基
準
を
改
正
し
て
も
、
花
だ
け
咲
い
て
実
が
な
ら
な
い
。
実
行
が
あ
が
ら
な
い
と
い
う
議
論
が
審
議
会
の
中
で
起
こ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
基
本
方
策
に
つ
い
て
諮
問
し
た
わ
け
で
す
。
」
こ
う
し
て
、
六
八

年
九
月
三
〇
日
に
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
の
基
本
方
策
に
つ
い
て
」
が
追
加
諮
問
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
審
議
会
は
こ
の
時

「
義
務
教
育
諸
学
校
等
に
お
け
る
学
校
給
食
の
改
善
充
実
方
策
に
つ
い
て
」
（
諮
問
六
四
年
一
二
月
一
〇
日
、
答
申
七
〇
年
二
月
二
八
日
）

も
抱
え
て
い
た
。
さ
ら
に
、
六
八
年
の
諮
問
時
に
は
「
児
童
生
徒
等
の
健
康
の
保
持
増
進
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
」
も
同
時
諮
問
と
い

う
ラ
ッ
シ
ュ
振
り
で
あ
っ
た
。

　
審
議
会
で
は
と
り
あ
え
ず
「
学
徒
の
対
外
運
動
競
技
の
基
準
の
改
善
に
つ
い
て
」
（
六
九
年
六
月
二
四
日
）
答
申
し
た
。
と
同
時
に
、

こ
の
間
の
審
議
の
中
で
、
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
実
情
に
関
す
る
資
料
が
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
六
九
年
七
、
八
月
に
「
社
会
体
育
実
態
調
査
」

を
行
っ
た
。
審
議
会
で
は
七
〇
年
に
学
校
体
育
・
社
会
体
育
合
同
分
科
委
員
会
小
委
員
会
（
川
本
信
正
委
員
長
）
を
設
け
、
こ
の
基
礎
資

料
を
活
用
し
な
が
ら
翌
七
一
年
五
月
ま
で
に
三
一
回
に
わ
た
る
審
議
（
時
に
は
週
二
回
、
場
合
に
よ
っ
て
は
深
夜
ま
で
、
合
同
分
科
会
九

回
）
を
経
、
六
月
一
九
日
の
審
議
会
総
会
で
了
承
を
得
て
、
中
間
報
告
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
関
す
る
基
本
方
策
に
つ
い

て
」
と
し
て
発
表
し
た
。

　
本
答
申
は
関
係
各
方
面
の
意
向
を
聴
取
し
て
そ
の
年
七
一
年
の
秋
に
予
定
し
て
い
た
が
、
結
局
は
七
二
年
一
二
月
二
〇
日
に
な
っ
た
。

そ
の
間
前
後
数
回
に
わ
た
り
、
関
係
省
庁
、
特
に
自
治
省
、
建
設
省
、
厚
生
省
、
労
働
省
、
通
産
省
、
総
理
府
、
経
済
企
画
庁
、
環
境
庁
、
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以
上
の
よ
う
に
産
業
か
ら
の
要
請
と
国
家
主
義
的
な
精
神
主
義
か
ら
な
る
体
力
つ
く
り
運
動
は
、
政
府
一
一
省
庁
に
跨
が
っ
て
運
営
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
後
、
各
省
庁
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
な
健
康
・
体
力
政
策
つ
ま
り
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
政
策
を
推
進
し
始
め
た
。

　
（
1
）
　
井
上
一
男
「
学
校
体
育
制
度
史
　
増
補
版
』
大
修
館
書
店
、
一
九
七
〇
年
、
二
二
〇
頁
。

（42）

　
③
第
十
一
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
札
幌
）

　
一
九
六
四
年
の
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
の
成
功
は
、
J
O
C
委
員
を
は
じ
め
各
競
技
団
体
に
対
し
て
も
好
印
象
を
与
え
、
そ
の

影
響
も
あ
っ
て
、
一
九
六
六
年
四
月
二
六
日
、
七
二
年
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
地
が
札
幌
に
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
国
民
の

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
関
心
を
一
段
と
高
め
た
。
政
府
で
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
、
こ
れ
も
成
功
裡
に
終
了

し
た
。

　
そ
し
て
こ
こ
で
目
立
っ
た
の
は
自
衛
隊
の
役
割
で
あ
っ
た
。
雪
や
物
資
、
人
間
の
大
量
輸
送
や
通
信
な
ど
は
ま
す
ま
す
大
規
模
に
な
り
、

自
衛
隊
の
占
め
る
位
置
は
、
夏
季
大
会
以
上
の
も
の
と
な
っ
た
。

　
⑬
保
健
体
育
審
議
会
の
経
緯
と
背
景

　
以
上
の
よ
う
な
背
景
が
、
七
二
年
の
保
健
体
育
審
議
会
答
申
を
取
り
巻
き
、
そ
れ
と
の
影
響
関
係
を
保
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
答
申
を
め

ぐ
る
審
議
会
の
経
過
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

　
①
諮
問
（
六
八
年
九
月
三
〇
日
）
の
背
景
と
経
過

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
、
文
部
省
で
は
産
業
界
か
ら
の
体
力
つ
く
り
に
呼
応
し
た
施
策
を
強
調
す
る
一
方
、
相
対
的
に
低
下
傾
向
を
続



「スポーッ基本法」の研究（H）

　
　
わ
が
国
民
の
健
康
・
体
力
は
、
年
を
追
っ
て
改
善
の
方
向
へ
向
か
っ
て
い
る
が
、
諸
外
国
の
水
準
に
比
べ
る
と
、
な
お
立
ち
お
く
れ

が
痛
感
さ
れ
る
。

　
　
国
民
す
べ
て
が
健
康
を
楽
し
み
、
ひ
い
て
は
、
労
働
の
生
産
性
を
高
め
、
経
済
発
展
の
原
動
力
を
培
い
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本

　
の
躍
進
の
礎
を
築
く
た
め
、
健
康
の
増
進
、
体
力
の
増
強
に
つ
い
て
の
国
民
の
自
覚
を
高
め
、
そ
の
積
極
的
な
実
践
を
図
る
必
要
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
に
関
す
る
行
政
上
の
施
策
を
整
備
充
実
し
、
強
力
に
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。
」

　
　
こ
の
趣
旨
を
具
体
化
す
る
た
め
の
基
本
方
針
と
し
て
、

　
ア
　
保
健
・
栄
養
を
改
善
す
る

　
イ
　
体
育
・
ス
ポ
ー
ッ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
普
及
す
る

　
ウ
　
強
固
な
精
神
力
（
根
性
）
を
養
い
育
て
る

の
三
項
目
が
重
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

　
政
府
関
係
各
機
関
の
施
策
の
総
合
的
推
進
を
図
る
た
め
に
総
理
府
に
連
絡
機
関
を
設
け
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
六
五
年
の
三
月
九
日
に

は
閣
議
で
の
口
頭
了
解
に
よ
り
「
国
民
健
康
・
体
力
増
強
対
策
関
係
閣
僚
懇
談
会
」
が
内
閣
に
設
け
ら
れ
た
。
構
成
員
は
国
務
、
大
蔵
、

文
部
、
厚
生
、
農
林
、
通
産
、
運
輸
、
郵
政
、
労
働
、
建
設
、
自
治
の
各
大
臣
、
並
び
に
内
閣
官
房
長
官
及
び
総
理
府
総
務
長
官
の
一
三

名
で
構
成
さ
れ
た
。
ま
た
こ
れ
と
同
じ
く
し
て
、
各
省
庁
の
次
官
ク
ラ
ス
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
国
民
健
康
・
体
力
増
強
対
策
協
議
会
」

（
会
長
・
総
理
府
総
務
長
官
）
も
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
行
動
機
関
と
し
て
、
全
国
的
規
模
の
民
間
団
体
が
結
集
し
て
三
月

二
五
日
に
は
「
体
力
つ
く
り
国
民
会
議
」
が
結
成
さ
れ
、
「
民
間
」
側
か
ら
も
運
動
を
盛
り
上
げ
る
べ
く
、
「
指
導
」
が
な
さ
れ
た
。
そ
し

て
日
常
的
な
執
行
機
関
と
し
て
「
社
団
法
人
国
民
体
力
つ
く
り
事
業
協
議
会
」
が
六
六
年
三
月
に
発
足
し
、
機
関
誌
『
体
力
つ
く
り
』
を

発
行
し
た
。

（41）



教
科
体
育
の
授
業
目
標
も
「
体
力
を
高
め
る
た
め
の
…
…
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
と
な
り
、
授
業
内
容
も
サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
場
と
化
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
　
一
時
的
に
は
体
力
は
向
上
し
た
が
、
結
局
は
体
力
向
上
に
な
ら
な

か
っ
た
。
ま
た
「
行
間
体
育
」
な
る
も
の
も
生
ま
れ
た
。
全
校
一
斉
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
走
っ
た
り
、
縄
跳
び
を
し
た
り
、
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
子
ど
も
の
「
体
育
（
授
業
）
嫌
い
」
を
生
じ
た
。
つ
ま
り
、
本
来
「
休
憩
時
間
」
と
は
課
業
で
の
疲
れ
を
癒
す

場
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主
的
な
活
動
の
場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
「
行
間
体
育
」
は
そ
う
し
た
場
を
「
奪
い
」
、
「
管
理
」
し

た
の
で
あ
る
。
結
局
、
個
々
の
教
師
の
主
観
的
意
図
は
ど
う
で
あ
れ
、
学
校
全
体
が
体
力
強
調
に
よ
る
「
調
教
の
場
」
と
化
し
た
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
や
が
て
七
〇
年
代
の
学
校
体
育
の
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
②
文
部
省
単
独
か
ら
多
省
庁
へ
（
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
拡
大
）

　
産
業
界
か
ら
の
体
力
要
請
と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
不
振
は
、
体
力
政
策
を
い
っ
そ
う
促
進
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
後

の
二
百
八
日
、
閣
議
は
「
国
民
の
健
康
・
体
力
の
増
強
対
策
に
つ
い
て
」
を
決
定
し
、
国
民
の
体
力
強
化
策
を
単
に
文
部
省
だ
け
で
行

う
の
で
は
な
く
、
政
府
レ
ベ
ル
で
行
う
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
は
高
度
経
済
成
長
が
始
ま
っ
て
す
で
に
十
年
を
経
過
し
、
産
業
構
造
の
変
化

に
対
応
す
る
労
働
力
育
成
策
が
国
家
的
水
準
に
お
い
て
必
須
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
人
口
の
都
市
集
中
に
よ
る
都
会
に
お

け
る
子
ど
も
達
の
遊
び
（
時
間
．
仲
間
・
広
場
・
文
化
）
の
消
失
へ
の
危
惧
、
そ
し
て
直
接
的
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
よ
っ
て
諸
外

国
の
選
手
に
対
す
る
日
本
選
手
の
体
位
・
体
格
が
見
劣
り
す
る
こ
と
が
国
民
一
般
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
こ
う
し
た
施
策
が
支

持
さ
れ
浸
透
す
る
た
め
の
格
好
の
条
件
が
形
成
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
閣
議
の
意
図
は
こ
の
決
定
の
「
趣
旨
」
を
見
れ
ば
誰
で
も
が
納
得

す
る
で
あ
ろ
う
。
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
国
の
繁
栄
の
も
と
は
、
た
く
ま
し
い
民
族
力
に
あ
る
。
た
く
ま
し
い
民
族
力
を
育
成
す
る
に
は
、
高
い
徳
性
、
す
ぐ
れ
た
知
性
と

　
な
ら
ん
で
強
じ
ん
な
体
力
を
培
う
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
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・
答
申
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
関
す
る
基
本
方
策
に
つ
い
て
」
　
一
九
七
二
年
一
二
月
二
〇
日
。
（
中
間
報
告
七
一
年
六
月
一
九
日
。

六
八
年
九
月
二
〇
日
）

・
答
申
「
児
童
生
徒
等
の
健
康
の
保
持
増
進
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
」
一
九
七
二
年
一
二
月
二
〇
日
。
（
諮
問
六
八
年
九
月
二
〇
日
）

諮
問

「スポーッ基本法」の研究（n）

　
b
出
版

　
施
策
が
活
発
に
な
れ
ば
、
当
然
に
し
て
情
報
の
収
集
、
整
理
、
公
開
が
必
須
と
な
る
。
次
に
掲
げ
る
の
は
六
〇
年
以
降
に
文
部
省
体
育

局
が
中
心
と
な
っ
て
発
行
し
た
書
物
で
あ
る
。
体
力
問
題
を
中
心
に
し
て
国
内
外
の
ス
ポ
ー
ツ
の
動
向
把
握
が
為
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

そ
れ
ら
を
基
礎
に
現
場
指
導
者
へ
の
『
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
指
導
実
務
必
携
』
（
七
二
年
三
月
）
の
編
纂
へ
と
進
展
し
て
き
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

　
・
『
健
康
と
体
力
』
月
刊
雑
誌
発
刊
、
六
〇
年
六
月

　
・
『
日
本
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状
』
六
四
年
三
月

　
・
『
青
少
年
の
健
康
と
体
力
（
教
育
白
書
）
』
六
六
年
一
〇
月
発
刊

　
・
『
外
国
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状
』
六
八
年
三
月

　
・
『
健
康
と
体
力
』
特
集
号
六
九
年
四
月
発
刊

　
・
『
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
指
導
実
務
必
携
』
七
二
年
三
月

　
c
学
校
体
育
（
六
八
学
習
指
導
要
領
）

　
六
八
年
に
は
小
学
校
を
は
じ
め
と
し
て
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
が
行
わ
れ
、
こ
こ
で
は
「
体
力
」
が
強
調
さ
れ
た
。
教
科
体
育
は
言
う

に
及
ば
ず
、
指
導
要
領
の
総
則
の
第
三
に
「
体
力
」
が
挿
入
さ
れ
、
学
校
全
体
で
体
力
つ
く
り
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。
当
然
に
し
て
、
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国
民
体
力
つ
く
り
運
動
へ
と
つ
な
が
っ
て
行
く
が
、
文
部
省
に
お
い
て
も
幾
つ
か
の
施
策
を
出
し
た
。

　
a
保
健
体
育
審
議
会
答
申

　
既
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
｝
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
こ
の
六
〇
年
代
は
、
文
部
省
内
に
お
い
て
新
た
な
施
策
を
行
う
と
き
に
は
ま
ず

保
健
体
育
審
議
会
に
諮
問
し
、
そ
の
答
申
を
得
て
、
言
わ
ば
施
策
に
「
権
威
を
付
け
て
」
実
行
す
る
様
式
が
定
着
し
た
。
こ
の
時
期
は
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

本
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
体
制
の
確
立
期
で
も
あ
り
、
施
策
と
し
て
も
活
発
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
審
議
会
へ
の
諮
問
も
活
発
で
あ
っ
た
。

　
特
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
中
心
は
、
小
学
生
、
青
少
年
、
壮
年
と
い
う
国
民
す
べ
て
を
対
象
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
の
実
施
要

項
が
作
成
さ
れ
、
体
力
つ
く
り
の
一
つ
の
指
標
を
提
供
し
、
都
度
実
行
に
移
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
特
に
学
校
に
関
わ
っ
て
は
、
学
習
指
導
要
領
で
の
学
校
ぐ
る
み
の
体
力
強
化
が
重
点
と
な
っ
て
い
っ
た
。
他
方
、
選
手
発
掘
の
手
段
と

し
て
の
「
学
徒
の
対
外
運
動
競
技
の
基
準
」
が
「
改
善
」
と
い
う
名
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
緩
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
審

議
過
程
は
こ
れ
ま
で
の
「
一
本
釣
り
」
方
式
を
反
省
し
、
国
民
全
般
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
し
っ
か
り
と
意
識
し
、
「
裾
野
拡
大
と
頂
点
高

化
」
の
両
者
が
統
一
さ
れ
て
提
案
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
七
二
年
の
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
関
す
る
基
本
方
策
に

つ
い
て
」
と
な
っ
て
結
実
し
て
ゆ
く
。

　
（
1
）
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
前
か
ら
出
さ
れ
た
保
健
体
育
審
議
会
答
申
類
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
．
答
申
「
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
の
内
容
お
よ
び
実
施
方
法
に
つ
い
て
（
青
少
年
）
」
一
九
六
三
年
三
月
三
〇
日
。
（
諮
問
六
一
年
九
月
二
一
日
）

　
．
答
申
「
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
の
内
容
お
よ
び
実
施
方
法
に
つ
い
て
（
小
学
校
）
」
一
九
六
五
年
四
月
二
七
日
。
（
諮
問
同
右
）

　
．
答
申
「
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
の
内
容
お
よ
び
実
施
方
法
に
つ
い
て
（
壮
年
）
」
一
九
六
七
年
四
月
二
八
日
。
（
中
間
報
告
、
一
九
六
六
年
三
月
二
九
日
。

　
　
諮
問
同
右
）

　
．
答
申
「
学
徒
の
対
外
運
動
競
技
の
基
準
の
改
善
に
つ
い
て
」
一
九
六
九
年
六
月
二
四
日
。
（
諮
問
六
七
年
七
月
八
日
）

　
．
答
申
「
義
務
教
育
諸
学
校
等
に
お
け
る
学
校
給
食
の
改
善
充
実
方
策
に
つ
い
て
」
一
九
七
〇
年
二
月
二
八
日
。
（
諮
問
六
四
年
一
二
月
一
〇
日
）

（38）



を
援
用
し
つ
つ
、
社
会
体
育
の
振
興
策
を
提
唱
し
た
。

　
ま
た
七
三
年
二
月
に
出
さ
れ
た
「
経
済
社
会
基
本
計
画
ー
活
力
あ
る
福
祉
社
会
の
た
め
に
ー
』
は
、
三
年
前
の
「
新
経
済
社
会
発

展
計
画
」
の
補
正
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
社
会
資
本
、
社
会
福
祉
の
現
状
に
つ
い
て
は
不
満
足
と
す
る
者
が
多
く
、
と
く
に
、
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

後
の
不
安
、
税
負
担
の
不
公
平
感
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
不
足
等
は
国
民
の
不
満
を
強
め
て
い
る
。
」
と
の
現
状
認
識
に
た
ち
、
そ
の
た
め

の
七
〇
年
代
の
施
策
を
提
唱
し
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ッ
」
は
強
調
さ
れ
、
「
国
は
十
年
程
度
の
期
間

を
目
途
と
し
た
施
設
整
備
の
目
標
を
設
定
し
、
…
…
」
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
ス
ポ
ー
ツ
が
結
合
さ
れ
て
引
き
継
が
れ
て
い
た
。

　
（
1
）
　
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
生
活
の
場
に
お
け
る
人
間
性
の
回
復
1
』
国
民
生
活
審
議
会
調
査
部
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
問
題
小
委
員
会
報
告
、
　
一
九
六

　
　
九
年
九
月
、
内
閣
総
理
大
臣
へ
の
答
申
。

　
（
2
）
　
同
右
、
三
〇
頁
。

　
（
3
）
経
済
企
画
庁
編
『
経
済
社
会
基
本
計
画
－
活
力
あ
る
福
祉
社
会
の
た
め
に
ー
』
（
閣
議
決
定
）
七
頁
。

「スポーッ基本法」の研究（H）

　
⑭
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
動
向

　
①
文
部
省
の
施
策

　
六
〇
年
代
の
産
業
構
造
の
変
化
に
よ
る
労
働
力
政
策
は
そ
の
一
環
と
し
て
体
力
を
重
視
し
、
学
校
教
育
の
み
な
ら
ず
職
場
に
お
い
て
も

体
力
が
強
調
さ
れ
始
め
た
。
時
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ヘ
向
か
い
、
国
民
の
体
力
向
上
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
比
較
的
抵
抗
無
く
浸
透
し
た

と
言
え
よ
う
。

　
そ
し
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
日
本
の
御
家
芸
と
し
て
の
種
目
で
は
メ
ダ
ル
を
取
れ
た
が
、
一
般
的
に
は
四
年
前
の
口
ー
マ
大
会
に

続
い
て
不
調
で
あ
り
、
選
手
の
そ
し
て
国
民
一
般
の
体
力
の
劣
位
さ
が
目
立
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経
過
が
、
総
理
府
主
導
に
よ
る
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具
体
化
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
は
、
六
〇
年
代
の
「
マ
イ
ホ
ー
ム
主
義
」
を
止
揚
し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
義
」
が
提
唱
さ
れ
、
高
度
経
済

成
長
の
中
で
取
り
残
し
て
き
た
生
活
基
盤
へ
の
注
意
を
喚
起
し
た
。
し
か
し
そ
こ
で
は
地
域
の
自
治
や
住
民
の
学
習
の
権
利
な
ど
に
つ
い

て
は
一
切
触
れ
ず
、
い
う
な
ら
ば
「
上
か
ら
の
」
地
域
再
編
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
こ
の
報
告
に
は
別
に
注
目
す
べ
き
点
が
あ
っ
た
。
そ

れ
は
、
次
の
一
文
が
明
瞭
に
語
っ
て
い
る
。

　
　
「
体
育
に
止
ま
ら
ず
、
生
活
の
場
を
改
善
す
る
施
策
を
可
能
な
範
囲
で
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
プ
ラ
ン
に
類
似
の
方
式
で
前
進
さ
せ
る
と
す

　
れ
ば
、
行
政
と
コ
、
、
、
ユ
ニ
テ
ィ
と
の
対
話
は
そ
の
主
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
計
画
策
定
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
計
画
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
れ
ば
、
そ
の
内
実
は
大
要
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
　
ア
　
生
活
の
場
を
改
善
す
る
施
設
整
備

　
　
イ
　
生
活
の
場
を
改
善
す
る
制
度
的
施
策

　
　
ウ
　
コ
、
・
・
ユ
ニ
テ
ィ
活
動
に
関
す
る
情
報
提
供

　
　
エ
　
コ
、
、
、
ユ
ニ
テ
ィ
・
リ
ー
ダ
ー
養
成
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
「
コ
、
・
、
ユ
ニ
テ
ィ
の
グ
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ン
』
と
し
て
提
唱
し
た
い
と
思
う
。
」

　
こ
う
し
た
コ
、
、
、
ユ
ニ
テ
ィ
計
画
と
し
て
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
グ
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ン
」
の
中
核
に
、
ド
イ
ッ
の
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
プ
ラ

ン
」
が
モ
デ
ル
化
さ
れ
た
。
こ
の
事
は
ド
イ
ッ
の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
日
本
に
お
け
る
国
家
の
地
域
政
策
、
特
に
地
域
の
保
守
的
再

統
合
化
政
策
に
と
っ
て
も
ス
ポ
ー
ツ
が
「
市
民
権
」
を
得
つ
つ
あ
る
事
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
期
待
が
よ
り
鮮
明
化

さ
れ
た
こ
と
で
も
あ
る
。

　
七
一
年
四
月
の
社
会
教
育
審
議
会
答
申
「
急
激
な
社
会
構
造
の
変
化
に
対
処
す
る
社
会
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
は
、
こ
う
し
た
地

域
ス
ポ
ー
ツ
の
意
義
を
認
め
、
既
に
同
じ
文
部
省
内
の
体
育
局
が
調
査
し
た
「
社
会
体
育
実
態
調
査
」
（
七
〇
年
三
月
、
後
述
）
の
資
料

（36）



「スポーッ基本法」の研究（H）

い
、
日
本
国
内
の
地
価
高
騰
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
こ
う
し
た
背
景
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
七
〇
年
代
は
国
家
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
そ
し
て
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も

大
規
模
な
地
域
開
発
政
策
が
競
っ
て
計
画
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
五
〇
年
代
中
頃
か
ら
の
、
国
民
、
地
域
住
民
の
生
活
基
盤
無
視
の
政
策
が

最
早
限
界
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
そ
れ
ら
を
地
域
再
編
の
政
策
と
統
合
し
な
が
ら
、
な
お
も
国
内
需
要
の
拡
大
策
と
し
て
注
目
し
始
め

た
。
そ
の
具
体
化
は
現
実
に
は
七
〇
年
代
に
な
る
が
、
六
〇
年
代
後
半
に
は
施
策
の
雰
囲
気
は
す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
。

　
特
に
ス
ポ
ー
ツ
と
の
関
わ
り
で
見
れ
ば
、
「
新
全
国
総
合
開
発
計
画
」
で
は
「
国
土
開
発
方
式
」
に
よ
り
大
都
市
周
辺
型
と
地
方
型
に

分
け
な
が
ら
も
、
大
規
模
な
観
光
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
基
地
の
開
発
が
計
画
さ
れ
た
。
若
干
の
例
を
挙
げ
れ
ば
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

経
済
企
画
庁
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
」
（
一
九
七
三
）
、
同
「
大
規
模
観
光
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
基
地
開
発
」
（
同
）
、
自

治
省
「
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
構
想
」
（
一
九
七
三
）
、
建
設
省
「
都
市
公
園
等
整
備
五
ヵ
年
計
画
」
（
一
九
七
二
）
、

労
働
省
「
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設
開
発
計
画
」
（
従
来
か
ら
の
も
の
を
重
点
化
）
、
運
輸
省
「
観
光
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
．
ン
地
区
の
整
備
計

画
」
（
一
九
六
九
）
、
通
産
省
「
余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー
」
設
置
（
一
九
七
四
）
、
そ
し
て
文
部
省
「
日
常
生
活
圏
域
の
公
共
体
育
．
ス
ポ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ツ
施
設
整
備
計
画
（
新
七
ヵ
年
計
画
）
」
（
一
九
七
三
）
等
々
。

　
　
（
1
）
経
営
能
率
研
究
会
『
各
省
庁
の
観
光
・
余
暇
政
策
資
料
集
～
開
発
・
施
設
整
備
計
画
と
今
後
の
方
向
～
』
一
九
七
三
年
。

　
③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
（
地
域
政
策
の
ソ
フ
ト
）

　
都
市
労
働
者
の
急
増
、
そ
の
一
方
で
の
農
村
の
破
壊
は
急
激
な
過
疎
・
過
密
を
生
み
、
こ
れ
ま
で
長
い
歴
史
の
中
で
綿
々
と
し
て
形
成

さ
れ
て
き
た
地
域
社
会
と
そ
こ
で
の
伝
統
、
文
化
を
破
壊
し
た
。
そ
う
し
た
動
向
は
保
守
政
党
に
と
っ
て
は
危
機
で
あ
っ
た
。
そ
の
為
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

崩
壊
し
た
地
域
の
保
守
的
再
編
は
差
し
追
っ
た
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
行
政
施
策
と
し
て
の
要
請
が
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
と
し
て
初
め
て

（35）



　
な
お
、
企
業
で
の
実
態
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
「
最
近
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
、
民
青
同
が
こ
こ
数
年
の
間
に
企
業
内
に
急
激
に
伸
張
し
て
き
た
こ
と
が
、
多
く
の
企
業
が
若
年
対
策
を
重
視
す

　
る
よ
う
に
な
っ
た
直
接
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
民
青
同
は
、
各
企
業
が
若
年
層
の
余
暇
管
理
を
不
十
分
に
し
て
お
い
た
盲
点
を
つ
い
て
、
戦
術
的

　
に
若
年
層
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
巧
妙
に
把
握
し
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
へ
若
年
層
の
情
熱
を
向
け
つ
つ
、
し
だ
い
に
学
習
活

　
動
に
ひ
き
い
れ
、
民
青
同
の
組
織
活
動
に
結
び
つ
け
て
い
る
。
」
今
野
義
一
（
日
本
鋼
管
鶴
見
製
作
所
労
務
部
長
）
「
日
本
鋼
管
の
職
場
レ
ク
リ
エ
ー

　
シ
ョ
ン
」
『
職
場
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
』
労
務
管
理
シ
リ
ー
ズ
事
例
篇
3
2
、
労
働
法
令
協
会
、
一
九
六
五
年
、
六
三
頁
。

　
　
以
上
の
よ
う
に
、
企
業
は
生
産
性
第
一
で
あ
り
、
労
働
者
（
そ
し
て
地
域
住
民
）
へ
の
配
慮
を
手
薄
に
し
て
い
る
こ
と
を
棚
上
げ
に
し
て
、
も
っ

　
ぱ
ら
民
青
同
を
悪
に
仕
立
て
上
げ
て
い
る
。

（
5
）
　
総
理
府
青
少
年
対
策
本
部
、
同
右
。

（34）

　
　
②
社
会
資
本
投
資
の
対
象
（
地
域
政
策
の
ハ
ー
ド
）

⊥
局
度
経
済
成
長
政
策
は
軽
工
業
か
ら
重
化
学
工
業
へ
の
転
換
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
六
〇
年
代
に
入
る
と
地
域
開
発
政
策
と
い
う
形
式

を
採
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
初
は
六
二
年
に
出
さ
れ
、
百
万
都
市
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
建
設
に
よ
る
拠
点
開
発
構
想
を
軸
と
し
た
「
全
国
総

合
開
発
計
画
」
で
あ
る
。
重
化
学
工
業
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
誘
致
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
謳
っ
た
拠
点
開
発
は
、
「
当
然
に
し
て
」
結
果

は
ま
っ
た
く
逆
で
、
地
域
の
雇
用
は
促
進
さ
れ
ず
、
公
害
の
発
生
、
地
場
産
業
の
衰
退
を
も
た
ら
し
た
。

　
こ
の
手
直
し
と
し
て
、
六
九
年
四
月
の
「
新
全
国
総
合
開
発
計
画
」
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
か
つ
て
の
拠
点
開
発
方
式
で
は
な
く
、
日

本
中
を
新
幹
線
や
高
速
道
路
で
つ
な
ぐ
「
国
土
開
発
方
式
」
で
あ
っ
た
。
．
こ
れ
は
七
〇
年
五
月
の
「
新
経
済
社
会
発
展
計
画
」
（
経
済
企

画
庁
）
に
引
き
継
が
れ
る
が
、
最
も
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
は
何
と
い
っ
て
も
七
二
年
六
月
に
通
産
大
臣
田
中
角
栄
の
出
し
た
政
策
案
『
日
本

列
島
改
造
論
』
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
先
の
「
新
全
国
総
合
開
発
計
画
」
と
内
容
的
に
は
共
通
す
る
が
、
翌
月
七
月
の
首
相
就
任
に
と
も
な



「スポーッ基本法」の研究（H）

　
一
一
日

　
・
社
団
法
人
日
本
経
済
調
査
協
議
会
『
新
し
い
産
業
社
会
に
お
け
る
人
間
形
成
－
長
期
的
観
点
か
ら
見
た
教
育
の
あ
り
方
』
一
九
七
二

　
年
三
月

　
こ
れ
ら
の
答
申
類
は
共
通
し
て
、
急
激
な
社
会
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
生
涯
教
育
の
観
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
意
識
し
つ
つ

総
合
的
な
整
備
を
意
図
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
既
に
七
〇
年
七
月
に
は
、
家
永
教
科
書
裁
判
第
二
次
訴
訟
に
対
す
る
「
杉
本
判

決
」
が
出
さ
れ
、
国
・
文
部
省
が
教
科
書
統
制
の
手
段
と
し
た
「
国
家
の
教
育
権
」
を
批
判
し
、
「
国
民
の
教
育
権
」
を
提
唱
し
て
大
き

な
社
会
的
関
心
と
支
持
を
得
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
答
申
類
は
こ
の
判
決
に
は
露
骨
な
敵
意
を
示
し
、
六
〇
年
代
に
推
進
し
て
き
た
産
業
界

の
期
待
す
る
人
間
像
、
教
育
政
策
の
体
系
化
を
目
指
し
た
。

　
当
然
に
し
て
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
も
こ
れ
ら
の
答
申
類
の
一
部
分
を
占
め
た
。
学
校
教
育
に
お
い
て
は
既
述
の
よ
う
に
、
六
八
年
以
降
の

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
お
け
る
体
力
重
視
策
と
な
っ
て
具
体
化
さ
れ
て
い
た
。
同
様
に
、
職
場
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
政
策
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

も
、
『
職
場
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
実
態
と
そ
の
効
果
に
関
す
る
研
究
』
等
の
調
査
を
は
じ
め
と
し
て
、
活
発
な
施
策
が
採
ら
れ
て
い
る

が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
位
置
付
け
は
そ
の
範
囲
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
地
域
開
発
と
の
関
わ
り
で
の
社
会
資
本
投
資
対
象
と
し
て
、

ま
た
崩
壊
し
つ
つ
あ
っ
た
地
域
再
建
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
の
方
策
と
し
て
も
ス
ポ
ー
ツ
は
位
置
付
け
ら
れ
は
じ
め
た
。

（
1
）
　
経
済
審
議
会
『
経
済
発
展
に
お
け
る
人
的
能
力
開
発
の
課
題
と
対
策
』
大
蔵
省
印
刷
局
、

（
2
）
　
同
右
、
三
二
九
頁
。

（
3
）
　
同
右
、
二
四
頁
。

（
4
）
　
三
辺
光
夫
『
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
条
件
』
三
一
書
房
、
一
九
六
三
年
、

　
総
理
府
青
少
年
対
策
本
部
「
職
場
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
実
態
と
そ
の
効
果
に
関
す
る
研
究
』

一
九
六
三
年
三
月
、
一
頁
。

二
一
二
頁
。

一
九
七
〇
年
、
二
五
頁
。

（33）



　
ア
　
戦
後
教
育
を
受
け
た
青
少
年
労
働
者
を
大
量
に
抱
え
込
ん
だ
企
業
に
と
っ
て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
労
務
政
策
の
上
か
ら
無
視

　
　
で
き
な
く
な
っ
た
。

　
イ
　
技
術
革
新
が
進
む
に
つ
れ
て
、
労
働
者
の
精
神
的
な
疲
れ
が
ひ
ど
く
な
り
、
気
分
転
換
、
疲
労
回
復
の
た
め
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
を
利
用
す
る
こ
と
は
能
率
向
上
に
も
役
立
つ
。

　
ウ
　
共
産
党
系
の
日
本
民
主
青
年
同
盟
が
青
年
労
働
者
を
中
心
に
大
き
く
伸
び
て
い
る
た
め
で
、
民
青
対
策
と
し
て
も
レ
ク
リ
エ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
シ
ョ
ン
に
真
剣
に
取
組
む
必
要
が
で
て
き
た
。

　
こ
れ
で
見
る
よ
う
に
、
六
〇
年
代
の
職
場
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
政
策
は
単
な
る
「
体
力
」
問
題
で
は
な
く
、
六
〇
年
安
保
以
降
、
影
響

力
を
高
め
つ
つ
あ
っ
た
日
本
民
主
青
年
同
盟
対
策
と
い
う
、
ま
さ
に
思
想
統
制
の
手
段
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。

　
産
業
界
の
人
間
像
は
、
六
六
年
一
〇
月
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
「
後
期
中
等
教
育
の
拡
充
整
備
に
つ
い
て
」
と
「
期
待
さ
れ
る
人
間

像
」
の
中
に
具
体
化
さ
れ
た
。
前
者
は
産
業
界
の
必
要
に
応
じ
て
、
高
校
を
能
力
別
に
編
成
し
、
多
コ
ー
ス
に
細
分
化
し
た
。
一
方
、
高

度
経
済
政
策
の
中
で
出
て
い
た
労
働
者
や
地
域
住
民
の
不
満
、
あ
る
い
は
革
新
政
党
へ
の
牽
制
と
し
て
、
皇
国
主
義
の
強
調
と
諸
不
満
の

家
庭
内
処
理
能
力
を
身
に
付
け
た
国
民
像
と
し
て
の
「
期
待
さ
れ
る
人
間
像
」
が
提
案
さ
れ
た
。

　
六
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長
政
策
は
、
既
に
再
三
述
べ
て
き
て
い
る
よ
う
に
、
国
民
生
活
の
全
般
に
わ
た
る
圧
迫
の
上
に
、
産
業
界
が

成
長
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
そ
こ
で
の
矛
盾
は
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
噴
出
し
た
。
特
に
大
学
問
題
、
高
校
問
題
な
ど
教

育
界
が
そ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
教
育
界
に
お
い
て
も
六
〇
年
代
後
半
に
は
、
そ
う
し
た
現
状
を
糊
塗
し
な
が
ら
新
た
な
再
編
が
要

求
さ
れ
た
。
そ
の
具
体
的
提
案
が
七
〇
年
代
に
入
る
と
目
白
押
し
と
な
る
。

　
．
社
会
教
育
審
議
会
答
申
「
急
激
な
社
会
構
造
の
変
化
に
対
処
す
る
社
会
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
一
九
七
一
年
四
月
三
〇
日

　
．
中
央
教
育
審
議
会
答
申
「
今
後
に
お
け
る
学
校
教
育
の
総
合
的
な
拡
充
整
備
の
た
め
の
基
本
的
施
策
に
つ
い
て
」
一
九
七
一
年
六
月

（32）
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日
本
の
産
業
構
造
は
軽
工
業
か
ら
重
化
学
工
業
へ
と
構
造
変
化
を
来
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
変
化
は
当
然
に
し
て
直
接
、
間
接
的
に
ス

ポ
ー
ツ
ヘ
の
産
業
界
の
要
請
と
な
っ
て
顕
現
化
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
大
ま
か
に
は
次
の
三
点
で
示
さ
れ
よ
う
。

　
①
労
働
力
政
策

　
六
〇
年
代
の
労
働
力
政
策
は
六
三
年
三
月
に
経
済
審
議
会
か
ら
出
さ
れ
た
『
経
済
発
展
に
お
け
る
人
的
能
力
開
発
の
課
題
と
対
策
』
が

エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
部
分
が
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
。

　
　
「
従
来
日
本
経
済
に
お
い
て
、
労
働
力
が
経
済
成
長
の
阻
害
要
因
と
な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
わ
が
国
が
豊
富
な
、

　
し
か
も
安
価
な
労
働
力
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
態
は
現
在
次
第
に
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
長
期

　
的
に
み
れ
ば
将
来
に
お
い
て
労
働
力
増
加
率
の
鈍
化
が
予
想
さ
れ
、
し
か
も
科
学
技
術
の
進
歩
、
産
業
構
造
の
高
度
化
は
、
労
働
力
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
質
的
向
上
を
強
く
要
請
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
」

　
こ
う
し
て
「
ハ
イ
タ
レ
ン
ト
・
マ
ン
パ
ワ
ー
」
政
策
に
よ
り
そ
の
後
の
日
本
社
会
、
教
育
界
を
席
巻
し
た
能
力
主
義
を
導
入
し
た
。
こ

う
し
た
人
的
能
力
開
発
の
基
礎
と
し
て
一
つ
は
「
体
力
の
増
強
」
が
、
そ
し
て
あ
と
一
つ
は
国
民
全
般
の
教
育
水
準
の
向
上
が
位
置
付
け

ら
れ
た
。
特
に
前
者
に
つ
い
て
、
「
余
暇
の
過
し
方
如
何
に
よ
っ
て
、
労
働
能
力
の
向
上
に
も
な
れ
ば
、
さ
ま
た
げ
に
も
な
る
こ
と
は
い

　
　
　
　
　
（
2
）

う
ま
で
も
な
い
。
」
し
か
も
「
日
本
人
の
生
活
の
中
に
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
が
習
慣
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
日
本
人
の
老
い
こ
み
の
早

さ
の
一
因
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
本
来
的
意
義
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
が
た
め
必
要
な
施
設
設
備
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
重
視
と
そ
の
た
め
の
施
設
建
設
を
提
唱
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
既
に
産
業
界
で
は
直
接
的
な
政
策
が
模
索
さ
れ
始
め
て
い
た
。
六
二
年
に
は
日
経
連
労
務
管
理
委
員
会
の
中
に

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
管
理
委
員
会
」
が
発
足
し
、
六
三
年
に
は
『
職
場
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
』
を
出
版
し
た
。
こ
う
し
た
政
策
の
背
景

な
い
し
意
図
は
次
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

（31）



　
④
自
衛
隊
（
軍
部
）

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
お
け
る
軍
隊
の
協
力
は
、
各
国
に
共
通
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
慣
例
化
し
た
の
は
一
九
三
六
年
の
ベ
ル
リ
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
自
衛
隊
の
援
助
無
し
に
は
有
り
得
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
背
後

で
自
衛
隊
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　
他
方
、
自
衛
隊
自
体
も
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ヘ
の
援
助
に
は
参
加
選
手
以
上
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
自
衛
隊
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
位
置

付
け
は
こ
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
て
確
立
し
た
と
い
え
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
。

　
⑤
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
高
揚
と
政
府
へ
の
危
機
感
（
国
民
運
動
）

　
高
ま
る
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
に
対
し
、
政
府
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
し
か
眼
中
に
な
く
、
国
民
の
要
求
は
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
絶
対
的
に
不
足
し
て
い
た
。
し
か
も
政
府
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
六
〇
年
安

保
以
降
の
国
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑
え
る
た
め
に
、
「
日
の
丸
・
君
が
代
」
を
強
調
し
、
極
め
て
国
家
主
義
的
な
色
彩
を
強
く
し
た
。
し

た
が
っ
て
国
民
の
間
に
は
、
国
民
自
身
が
ス
ポ
ー
ツ
組
織
を
結
成
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
目
主
的
民
主
的
発
展
を
志
向
す
る
動
き
が
芽
生
え
て

き
た
。
「
新
日
本
体
育
連
盟
」
や
「
日
本
労
働
者
ス
ポ
ー
ッ
協
会
」
の
発
足
が
具
体
化
し
た
。
こ
の
点
の
詳
細
も
後
述
す
る
。

（30）

　
3
　
保
健
体
育
審
議
会
答
申
（
七
二
年
）

ω
　
産
業
界
か
ら
の
要
請

　
さ
て
こ
こ
で
六
〇
年
代
に
お
け
る
産
業
界
の
ス
ポ
ー
ツ
の
位
置
付
け
を
見
て
お
こ
う
。
五
〇
年
代
と
は
違
っ
て
そ
れ
ら
が
健
在
化
し
た

こ
と
が
、
こ
の
第
三
期
の
特
徴
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。
第
二
期
の
後
半
、
つ
ま
り
一
九
五
五
年
あ
た
り
か
ら
高
度
経
済
成
長
が
は
じ
ま
り
、
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「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
関
連
事
業
に
巨
額
の
資
金
が
投
入
さ
れ
た
の
は
、
三
八
、
九
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
効
果
は
す
ぐ
に
数
字
と
な
っ
て

表
れ
、
三
七
年
に
一
度
七
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
落
ち
込
ん
だ
成
長
率
は
、
翌
三
八
年
に
は
一
〇
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
回
復
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

　
か
れ
た
三
九
年
に
な
る
と
、
二
干
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
の
高
率
を
マ
ー
ク
す
る
と
こ
ろ
ま
で
勢
い
を
取
り
戻
し
た
。
い
わ
ゆ
る
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
景

　
気
』
が
到
来
し
た
の
で
あ
る
。
」
（
一
二
〇
～
一
頁
）

　
　
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
組
織
委
員
会
の
会
長
で
あ
る
安
川
第
五
郎
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
経
済
性
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

　
る
。
（
安
川
第
五
郎
『
わ
が
回
想
録
』
百
泉
書
房
、
一
九
七
〇
年
、
一
六
二
～
四
頁
）
。

　
　
「
社
会
党
の
参
議
院
議
員
・
木
村
禧
八
郎
と
対
談
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
　
先
生
は
経
済
学
者
な
の
で
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
た
め
に
道
路
は
拡
げ
る
し
、
競
技
場
は
新
設
す
る
。
い
ろ
ん
な
こ
と
で
政
府
は
莫
大
な
金
を
使
っ

　
て
い
る
が
、
　
一
体
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
た
め
に
ど
れ
く
ら
い
金
を
使
っ
て
い
る
か
知
っ
て
い
る
か
？
』
と
質
問
し
た
か
ら
、
『
僕
は
そ
ん
な
こ
と
調
べ

　
た
こ
と
も
な
い
。
た
だ
工
事
の
模
様
を
見
て
莫
大
な
金
を
使
っ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
る
。
け
れ
ど
も
、
何
億
か
か
っ
て
い
る
か
、
調
べ
た
こ
と
は
な

　
い
。
』
と
私
は
答
え
た
。
」
「
木
村
氏
は
更
に
『
国
民
の
要
望
し
て
い
る
の
は
住
宅
問
題
だ
。
道
路
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
む
し
ろ
住
宅
の
方
に
不
便

　
を
感
じ
て
い
る
。
…
…
、
順
序
を
間
違
え
て
い
る
。
』
と
い
う
。
私
は
「
…
…
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
動
機
と
な
っ
て
、
目
標
を
目
指
し
て
や
れ
ば
道
路

　
が
出
来
た
。
住
宅
問
題
だ
っ
て
、
や
れ
ば
出
来
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
済
ん
だ
ら
、
今
度
は
住
宅
に
重
点
を
置
い
て
や
れ
ば
、
今
ま
で
出
来
な
い
こ

　
と
で
も
出
来
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
一
つ
の
プ
ラ
ス
じ
ゃ
な
い
か
』
と
い
っ
て
や
っ
た
も
の
だ
。
」
「
道
路
の
問
題
と
い
う
か
、

　
ホ
テ
ル
増
築
の
問
題
な
ど
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
に
関
連
し
た
、
経
済
効
果
の
問
題
と
し
て
特
に
付
記
し
て
お
き
た
い
。
」

　
　
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
と
は
無
縁
な
が
ら
組
織
委
員
会
の
長
と
し
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
運
営
し
た
財
界
人
の
発
言
で
あ
る
。
オ
リ
ン

　
ピ
ッ
ク
を
専
ら
経
済
効
率
の
手
段
と
し
て
見
た
意
図
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
、
大
会
時
の
観
光
外
貨
収
入
も
約
五
〇
〇
万
ド
ル
が
見
込

　
ま
れ
て
い
た
。

（
2
）
　
宮
本
、
同
右
、
一
二
八
頁
。
東
京
都
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
東
京
百
年
史
・
第
六
巻
－
東
京
の
新
生
と
発
展
』
東
京
都
。

（29）



　
こ
れ
を
東
京
都
の
側
か
ら
見
て
み
る
と
、
直
接
的
な
誘
致
目
的
と
し
て
、
戦
前
戦
後
か
ら
は
た
せ
な
か
っ
た
都
市
再
開
発
の
夢
を
、
こ

の
「
お
祭
り
」
で
一
挙
に
か
た
づ
け
た
い
と
考
え
た
。
『
東
京
百
年
史
』
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
「
安
井
知
事
の
都
政
打
開
の
血
路
と
も
い
う
べ
き
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
は
、
東
（
龍
太
郎
）
知
事
に
至
っ
て
実
現
し
た
。
再
三
の
べ

　
る
よ
う
に
、
首
都
建
設
法
に
よ
る
計
画
の
失
敗
、
そ
の
拡
大
再
生
産
と
も
い
う
べ
き
首
都
圏
整
備
法
に
よ
る
整
備
計
画
も
、
思
う
に
ま

　
か
せ
ぬ
進
行
状
況
に
あ
る
一
方
、
東
京
は
絶
え
間
な
く
巨
大
化
し
、
過
密
化
し
、
都
市
問
題
は
次
々
に
新
し
い
局
面
を
展
開
し
な
が
ら

　
深
刻
化
し
て
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
こ
う
し
た
状
況
改
善
の
、
い
わ
ば
起
死
回
生
の
チ
ャ
ン
ス
と
都
政
担
当
者
は
理
解
し
意
義
づ
け
た
。
」

　
こ
う
し
た
国
民
、
都
民
無
視
の
産
業
基
盤
優
先
、
生
活
基
盤
放
置
の
政
策
は
東
京
を
ま
す
ま
す
過
密
化
さ
せ
、
東
京
都
の
道
路
渋
滞
、

公
害
の
発
生
、
そ
し
て
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
都
民
に
と
っ
て
は
身
近
な
生
活
基
盤
の
不
足
に
よ
る
不
便
を
招
い
た
。
こ
う
し
て
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
そ
れ
自
体
で
は
成
功
し
た
東
都
政
は
三
年
後
の
六
七
年
の
一
斉
地
方
選
挙
に
お
い
て
、
都
民
の
生
活
基
盤
の
重
視
を
掲
げ
た
美

濃
部
都
政
に
と
っ
て
変
え
ら
れ
た
。

（
1
）
　
宮
本
憲
一
『
経
済
大
国
』
小
学
館
、
一
九
八
三
年
、
二
二
頁
。

　
塩
田
潮
は
『
東
京
は
燃
え
た
か
1
黄
金
の
6
0
年
代
、
そ
し
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
（
P
H
P
研
究
所
、
一
九
八
五
年
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
述

　
べ
て
い
る
。

　
「
池
田
首
相
の
ほ
う
は
、
政
権
三
年
目
に
し
て
初
め
て
遭
遇
し
た
ピ
ン
チ
ら
し
い
ピ
ン
チ
の
前
で
苦
戦
を
余
義
な
く
さ
れ
て
い
た
。
内
閣
発
足
以

来
、
『
所
得
倍
増
』
を
一
枚
看
板
に
し
て
、
高
度
成
長
に
向
か
っ
て
慕
進
を
続
け
て
き
た
が
、
ど
こ
で
ど
う
計
算
に
狂
い
が
生
じ
た
の
か
、
す
で
に

述
べ
た
よ
う
に
、
順
調
に
成
長
力
ー
ブ
を
描
い
て
い
た
日
本
経
済
が
、
三
七
年
あ
た
り
か
ら
薄
曇
り
に
包
ま
れ
た
よ
う
な
状
態
に
陥
っ
た
の
で
あ

る
。
」
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　　　　　　　図3　GNPと成長率（実質）（1954～76年）
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得
に
い
く
ら
か
か
っ
た
か
と
い
う
レ
ベ
ル
の
問
題
で
は
な
く
、
金
で
は

買
え
な
い
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
遺
産
」
が
、
各
方
面
か
ら
声
高
に
叫
ば

　
　
　
　
　
（
3
）

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
国
家
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
四
年
後
の

「
明
治
百
年
」
の
カ
ン
パ
ニ
ア
に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
。

　
（
1
）
　
森
戸
辰
男
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
道
徳
」
『
社
会
教
育
』
　
一
九
六
四
年

　
　
六
月
号
、
一
一
頁
。

　
（
2
）
　
『
日
経
連
タ
イ
ム
ス
』
一
九
六
四
年
一
〇
月
八
日
号
。

　
（
3
）
　
中
瀬
寿
一
『
戦
後
日
本
の
経
営
理
念
史
』
法
律
文
化
社
、
一
九
六

　
　
七
年
、
八
二
頁
。

　
③
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
需
（
経
済
界
）

　
高
度
経
済
成
長
の
中
に
あ
っ
て
、
経
済
界
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ス

ポ
ー
ッ
そ
れ
自
体
の
祭
典
と
し
て
で
は
な
く
、
ま
さ
に
公
共
投
資
に
よ

る
社
会
資
本
の
充
実
（
一
兆
円
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
と
し
て
位
置
付
け
た
。

そ
れ
が
先
に
み
た
事
業
内
容
と
な
っ
て
具
体
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一

兆
円
の
大
半
が
新
幹
線
や
地
下
鉄
建
設
を
は
じ
め
、
建
設
業
に
配
布
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
図
3
に
み
る
よ
う
に
、
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
景
気
」

　
　
　
（
1
）

と
な
っ
た
。

（27）



に
耐
え
得
る
労
働
力
を
要
請
し
た
。
そ
の
中
で
は
勤
労
者
間
で
の
競
争
原
理
が
強
調
さ
れ
、
「
猛
烈
社
員
」
が
企
業
側
の
理
想
的
社
員
像

を
形
成
し
た
。
こ
う
し
た
社
員
像
に
援
護
射
撃
を
与
え
た
の
は
「
成
せ
ば
な
る
！
」
を
信
条
と
し
て
、
国
際
的
に
も
批
判
が
出
る
く
ら
い

に
ハ
ー
ド
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
世
界
を
制
覇
し
た
大
松
監
督
率
い
る
日
紡
貝
塚
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
快
進
撃
で
あ
り
、
「
剃
る

ぞ
！
」
を
合
い
言
葉
に
選
手
の
根
性
を
鍛
え
た
レ
ス
リ
ン
グ
の
「
八
田
イ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
そ
う
し
た
根
性
論
は
、
科
学
的
、
批
判
的
思

考
を
背
景
と
し
な
い
点
で
は
容
易
に
国
家
主
義
と
結
合
さ
せ
ら
れ
、
「
愛
国
心
」
「
日
の
丸
・
君
が
代
」
の
露
払
い
と
さ
せ
ら
れ
た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
こ
う
し
た
国
家
主
義
と
結
合
さ
せ
て
、
後
者
の
発
揚
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
分
野
か
ら
の
合
唱
が
行
わ
れ
た
。
全
国
社

会
教
育
連
合
会
会
長
で
あ
る
森
戸
辰
男
は
「
こ
の
日
本
の
民
族
と
国
土
に
誇
り
を
も
つ
も
の
は
、
日
本
の
国
と
民
族
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

国
旗
と
国
歌
に
対
し
ま
し
て
、
尊
敬
と
愛
情
を
抱
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
す
」
と
、
強
引
な
論
理
で
社
会
教
育
分
野
を
煽
っ
た
。

　
さ
ら
に
大
規
模
に
は
、
先
の
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
国
民
運
動
会
議
」
と
は
別
に
、
経
団
連
、
経
済
同
友
会
、
日
本
商
工
会
議
所
、
日

本
工
業
倶
楽
部
お
よ
び
日
経
連
の
財
界
五
団
体
が
先
頭
に
立
っ
て
日
の
丸
掲
揚
運
動
を
展
開
し
た
。
『
日
経
連
タ
イ
ム
ス
』
は
次
の
よ
う

な
「
主
張
」
を
掲
げ
た
。

　
　
「
最
近
の
風
潮
は
、
国
民
の
中
に
お
い
て
国
旗
に
対
す
る
考
え
方
が
別
々
で
あ
る
た
め
、
国
旗
と
し
て
の
”
日
の
丸
〃
の
旗
の
掲
揚

　
が
戦
前
同
様
自
由
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
掲
揚
が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
誠
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　
　
こ
れ
ら
の
実
情
か
ら
国
旗
を
掲
揚
す
る
運
動
を
推
進
す
る
た
め
、
す
で
に
二
年
前
か
ら
『
国
旗
掲
揚
推
進
協
議
会
』
が
発
足
し
、
初

　
期
の
目
的
達
成
に
努
力
し
つ
つ
あ
る
が
、
さ
ら
に
こ
れ
を
産
業
界
・
経
済
界
の
分
野
か
ら
具
体
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
世
紀
の
祭
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
で
あ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
て
、
国
旗
掲
揚
推
進
運
動
を
全
国
的
に
も
り
あ
げ
る
こ
と
は
ま
た
と
な
い
好
機
で
あ
ろ
う
。
」

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
あ
ら
ゆ
る
人
が
即
席
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
」
に
な
る
と
い
わ
れ
る
。
極
自
然
に
、
自
国
選
手
の
応
援
に
熱
が
入

る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
金
メ
ダ
ル
を
と
り
、
「
君
が
代
吹
奏
」
の
も
と
に
「
日
の
丸
掲
揚
」
が
遂
行
さ
れ
る
こ
と
が
、
メ
ダ
ル
一
個
獲

（26）
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表4

部　　会　　名 議　　　　　　　長 参加
体数 世話役省庁

総　　会　　部　　会 暑本壽匙協董　横　　田　　　実 40 総　理　府

オ　リ　ン　ピ　ッ　ク

解運動部会
暴毛オイ萎冒孟　竹　田　恒　徳 16 文　部　省

国際理解運動部会 昆妻蓬壺萎艮　佐藤喜一郎 18
日本ユネスコ
内委員会
　　務　　省

公衆道徳高揚運動部会 華生霧運融協養　安　積　得　也 40 文　部　省

商業道徳高揚運動部会 呈本霧工叢議肇　高　城　　元 22 通商産業省
　輸　省

交通道徳高揚運動部会 憲日馨通誉協奉　片　岡　清　一 33 警　察　庁
　輸　省

国土美化運動部会
新生活運動協会　　土　　美　町田辰次部中央委員会委員長 42 厚　生　省

　設　省

健康増進運動部会 呈本墜指夢員簑　栗　本　義　彦 31 文　部　省
　生　省

『オリンピック東京大会と政府機関等の協力』文部省，1965年，193～4頁，

を
た
か
め
る
た
め
に
」
表
4
の
よ
う
な
八
部
会
を
設
け
た
。

　
こ
の
機
構
は
全
都
道
府
県
レ
ベ
ル
に
も
設
け
ら
れ
、
主
に
知

事
を
責
任
者
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か
ら
運
動
を
担
う
べ
く

位
置
付
け
ら
れ
た
。
特
に
六
四
年
に
入
る
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

デ
ー
の
催
し
や
、
全
国
く
ま
な
く
縦
断
し
た
国
内
聖
火
リ
レ
ー

に
よ
っ
て
地
域
の
「
統
合
」
は
頂
点
に
達
し
た
。
こ
れ
に
は
男

子
八
○
、
二
八
四
人
（
八
三
・
四
％
）
、
女
子
一
六
、
〇
二
八

人
（
一
六
・
六
％
）
、
計
九
六
、
三
一
二
人
が
参
加
し
た
。
当

然
に
し
て
沿
道
の
声
援
を
送
る
県
民
を
加
え
れ
ば
そ
の
数
は
膨

大
な
も
の
と
な
る
。

　
こ
う
し
た
行
事
に
は
必
ず
先
の
八
部
会
の
意
図
が
機
能
し
た
。

特
に
第
二
の
「
国
際
理
解
」
部
会
で
は
「
日
本
人
と
し
て
の
自

覚
を
高
め
る
」
と
し
て
「
『
君
が
代
』
や
国
歌
の
意
義
、
由
来

を
正
し
く
理
解
し
そ
れ
を
尊
重
す
る
態
度
を
養
う
」
こ
と
を
強

調
し
た
。

　
②
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
界

　
時
は
高
度
経
済
成
長
の
直
中
に
あ
り
、
産
業
界
で
は
構
造
転

換
を
遂
行
す
る
と
共
に
、
勤
労
者
に
は
長
時
問
・
高
密
度
労
働

（25）



そ
れ
と
結
合
し
な
が
ら
専
ら
精
神
主
義
的
な
「
日
本
」
を
強
調
す
る
国
家
主
義
と
の
結
合
を
示
し
た
。

　
そ
し
て
軍
事
的
に
は
ま
す
ま
す
緊
張
の
高
ま
る
東
南
ア
ジ
ア
や
朝
鮮
半
島
を
睨
ん
で
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
の
増
強
、
第
二

次
朝
鮮
戦
争
を
想
定
し
た
「
三
矢
作
戦
」
（
六
三
年
）
な
ど
、
自
衛
隊
の
直
接
・
間
接
の
協
力
が
画
策
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
で
、

自
衛
隊
は
未
だ
憲
法
九
条
と
の
関
わ
り
で
「
違
憲
存
在
」
で
あ
り
、
国
民
の
中
に
そ
の
「
市
民
権
」
を
得
る
た
め
の
手
段
を
強
く
求
め
て

い
た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
際
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
当
然
に
し
て
、
む
し
ろ
そ
れ
を
取
り
巻
く
「
そ
れ
ぞ
れ
」
の
団
体
・
組
織
が
ス

ポ
ー
ツ
団
体
以
上
に
熱
い
「
思
い
」
を
抱
い
て
い
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
は
、
そ
う
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
に
支
え
ら
れ
た
か

ら
こ
そ
大
成
功
を
治
め
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
ら
の
「
思
い
」
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
こ
こ
で
見
て
お

く
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
①
政
治
的
視
点
逸
ら
し

　
六
〇
年
安
保
以
降
の
国
民
の
革
新
的
な
高
揚
は
、
選
挙
や
国
民
生
活
の
多
く
の
分
野
で
進
行
し
た
。
そ
う
し
た
動
向
の
反
映
の
一
つ
に
、

六
三
年
一
月
号
の
『
中
央
公
論
』
に
掲
載
さ
れ
た
自
民
党
幹
部
石
田
博
英
論
文
「
保
守
政
党
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
石
田
は

イ
ギ
リ
ス
を
例
と
し
な
が
ら
、
日
本
の
勤
労
者
数
の
伸
び
と
自
民
党
、
社
会
党
の
得
票
数
の
歴
史
的
傾
向
の
比
較
を
し
つ
つ
、
「
目
民
党

の
わ
れ
わ
れ
が
何
事
も
し
な
け
れ
ば
、
あ
と
六
年
後
に
は
社
会
党
の
天
下
と
な
っ
て
し
ま
う
」
（
九
四
頁
）
と
、
保
守
党
と
し
て
の
危
機

感
を
強
烈
に
示
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
・
不
成
功
は
自
民
党
・
政
府
の
威
信
に
も
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
必
死
に
努
力
し
た
と

い
え
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
国
民
運
動
」
が
あ
る
。
六
三
年
六
月
二
二
日
、
総
理
府
に
お
い
て
民
間
団
体
約
一
七
〇
団

体
お
よ
び
関
係
省
庁
が
参
集
し
て
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
国
民
運
動
推
進
連
絡
会
議
」
（
議
長
足
立
正
）
を
結
成
し
、
「
国
民
｝
般
の
協
力
気
運

（24）



な
ど
を
含
め
て
激
動
し
た
が
、
祭
典
自
体
は
大
成
功
の
う
ち
に
終
了
し
た
。
国
内
外
の
マ
ス
コ
ミ
も
こ
ぞ
っ
て
成
功
を
称
え
た
。
国
際
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
1
0
C
）
も
、
未
だ
競
技
期
間
中
の
一
〇
月
一
九
日
に
特
別
記
者
会
見
を
行
い
、
東
京
都
そ
の
他
に
対
す
る
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
各
賞
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
カ
ッ
プ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
功
労
賞
状
、
ボ
ナ
ッ
サ
伯
記
念
ト
ロ
フ
ィ
）
の
授
与
を
発
表
し
た
。
大
会

期
間
中
の
発
表
自
体
が
異
例
な
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
同
一
場
所
、
同
一
時
間
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
五
賞
の
う
ち
の
三
賞
が
送
ら
れ
る
の
も
異

例
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
了
し
た
直
後
の
一
〇
月
三
一
日
の
東
京
都
議
会
議
事
堂
に
お
い
て
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
ジ
ー
O

C
会
長
は
そ
の
挨
拶
の
中
で
次
の
よ
う
な
賛
辞
を
送
っ
た
。

　
「
大
会
の
与
え
た
無
形
の
成
果
は
、
い
っ
そ
う
意
義
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
数
あ
る
国
際
行
事
の
中
で
最
も
重
要
な
こ
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
、
こ
れ
ほ
ど
の
好
評
の
う
ち
に
や
り
遂
げ
た
と
い
う
事
実
は
、
日
本
全
国
民
の
志
気
を
い
ち
じ
る
し
く
高
め
る
こ
と
と
思
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

す
。
東
京
大
会
の
運
営
は
、
日
本
国
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
も
っ
て
誇
り
と
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
」

　
（
1
）
　
『
第
十
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
　
東
京
都
報
告
書
』
東
京
都
、
一
九
六
五
年
、
三
〇
七
頁
。

「スポーッ基本法」の研究（n）

　
㈲
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
「
役
割
」

　
第
三
期
冒
頭
の
諸
情
勢
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
六
〇
年
代
初
頭
は
経
済
的
に
み
れ
ば
、
高
度
経
済
成
長
の
直
中
に
あ
り
、
そ
れ
は

「
国
民
所
得
倍
増
計
画
」
（
六
〇
年
）
や
「
全
国
総
合
開
発
計
画
」
（
六
二
年
）
が
策
定
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
そ
し
て
産
業
構
造
の
変
化

つ
ま
り
軽
工
業
か
ら
重
工
業
へ
の
転
換
の
中
で
、
人
的
能
力
の
開
発
が
強
調
さ
れ
始
め
、
長
時
間
・
高
密
度
の
労
働
に
耐
え
得
る
労
働
力

が
要
請
さ
れ
た
。
ま
た
政
治
的
に
み
れ
ば
、
六
〇
年
の
安
保
闘
争
を
経
て
、
国
民
の
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
一
段
と
首
同
揚
し
つ
つ
あ
っ
た
。

こ
れ
は
ま
た
保
守
政
権
に
と
っ
て
は
危
機
で
あ
り
、
そ
う
し
た
国
民
の
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
除
去
・
拡
散
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
と
同

時
に
そ
れ
は
日
本
が
最
早
敗
戦
国
で
は
な
く
、
戦
後
は
終
り
世
界
の
中
で
先
進
国
の
仲
間
入
り
を
し
た
と
い
う
大
国
主
義
の
高
揚
で
あ
り
、

（23）



表3政府対策事業費の年度別推移 　　　　　　　　　　　　　昭和39年7月1日現在　総理府調べ（単位　百万円）　　eq

　　　　年　　　度事　　　項

昭　33 昭　34 昭　35 昭　36 昭　37 昭　38 昭　39 昭　40 合計

1大会の準備および運営 一 20．9 123．6 189．7 429．1 858．0 7，906．0 292．0 9，819．3
（1．0）

2　競技技術向上国民体育振興等 74．3 208．6 357．4 874．7 1，292．7 1，910．6 2，356．8
一

7，075．1
（0．7）

3　競技施設等整備 一 一 356．4 914．6 4，217．5 6，399．2 3，834．1
『

15，721．8

（L5）

4　国民運動推進等 一 一

0
．
7 14

2
．
3

9
．
2

271．0
『

284．6
（0．0）

5関連公共施設整備 25．7 681．3 8，930．0 39，669．3 77，052．2 101，130．2 45，107．1
『
272，595．8

（27．7）

6輸　送　施　設　整　備 28，608．0 18，815．0 45，096．0 86，974．0 123，355．0 198，605．0 113，764．6
一 615217．6

（62．6）

7　外客向宿泊施設整備 一 『 一 一
4，675．5 13，167．5 13，526．9

一
31，369．9
（3．2）

8　放送通信施設整備 一 54．0 1，012．0 4，876．0 4，225．0 12，701．0 8，271．0
一
31，139．0
（3．2）

9　そ　　　　の　　　　他 一 『 『 一

0
．
2

175．0 480．4
一

655．6
（0．0）

合　　　　　　　　　計 28，708．0 19，779．8 55，876．1 133，499．7 22，249．5 334，955．7 195，517．9 292．0 983，878．7

百　　　　分　　　　比 （2．9） （2，0） （5．7） （13．6） （21．9） （34．0） （19．9） （0，0） （100．0）

N
）

出典：『オリンピック東京大会と政府機関等の協力』文部省，1965年，19頁
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＋
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束京大会準備協力機構図
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（
〇
一
）

外　務　省
情報文化局）

オリンピック室
オリンピック大会関係業務についての関係機
との協力をはかり円滑な運営をはかる．

昭和38，8．20
大臣決裁）

文　部　省
体育局） オリンピック課

オリンピック東京大会の円滑な運営をはかる
めの行政事務を処理する．

昭和38．4．1

文部省組織令）

鞭鵡y謬鰐耀構聴叛つ〕

運　輸　省

L　オリンピック観
輸送対策連絡会議

，交通観光関係機
オリンピック広報
絡会議

オリンピック東京大会と観客輸送実施上の具
的諸問題の解決にあたる．

リンピック東京大会時の交通．観光関係の
正な情報の提供と周知を図る，特に外客に
する対策の徹底を図る．

昭和38．12．5

議決定
機構］

括官房都市交通課，鉄道分科会
道監督局，自動車分科会
動車局，広報分科会，観光局
京陸運局

和39．8．7

房長決裁
機構］

房都市交通課
光局業務課
に鉄道監督局，自動車局，航空局
京陸運局協力

郵　政　省
オリンピック東京大
郵便施設対策協議

オリンピック東京大会に万全なる郵便サービ
を提供するため業務運営に必要な施設およ
要員等の対策をたてる，

昭和38．7．1

次官決裁）

防　衛　庁
東京オリンピック準
委員会

オリンピック東京大会の運営協力に関する事
を審議し，防衛庁長官の諮問に応じる．

昭和37．3．9

長官決裁）
のほか，陸上自衛隊，海上自衛隊および
空自衛隊の支援体制確立をはかるため昭
38年4月陸上幕僚監部，同年5月海上幕僚
部および昭和39年1月航空幕僚監部にそ
ぞれオリンピック準備室を設けた．

警　察　庁
オリンピック東京大
準備対策委員会

オリンピック東京大会の準備対策に関する警
運営上の事項にっいて連絡する．

昭和37．7．7（オリンピック東京大会準備対
委員会設置要綱）

文部省，1953年，13頁

（
口
）
駕
宙
e
「
迷
粁
糊
外
i
弔
K
」
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表2　『オリンピック東京大会と政府機関等の協力』

省 庁 幹 事 担 当　　主　　管　　課

総 理 府 大臣宮房審議室長 大臣官房審議室
法 務 省 大臣官房秘書課長 大臣官房秘書課
外 務 省 官　　　　房 長 情報文化局文化課
大 蔵 省 官　　　　房 長 主計局文部担当係
文 部 省 体　　育　　局 長 体育局オリンピック課
厚 生 省 環　境　衛　生　局　長 大臣官房総務課
農 林 省 官　　　　房 長 大臣官房総務課
通　商 産　業 省 官　　　　房 長 大臣官房秘書課
運 輸 省 官　　　房 長 大臣官房都市交通課
郵 政 省 官　　　　房 長 大臣官房秘書課
建 設 省 都　　市　　局 長 都市局都市総務課
自 治 省 財　　政　　局 長 財　政　局　理　財　課

防 衛 庁 教　　育　　局 長 教　育　局　教　育　課

防　衛 施　設 庁 施　　設　　部 長 施設部連絡調査官
警 察 庁 交　　通　　局 長 交通局交通指導課
首都圏整備委員会 計　画　第一　部　長 調　　　　整　　　　官

関係省庁のうち，特別組織を設けたのは次のとおりである

省　　　庁 協力体制の名称 目　　　　　　　的 設置時期および根拠

法　務　省
入国管理局）

入国管理局オリン
ック対策委員会

オリンピック東京大会にともなう出入国管理
務の簡素化，迅速化の検討と適正な実施を
る．

昭和38．5．18
オリンピック対策委員会設置要綱く局長決裁〉）昭39．8「対策委員会」を「オリン

ック実施本部」とした。



「スポーッ基本法」の研究（H）

実
に
九
六
・
八
％
に
な
る
。
し
か
も
そ
の
間
接
的
事
業
費
の
う
ち
東
海
道
新
幹
線
を
は
じ
め
と
す
る
輸
送
施
設
整
備
が
六
二
．
六
％
、
関

連
公
共
施
設
整
備
が
二
七
・
七
％
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
両
者
だ
け
で
実
に
約
九
〇
％
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

五
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長
政
策
の
上
に
あ
り
、
ま
さ
に
そ
の
促
進
策
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
。
先
に
も
述
べ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
景
気

は
こ
の
事
か
ら
も
理
解
で
き
よ
う
。
経
済
界
に
と
っ
て
は
そ
れ
だ
け
経
済
的
側
面
か
ら
の
期
待
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
④
関
連
法
令

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
当
た
っ
て
新
た
に
制
定
、
改
正
さ
れ
た
法
令
は
合
計
三
七
に
の
ぼ
る
。
分
類
す
れ
ば
「
基
本
」
の
分
野
で
は
五

つ
で
あ
り
、
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
の
準
備
の
た
め
に
必
要
な
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
や
「
ス
ボ
ー
ツ
振
興
法
」
等
で
あ
る
。

「
行
政
組
織
等
」
の
分
野
に
つ
い
て
は
四
つ
で
あ
り
、
「
文
部
省
組
織
令
」
や
「
自
衛
隊
法
」
等
で
あ
る
。
「
資
金
調
達
」
の
分
野
で
は

「
競
馬
法
」
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
の
準
備
等
に
必
要
な
資
金
に
充
て
る
た
め
の
寄
付
金
付
き
製
造
た
ば
こ
の
販
売
に
関
す
る
法
律
」

等
七
つ
で
あ
る
。
「
税
」
分
野
で
は
免
税
に
関
す
る
も
の
が
七
、
そ
し
て
「
そ
の
他
」
分
野
は
記
念
硬
貨
や
記
念
切
手
の
発
行
等
に
関
す

る
も
の
一
四
で
あ
る
。
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
行
事
を
国
家
が
位
置
付
け
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
す
る
と
き
、
そ
れ
が
単
に
そ
れ
だ
け
で
完
結

す
る
の
で
は
な
く
、
実
に
た
く
さ
ん
の
機
関
や
法
令
等
と
関
連
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
⑤
宇
宙
テ
レ
ビ
中
継

　
今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
報
道
の
特
徴
は
、
史
上
は
じ
め
て
宇
宙
衛
星
（
シ
ン
コ
ム
三
号
）
を
介
し
て
、
競
技
が
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
放
送
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
同
時
性
と
臨
場
感
を
高
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
世
界
の
国
々
に
と
っ
て
い
っ
そ
う

身
近
な
も
の
と
な
っ
た
。

　
③
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
果

　
こ
う
し
て
十
五
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
世
紀
の
祭
典
は
、
競
技
期
間
中
、
世
界
情
勢
で
は
ソ
連
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
首
相
の
解
任

（17）



図1　オリンピソタ東京大会組織

　　（1964年10月1日現在）

総務委員会 企　画　室

幹　　　　事 総　務　部

渉　外　部

経　理　部

組織委員会議 秘書・参事等 出　納　部

会　　長 事務次長 会　場　部

副会長
務総長

選手村本部長 警備交通部

輸送通信部

施　設　部

監　　　事 報　道　部

名誉顧間
外国報道室

顧問・参与

競　技　部

分　　　室

選手村本部

ヨ　ッ　ト競技特別委員会
聖火　リ　レ　ー特別委貝会
競　　技　特　　別　　委　員　会

芸　術　展　示　特別　委　員　会

広　報　宣　伝　特　別　委　員　会

報　　道　　特　　別　　委　　員　　会

施　　設　　特　　別　　委　　員　　会

輸　　送　特　別　　委　　員　会

交　通　警　備　特　別　委　員　会

医　事　衛　生　特別　委　員　会

国際スポーツ科学会議特別委員会
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事
業
に
お
け
る
政
府
対
策
事
業
は
、
直
接
的
事
業
と
間
接
的
事
業
と
に
分
け
ら
れ
る
。
一
九
五
八
年
度
以
降
に
投

入
さ
れ
た
国
庫
支
出
、
財
政
投
融
資
、
地
方
公
共
団
体
負
担
の
総
額
は
表
3
の
よ
う
に
約
一
兆
円
に
近
い
。
表
3
の
事
項
中
1
、
2
、
3
、

は
い
わ
ゆ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
直
接
的
事
業
で
あ
る
が
、
そ
の
合
計
は
全
体
の
約
三
・
二
％
に
し
か
す
ぎ
ず
、
4
以
降
の
間
接
的
事
業
が



　
こ
の
間
、
都
内
の
会
場
問
題
を
巡
っ
て
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
の
返
還
交
渉
が
進
展
し
た
。
当
初
朝
霞
の
米
軍
基
地
を
返
還
し
、
選
手
村
建

設
を
予
定
し
て
い
た
が
、
六
一
年
一
〇
月
二
三
日
に
現
在
の
代
々
木
公
園
で
あ
る
「
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ッ
」
に
変
更
さ
れ
た
。
紆
余
曲
折

の
結
果
こ
の
二
ヵ
所
が
返
還
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
が
、
こ
の
返
還
交
渉
に
当
時
の
ア
メ
リ
カ
が
応
じ
た
の
は
、
平
和
の
象
徴
で
あ
る
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
、
し
か
も
首
都
の
ど
真
ん
中
に
外
国
の
軍
事
基
地
が
あ
る
こ
と
は
国
際
関
係
上
、
日
米
双
方
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
田
畑
政
治
『
ス
ポ
ー
ツ
と
と
も
に
半
世
紀
』
（
財
）
静
岡
県
体
育
協
会
、
一
九
七
八
年
、
第
十
三
章
「
痛
恨
、
五
輪
事
務
局
を
さ
る
」
。
杢
代
哲

　
　
雄
『
評
伝
田
畑
政
治
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
、
「
事
務
総
長
を
辞
し
た
い
き
さ
つ
」
を
参
照
。

　
（
2
）
　
宮
本
憲
一
『
経
済
大
国
』
小
学
館
、
｝
九
八
三
年
、
一
二
八
頁
。

「スポーッ基本法」の研究（H）

　
図
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
概
要

　
①
大
会
規
模

　
第
十
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
は
一
九
六
四
年
一
〇
月
一
〇
日
～
二
四
日
の
十
五
日
間
、
東
京
を
中
心
に
五
都
県
で
開
催
さ
れ
た
。

二
〇
競
技
・
一
六
三
種
目
、
芸
術
展
示
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
（
武
道
、
野
球
）
に
世
界
九
四
ヵ
国
、
選
手
五
、
五
五
八
人
（
男
子

四
、
八
二
六
人
、
女
子
七
三
二
人
）
が
参
加
し
た
。
こ
れ
に
報
道
関
係
者
、
運
営
関
係
者
を
加
え
れ
ば
数
万
人
規
模
の
運
営
で
あ
る
。

　
②
組
織
・
協
力
体
制

　
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
組
織
委
員
会
」
は
図
1
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
関
係
省
庁
は
表
2
の
よ
う
に
十
六
省
庁
に
わ
た
り
、
そ
の

う
ち
七
省
庁
が
特
別
組
織
を
設
置
し
た
。
そ
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
の
協
力
諸
組
織
の
関
連
は
図
2
の
よ
う
で
あ
る
。

　
③
事
業
・
予
算

（15）



　
こ
れ
を
機
に
、
準
備
委
員
会
は
解
散
さ
れ
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
準
備
協
議
会
」
を
経
て
、
同
年
九
月
三
〇
日
に
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
東
京
大
会
組
織
委
員
会
」
が
発
足
し
た
。
組
織
委
員
二
五
名
、
監
事
三
名
で
、
会
長
に
体
協
会
長
の
津
島
寿
一
、
事
務
総
長
に
J
O
C

総
務
の
田
畑
政
治
が
就
任
し
た
。
六
一
年
六
月
一
五
日
に
公
布
さ
れ
た
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
の
準
備
の
た
め
に
必
要
な
特
別
措
置

に
関
す
る
法
律
」
の
第
二
条
（
国
の
補
助
）
の
適
用
を
受
け
、
財
団
法
人
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
一
九
六
〇
年
一
二
月
二
八
日
に
は
「
財
団
法
人
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
資
金
財
団
」
が
設
置
さ
れ
、
多
方
面
か
ら
の
資
金
収
集

を
開
始
し
た
。
政
府
レ
ベ
ル
で
は
六
二
年
五
月
二
九
日
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当
大
臣
（
川
島
正
次
郎
）
お
よ
び
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
係
閣
僚

懇
談
会
の
設
置
を
閣
議
決
定
し
た
。

　
同
年
八
月
の
第
四
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
に
お
い
て
台
湾
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
よ
る
参
加
要
請

拒
否
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
今
大
会
を
正
式
な
も
の
と
し
て
認
め
る
か
ど
う
か
で
各
国
が
動
揺
す
る
が
、
結
局

日
本
は
「
曖
昧
な
ま
ま
」
参
加
し
た
。
こ
の
後
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
二
ヵ
国
よ
り
な
る
新
興
国

競
技
会
（
G
A
N
E
F
O
）
を
六
三
年
四
月
二
八
日
に
誕
生
さ
せ
、
同
年
一
一
月
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
五
一
ヵ
国
の
参
加
を
得
て
、
第
一
回

G
A
N
E
F
O
を
開
催
し
た
。
こ
れ
が
国
際
陸
上
競
技
連
盟
の
規
約
に
「
触
れ
」
、
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
と
北
朝
鮮
選
手
の
参
加
不
資
格
問
題
へ
と
継
続
し
た
。
ま
た
、
同
ア
ジ
ア
大
会
へ
の
日
本
の
参
加
態
度
の
曖
昧
さ
の
責
任
問
題
も
絡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ん
で
、
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
組
織
委
員
会
」
の
津
島
会
長
、
田
畑
事
務
総
長
が
辞
任
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
釜
は
、
会
長
に
安
川

第
五
郎
、
事
務
総
長
与
謝
野
秀
が
入
り
、
経
済
界
主
導
の
体
制
が
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
た
。

　
六
三
年
六
月
二
二
日
に
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
国
民
運
動
推
進
連
絡
会
議
」
が
約
一
七
〇
の
民
間
団
体
を
結
集
し
て
組
織
さ
れ
た
（
議
長

足
立
正
）
。
同
様
に
、
主
要
開
催
都
市
で
あ
る
東
京
都
も
一
九
五
九
年
一
〇
月
一
〇
日
の
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
事
務
局
」
の
設
置
を
は

じ
め
と
し
て
、
着
実
な
準
備
を
行
っ
た
。

（14）



「スポーッ基本法」の研究（H）

　
こ
の
時
期
、
保
健
体
育
審
議
会
は
、
七
〇
年
二
月
二
八
日
に
答
申
（
諮
問
一
九
六
四
年
一
二
月
一
〇
日
）
し
た
「
義
務
教
育
諸
学
校
等

に
お
け
る
学
校
給
食
の
改
善
充
実
方
策
に
つ
い
て
」
を
抱
え
て
お
り
、
一
時
期
三
つ
の
課
題
を
抱
え
て
い
た
。

　
さ
て
、
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
関
す
る
基
本
方
策
に
つ
い
て
」
の
準
備
過
程
で
、
六
九
年
の
夏
に
は
大
規
模
な
「
社
会
体

育
実
態
調
査
」
が
体
育
局
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
そ
れ
を
基
礎
資
料
と
し
て
七
一
年
六
月
一
九
日
に
中
間
報
告
が
、
そ
し
て
七
二
年
一
二
月

二
〇
日
に
答
申
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
答
申
は
、
当
時
の
地
域
総
合
開
発
計
画
に
も
直
接
的
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
機
関
か
ら
の

注
目
を
集
め
、
ま
た
そ
れ
ら
に
影
響
を
与
え
た
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
う
な
っ
た
の
は
、
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
要
求
に
対
応
す
る

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
産
業
界
や
行
政
の
諸
施
策
の
基
本
計
画
と
一
致
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
中
間
報
告
が
出
さ
れ
た
七
一
年
は
、
教
育
界
で
は
社
会
教
育
審
議
会
答
申
、
中
央
教
育
審
議
会
答
申
が
出
さ
れ
、
教
育
が
も
っ
ぱ

ら
産
業
界
の
要
請
に
牽
引
さ
れ
て
行
く
情
勢
に
あ
っ
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
政
策
に
お
い
て
は
、
先
ず
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
を
前
提
と
し
な

け
れ
ば
そ
の
後
の
国
民
へ
の
い
か
な
る
ス
ポ
ー
ツ
施
策
も
進
ま
な
い
と
い
う
点
で
の
一
致
が
得
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
多
く
の
「
思
い
」
を

内
包
し
な
が
ら
も
、
中
間
報
告
・
答
申
は
提
起
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
実
現
の
上
で
も
重
要
な
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー

キ
ン
グ
を
形
成
し
た
。

　
2
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
ω
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
の
経
緯

　
政
府
、
体
協
、
東
京
都
、
財
界
、
報
道
界
、
学
識
経
験
者
か
ら
な
る
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
委
員
会
」
が
一
九
五
八
年
一
月
二
二

日
に
結
成
さ
れ
、
東
京
招
致
に
向
け
て
い
っ
そ
う
の
牽
引
車
と
な
っ
た
。
翌
五
九
年
五
月
二
六
日
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
お
け
る
第
五
五
次
1

0
C
総
会
に
お
い
て
第
十
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
が
決
定
さ
れ
た
。
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り
上
げ
を
直
接
的
な
契
機
と
し
な
が
ら
も
、
体
育
指
導
委
員
数
の
増
加
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
設
立
等
、
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
は
少

し
ず
つ
進
展
し
振
興
法
の
具
体
的
な
効
果
も
現
れ
て
き
た
。

　
さ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
は
、
国
民
の
体
力
へ
の
不
安
か
ら
、
総
理
府
が
中
心
に
な
り
「
国
民
体
力
つ
く
り
運
動
」
が
提
唱
さ
れ
、
自
治

体
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
系
統
が
こ
れ
ま
で
の
文
部
省
↓
教
育
委
員
会
↓
各
市
町
村
社
会
教
育
課
と
い
う
教
育
行
政
ル
ー
ト
に
加
え
て
、

総
理
府
↓
各
行
政
の
首
長
部
局
と
い
う
行
政
ル
ー
ト
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
は
主
と
し
て
憲
法
－
教
育
基
本
法
－

社
会
教
育
法
と
い
う
、
い
わ
ば
教
育
法
体
系
の
も
と
で
推
進
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
動
き
は
単
に
そ
の
範
囲
に
は
止
ま

ら
な
い
、
文
化
行
政
一
般
へ
の
拡
大
を
も
意
味
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
も
、
一
九
五
七
年
の
社
会
教
育
法
一
部
改
正
時

に
内
包
し
て
い
た
よ
う
に
、
教
育
法
の
み
で
は
な
い
範
疇
と
し
て
の
法
体
系
の
側
面
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
、
六
〇
年
代
の
後
半
か
ら
は
、
公
害
や
地
方
自
治
の
危
機
の
中
で
、
住
民
運
動
に
対
抗
し
た
地
域
再
編
を
意
図
す
る
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
政
策
が
提
唱
さ
れ
た
。
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
地
域
意
識
を
再
統
合
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
ス
ポ
ー
ツ
が
大
き
く
位
置

付
け
ら
れ
て
行
く
。
そ
し
て
七
〇
年
代
に
入
る
と
、
ス
ポ
！
ツ
施
設
の
建
設
は
国
土
開
発
政
策
の
一
環
に
位
置
付
け
ら
れ
、
産
業
界
か
ら

の
ス
ポ
ー
ッ
政
策
へ
の
要
請
が
よ
り
鮮
明
と
な
り
、
強
力
に
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
背
景
に
は
も
ち
ろ
ん
国
民
、
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
急
速
な
高
ま
り
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
競
技
力
向
上
の
た
め
に
一
九
六
七
年
七
月
八
日
に
は
「
学
徒
の
対
外
運
動
競
技
の
基
準
の
改
善
に
つ
い
て
」
諮
問

が
出
さ
れ
、
二
年
後
の
六
九
年
六
月
二
四
日
に
答
申
さ
れ
た
。
こ
れ
に
二
年
も
掛
か
っ
た
の
は
、
こ
の
過
程
で
、
単
に
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
だ

け
を
問
題
に
し
て
も
、
根
本
的
な
解
決
策
に
な
ら
な
い
と
の
自
覚
か
ら
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
根
本
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
諮
問
と
答
申
の
中
間
あ
た
り
の
六
八
年
九
月
二
〇
日
に
別
件
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
関
す
る
基
本

方
策
に
つ
い
て
」
が
諮
問
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
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「スポーッ基本法」の研究　（H）

　
し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
第
一
二
条
を
受
け
た
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
の
基
準
」
に
対
し
て
の
諮
問
に
つ
い
て
は
、
答
申
の
中
で

は
何
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
い
わ
ば
先
送
り
の
状
態
で
あ
る
。

　
こ
の
間
、
文
部
省
体
育
局
で
は
六
二
年
度
よ
り
「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
育
成
補
助
」
を
開
始
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ド
の
高
揚
と
同
時
に
、

国
民
ス
ポ
ー
ッ
ヘ
の
補
助
も
開
始
し
、
運
動
競
技
課
を
「
ス
ポ
ー
ツ
課
」
と
改
称
し
た
。
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
で
も
奨
励
さ
れ
た
青
少

年
の
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
策
と
し
て
、
日
本
体
育
協
会
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
結
成
さ
せ
、
そ
れ
へ
の
物
心
両
面
の
援
助
を
行
っ
て
き
た
。
そ

し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
準
備
が
活
況
に
入
る
六
三
年
四
月
に
は
体
育
局
に
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
課
」
を
設
置
（
六
五
年
三
月
ま
で
）
し
た
。

翌
六
四
年
三
月
に
は
『
日
本
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状
』
を
発
刊
し
、
現
状
の
把
握
と
そ
の
広
報
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
に
提
案
さ
れ
た
施
設
建
設

の
基
準
案
を
簡
潔
に
要
約
し
た
。

　
さ
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
あ
と
四
ヵ
月
と
迫
っ
た
六
四
年
六
月
三
日
、
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す
る
基
本
計
画
に
つ
い
て
ー
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
に
つ
い
て
ー
」
が
諮
問
さ
れ
、
翌
月
の
七
月
一
西
日
に
中
間
報
告
が
出
さ
れ
、
若
干
の
整
備
基
準

が
提
案
さ
れ
た
。
し
か
し
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設
の
建
設
が
最
終
的
な
突
貫
工
事
の
最
中
で
は
、
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
。
と
同
時

に
、
本
答
申
が
出
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
あ
や
ふ
や
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
先
の
諮
問
と
今
回
の
そ
れ
と
は
、
共
に
施
設
建
設
の
基
準
を
諮

問
し
て
い
た
が
、
当
面
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
目
を
奪
わ
れ
、
国
民
大
衆
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
へ
の
提
言
は
未
だ
関
心
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
と
言
え
よ
う
。
他
方
こ
の
時
期
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ヘ
と
向
か
っ
て
い
た
。
こ
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
経
る
な
か
で
、
日
本
の
「
戦
後
ス
ポ
ー
ツ
体
制
」
が
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
後
の
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
巻
く
主

要
な
要
因
の
確
立
が
在
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
経
済
界
、
政
界
、
軍
事
か
ら
の
ス
ポ
！
ツ
ヘ
の
要
請
の
確
立
、
目
立
し
た
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ

運
動
の
成
立
、
そ
し
て
そ
れ
ら
と
の
関
わ
り
で
ス
ポ
ー
ツ
行
政
が
拡
大
し
た
こ
と
等
。

　
こ
の
間
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ド
上
昇
の
中
で
、
そ
し
て
ま
さ
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
の
成
立
に
よ
っ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ド
の
盛

（11）



い
。
否
、
逆
に
新
た
な
『
国
民
体
力
づ
く
り
』
の
掛
け
声
と
と
も
に
、
国
民
体
育
大
会
を
核
と
す
る
府
県
民
総
動
員
運
動
と
し
て
地
方
に
浸
透
し
て

い
っ
た
。
」
（
草
深
直
臣
「
現
代
日
本
の
社
会
体
育
行
政
の
展
開
と
課
題
」
『
人
文
科
学
研
究
』
3
9
、
立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
、
一
九
八

五
年
、
三
六
頁
）
。

　
先
の
関
と
草
深
と
は
別
の
表
現
を
採
っ
て
は
い
る
が
内
容
的
に
は
ほ
ぼ
同
様
な
も
の
を
意
味
し
て
い
る
。
権
力
・
体
制
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
「
確

立
」
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
概
ね
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
国
民
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
の
台
頭
を
も
含
め
た
こ
の
一
九
六
〇
年
代

の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
・
行
政
・
運
動
を
ト
ー
タ
ル
に
把
握
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
を
中
心
と
し
て
含
み
つ
つ
も
「
戦
後
日
本
ス
ポ
ー
ツ
体
制
の
確

立
」
と
規
定
し
た
ほ
う
が
よ
り
包
括
的
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

（10）

　
ー
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
行
政
の
形
成

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
行
政
へ
の
省
庁
の
関
わ
り
は
こ
れ
ま
で
の
文
部
省
単
独
か
ら
複
数
省
庁
へ
と
変
化
し
て
ゆ
く

が
、
文
部
省
中
心
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
し
か
も
そ
こ
で
の
行
政
は
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
保
健
体
育
審
議
会
答
申
と
い

う
「
権
威
」
を
付
け
て
展
開
す
る
基
本
構
造
に
あ
る
の
で
、
先
ず
一
九
六
一
年
六
月
か
ら
一
九
七
二
年
一
二
月
ま
で
の
保
健
体
育
審
議
会

の
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
答
申
類
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
が
施
行
さ
れ
た
直
後
の
一
九
六
一
年
九
月
一
二
日
、
文
部
大
臣
荒
木
萬
寿
夫
は
、
保
健
体
育
審
議
会
に
「
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
整
備
の
基
準
、
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
の
内
容
お
よ
び
実
施
方
法
、
学
校
給
食
に
お
け
る
国
内
産
食
糧
の
効
果
的
な
利
用
お
よ
び
そ
の

利
用
促
進
に
つ
い
て
」
諮
問
し
た
。
こ
の
諮
問
は
ロ
ー
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
一
九
六
〇
年
八
月
）
で
の
日
本
選
手
の
不
成
績
そ
し
て
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
前
に
し
て
、
学
童
や
勤
労
青
少
年
お
よ
び
一
般
勤
労
者
の
体
力
の
増
強
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
諮

問
・
答
申
で
も
給
食
問
題
を
含
め
た
児
童
の
体
力
問
題
は
、
特
に
六
〇
年
代
に
入
る
と
、
産
業
界
の
労
働
力
政
策
の
変
化
に
伴
い
、
い
っ

そ
う
強
く
強
調
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
の
具
体
策
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
の
考
案
が
意
図
さ
れ
た
。



　
後
半
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
諸
分
野
か
ら
注
目
さ
れ
は
め
た
時
期
で
あ
る
。
特
に
、
ス
ポ
ー
ツ
が
文
部
省
の
管
轄
内
か
ら
他
省
庁
に
も
お
よ

び
、
さ
ら
に
は
産
業
界
、
軍
事
関
係
か
ら
も
注
目
さ
れ
始
め
た
。
と
同
時
に
、
国
民
、
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
高
揚
も
あ
り
、
当

然
に
し
て
後
半
で
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
に
よ
る
政
策
の
具
体
化
が
大
き
く
迫
ら
れ
、
国
民
の
ス
ポ
ー
ッ
施
設
建
設
重
視
へ
と
移
行
し
た
。

以
下
、
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
展
開
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
そ
れ
目
体
の
役
割
、
そ
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
一
九
七
二
年
の

保
健
体
育
審
議
会
の
答
申
ま
で
の
三
節
で
検
討
し
て
み
よ
う
。

「スポーッ基本法」の研究　（皿）

表1非農家世帯の主要耐久消費財普及状況（％）

耐久消費財 1960 1965 1970 1975 1980

白黒テ　レ　ビ 44．7 95．0 90．1 49．7 22．8
（1966）

カ　ラーテレビ 一

0
．
4

30．4 90．9 98．2
（1961）

ス　　テ　　レ　　オ
3
．
7

20．1 36．6 55．6 57．1

電気洗濯機 40．6 78．1 92．1 97．7 98．8

電気・ガス冷蔵庫 10．1 68．7 92．5 97．3 99．1
（1961）

ルームクーラー
0
．
4

2
．
6 ＆4 21．5 39．2

（1961）

乗　　用　　車
2
．
8

10．5 22．6 37．4 57．2

乗用車1961・65年はライトバンを含む，1960～75年は『昭和国勢要覧』，

1980年は経済企画庁『国民生活統計年報』より．

出典1『経済大国』宮本憲r小学館，1983年，71頁

（
1
）
　
関
春
南
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
主
義
』
と
い
う
ス
ポ
ー
ッ
観
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
無
目
的
化
し
、
“
勝

　
つ
”
こ
と
の
み
を
至
上
の
も
の
と
考
え
」
る
も
の
で
あ
り
、
「
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
主
義
』
と
い
う

権
力
に
支
持
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
観
は
、
こ
の
過
程
で
形
成
さ
れ
体
協
の
支
配
的
な
ス
ポ
ー
ツ
観

　
と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
観
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
権
力
と
完
全
に
癒
着
し

　
た
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
体
制
』
が
確
立
さ
れ
る
に
及
ぴ
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
を
貫
徹
す
る
に
至
っ

た
。
」
（
関
春
南
「
戦
後
日
本
の
ス
ポ
ー
ッ
政
策
」
『
経
済
学
研
究
』
1
4
、
一
橋
大
学
研
究
年
報
、

　
一
九
七
〇
年
、
二
二
六
頁
）
。

　
　
こ
う
し
て
関
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ヘ
向
け
て
、
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
主
義
」
に
支
え
ら
れ
な
が

　
ら
、
政
治
、
経
済
、
思
想
等
を
動
員
し
た
体
制
を
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
体
制
」
と
呼
ん
だ
。

（
2
）
同
じ
く
草
深
直
臣
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

　
　
「
オ
リ
ン
ピ
シ
ズ
ム
と
は
、
単
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
至
上
主
義
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
以

上
三
つ
の
特
徴
時
国
民
思
想
総
動
員
、
勝
利
至
上
主
義
、
財
政
投
資
を
兼
ね
そ
な
え
た
、
『
オ
リ

　
ン
ピ
ッ
ク
』
と
い
う
名
を
冠
し
た
社
会
構
造
変
質
体
制
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
、
オ
リ
ン
ピ
シ
ズ
ム
は
一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
消
滅
し
た
の
で
は
な

（9）



員
の
士
気
高
揚
策
は
自
衛
隊
に
と
っ
て
大
き
な
頭
痛
の
種
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
折
り
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
自
衛
隊
に
と
っ
て
は
ま

さ
に
「
救
い
の
神
」
で
あ
り
、
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
林
茂
夫
『
自
衛
隊
1
そ
の
恐
る
べ
き
実
態

』
汐
文
社
、
］
九
六
七
年
、
九
五
頁
。

　
（
2
）
　
林
茂
夫
『
最
新
自
衛
隊
学
入
門
』
二
月
社
、
一
九
七
九
年
、
一
六
七
頁
。

　
（
3
）
藤
原
彰
『
日
本
軍
事
史
』
日
本
評
論
社
、
一
九
八
七
年
、
二
二
頁
。

　
（
4
）
　
山
田
敬
男
『
戦
後
日
本
史
』
学
習
の
友
社
、
一
九
七
九
年
、
二
〇
六
頁
。

（8）

　
ニ
　
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
経
緯

　
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
文
部
省
体
育
局
の
復
活
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
の
制
定
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
準
備
過

程
で
実
現
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
位
置
の
重
要
さ
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
後
に
見

る
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
点
に
お
い
て
、
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
法
制
か
ら
見
た
場
合
、
こ
の
第
三
期
の
中
心
に
位
置

し
、
そ
の
前
後
を
は
っ
き
り
と
区
分
け
し
て
い
る
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
安
保
以
降
の
、
保
守
政
治
の
不
安
定
、
高
度
経
済
成
長
、
そ
し
て
軍
事
的
緊
張
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。
そ

れ
だ
け
に
単
に
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
そ
の
影
響
は
社
会
全
体
に
波
及
し
た
。
政
治
経
済
の
面
の
み
な
ら
ず
、
市

民
生
活
の
面
で
も
国
際
化
時
代
に
入
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
表
1
に
み
る
よ
う
に
、
主
要
耐
久
消
費
財
の
普

及
状
況
か
ら
も
明
白
で
あ
り
、
ま
さ
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
影
響
は
絶
大
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
こ
の
時
期
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
基
本
は
前
半
と
後
半
に
二
分
さ
れ
る
。
前
半
は
六
四
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
の
選
手
養
成
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

心
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設
建
設
、
思
想
動
員
等
の
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
体
制
」
、
「
オ
リ
ン
ピ
シ
ズ
ム
」
の
確
立
で
あ
る
。
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強
化
さ
れ
、
そ
の
軍
事
的
性
格
も
、
「
一
次
防
」
（
一
九
五
八
～
六
〇
）
が
「
専
守
防
衛
」
と
す
れ
ば
「
二
次
防
」
は
「
積
極
的
（
攻
撃

的
）
防
衛
」
そ
し
て
「
三
次
防
」
は
「
侵
略
的
攻
撃
」
の
姿
勢
を
明
確
に
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
侵
略
の
一
翼
に
加
わ
ろ
う
と
し
た

　
　
（
1
）

の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
軍
事
力
強
化
の
背
後
に
は
単
に
ア
メ
リ
カ
の
要
請
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
本
資
本
の
要
請
も
ま
た
強
固
な
も
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
「
二
次
防
」
の
兵
器
国
産
率
は
二
〇
％
で
あ
っ
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
特
需
を
経
た
「
三
次
防
」
で
は
八
O
％
へ
と
上
昇
し
た
こ
と
か

ら
も
明
白
で
あ
る
。

　
さ
て
、
六
二
年
二
月
に
ア
メ
リ
カ
は
南
べ
ト
ナ
ム
に
軍
事
援
助
指
令
部
を
設
置
し
た
が
、
こ
れ
以
後
ア
メ
リ
カ
の
兵
力
増
強
が
始
ま
っ

た
。
六
四
年
末
に
は
ト
ン
キ
ン
湾
事
件
直
後
、
在
ベ
ト
ナ
ム
米
兵
は
二
三
、
三
〇
〇
人
で
あ
っ
た
が
、
一
年
後
（
北
爆
後
）
の
六
五
年
末

に
は
一
八
四
、
○
○
○
人
と
な
り
、
六
九
年
末
に
は
五
四
三
、
○
O
O
に
も
膨
れ
上
が
っ
て
い
た
。
韓
国
か
ら
は
「
国
連
軍
」
と
し
て
、

最
高
時
で
は
五
万
人
以
上
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
韓
国
の
手
薄
に
社
会
主
義
国
が
攻
め
入
る
事
つ
ま
り
第
二
次

朝
鮮
戦
争
を
前
提
と
し
て
、
そ
れ
に
ど
の
様
に
対
処
す
る
か
と
い
う
「
三
矢
作
戦
」
（
一
九
六
三
年
二
月
～
六
月
）
が
、
極
秘
の
う
ち
に

防
衛
庁
で
計
画
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
第
一
～
七
動
ま
で
の
段
階
（
相
手
方
の
攻
撃
）
が
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
全
過
程
で
「
間
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

侵
略
」
対
策
つ
ま
り
国
内
治
安
出
動
を
一
方
の
柱
と
し
た
、
国
民
抑
圧
機
構
の
構
築
で
あ
っ
た
。
そ
の
制
度
的
な
表
現
は
六
五
年
六
月
二

一
百
の
日
韓
条
約
の
締
結
と
な
っ
て
具
体
化
さ
れ
た
。
こ
の
条
約
は
そ
れ
ま
で
長
い
間
難
航
し
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
に
急
激
な
展
開
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

見
せ
た
の
は
、
北
爆
開
始
（
六
五
年
二
月
）
を
始
め
た
ア
メ
リ
カ
の
強
い
要
請
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
日
米
韓
の
軍
事
的
一

（
4
）

体
化
が
形
成
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
ア
ジ
ア
、
特
に
ベ
ト
ナ
ム
を
中
心
と
す
る
軍
事
情
勢
と
の
関
わ
り
で
日
本
の
軍
事
力
、
す
な
わ
ち
自
衛
隊
が
強
化
さ
れ
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
情
況
下
、
自
衛
隊
の
国
民
へ
の
浸
透
策
、
そ
し
て
国
民
か
ら
は
支
持
さ
れ
な
い
「
日
陰
者
」
ゆ
え
に
低
迷
す
る
隊

（7）



　
そ
れ
ら
へ
の
国
民
の
不
満
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
革
新
自
治
体
の
誕
生
を
は
じ
め
と
す
る
政
治
革
新
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
た
が
、

こ
れ
ら
に
対
抗
し
地
域
を
新
た
に
再
現
す
べ
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
が
六
九
年
以
降
提
起
さ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
経
済
的
過
程
の
中
で
、
財
界
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
が
は
っ
き
り
と
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
も
こ
の
第
三
期
の

特
徴
で
あ
る
。
六
〇
年
代
初
頭
は
変
化
す
る
産
業
構
造
に
対
応
で
き
る
労
働
力
形
成
の
手
段
と
し
て
、
そ
し
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

内
需
拡
大
策
と
し
て
、
六
〇
年
代
末
か
ら
は
自
ら
破
壊
し
た
地
域
の
再
編
の
手
段
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
は
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
き
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
宮
本
憲
一
『
地
域
開
発
は
こ
れ
で
よ
い
か
』
岩
波
新
書
、
一
八
七
三
年
、
四
八
頁
。

　
（
2
）
　
伊
藤
正
直
『
高
度
成
長
か
ら
「
経
済
大
国
」
へ
』
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、
一
九
八
八
年
一
二
月
、
四
〇
頁
。

　
（
3
）
　
宮
本
憲
一
『
社
会
資
本
論
』
有
斐
閣
、
｝
九
六
七
年
。

　
（
4
）
　
渡
辺
治
「
「
豊
か
な
社
会
」
日
本
の
構
造
』
労
働
旬
報
社
、
一
九
九
〇
年
四
月
。
乾
彰
夫
「
日
本
の
教
育
と
企
業
社
会
』
大
月
書
店
、
一
九
九

　
　
〇
年
二
月
。

（6）

　
　
　
軍
事
的
背
景

　
一
九
六
〇
年
の
安
保
改
定
に
よ
り
、
日
米
軍
事
共
同
作
戦
の
強
化
が
計
ら
れ
た
。
六
一
年
以
降
の
ケ
ネ
デ
ィ
路
線
は
、
大
き
な
社
会
主

義
国
と
は
「
な
か
よ
く
」
し
て
そ
の
手
を
縛
り
、
小
さ
な
社
会
主
義
国
を
狙
う
各
個
撃
破
政
策
を
推
進
し
た
。
そ
の
中
心
は
ベ
ト
ナ
ム
侵

略
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
に
従
属
し
た
日
本
の
こ
の
第
三
期
に
お
け
る
軍
事
上
の
主
要
な
特
徴
は
、
こ
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
へ
の
荷

担
と
同
時
に
、
ベ
ト
ナ
ム
ヘ
の
「
国
連
軍
」
と
し
て
の
派
遣
で
手
薄
に
な
っ
た
韓
国
の
「
防
衛
」
を
巡
る
日
韓
条
約
の
締
結
、
そ
し
て
沖

縄
返
還
問
題
で
あ
る
。
こ
の
間
、
自
衛
隊
は
「
二
次
防
」
（
一
九
六
二
～
六
六
）
と
「
三
次
防
」
（
一
九
六
七
～
七
二
）
に
よ
っ
て
急
速
に
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期
待
は
、
競
技
そ
の
も
の
で
は
な
く
関
連
施
設
建
設
を
め
ぐ
る
膨
大
な
内
需
拡
大
、
あ
る
い
は
都
市
改
造
計
画
の
絶
好
の
機
会
と
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
六
五
年
の
不
況
を
経
験
す
る
が
、
ベ
ト
ナ
ム
特
需
に
よ
っ
て
再
び
好
況
を
呈
し
た
。
六
六
～
七
〇
年
は
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
と
い
わ
れ
、

高
度
経
済
成
長
の
終
末
期
を
形
成
す
る
。
六
九
年
四
月
に
は
「
新
全
国
総
合
開
発
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
地
域
開
発
政
策
は
そ
れ
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

地
域
開
発
か
ら
国
土
開
発
ヘ
ト
ー
ン
ア
ッ
プ
し
た
。

　
七
〇
年
に
入
る
と
一
〇
年
続
い
て
き
た
増
益
決
算
が
減
益
決
算
に
転
じ
、
翌
七
一
年
に
は
ア
メ
リ
カ
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
矛
盾
か
ら
ド

ル
危
機
に
陥
り
、
日
本
に
お
い
て
も
株
式
大
暴
落
、
中
小
企
業
倒
産
、
公
定
歩
合
引
き
下
げ
、
物
価
高
騰
等
が
起
き
た
。
七
三
、
四
年
に

は
第
四
次
中
東
戦
争
に
よ
る
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
「
狂
乱
物
価
」
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
七
四
年
に
は
戦
後
初
の
G
N
P
マ
イ

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ナ
ス
成
長
を
記
録
し
た
。

　
し
か
し
こ
の
不
況
下
、
七
二
年
七
月
に
誕
生
し
た
田
中
内
閣
は
「
日
本
列
島
改
造
計
画
」
を
打
ち
出
し
、
六
〇
年
代
の
高
度
成
長
路
線

を
踏
襲
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
各
地
の
地
価
高
騰
や
イ
ン
フ
レ
、
物
価
上
昇
を
招
い
た
が
、
こ
う
し
た
産
業
基
盤
重
視
、
国
民
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

生
活
基
盤
軽
視
の
公
共
投
資
政
策
の
、
い
わ
ば
曲
が
り
な
り
に
も
そ
の
一
角
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
が
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
さ
て
、
こ
の
高
度
経
済
成
長
期
は
日
本
の
支
配
構
造
の
上
で
も
大
き
な
転
換
点
で
あ
っ
た
。
大
企
業
に
お
け
る
労
務
管
理
政
策
、
つ
ま

り
機
械
化
へ
と
い
う
産
業
構
造
に
と
も
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
職
場
に
お
け
る
徒
弟
的
関
係
か
ら
能
力
主
義
的
な
労
務
管
理
、
競
争
主
義

的
価
値
観
へ
の
転
換
が
主
流
を
占
め
て
行
っ
た
。
そ
れ
ら
は
中
小
企
業
に
は
当
然
と
し
て
、
学
校
教
育
に
も
「
能
力
主
義
」
「
受
験
競
争
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
し
て
浸
透
し
、
日
本
社
会
全
体
を
企
業
社
会
と
せ
し
め
た
。
こ
う
し
た
勤
労
者
の
管
理
政
策
は
、
職
場
内
に
あ
っ
て
は
労
働
災
害
の
激

化
、
労
働
組
合
の
懐
柔
な
ど
が
あ
り
、
職
場
外
に
あ
っ
て
は
公
害
の
放
置
、
地
域
住
民
の
健
康
の
破
壊
、
地
場
産
業
の
衰
退
、
環
境
を
含

む
地
域
破
壊
で
あ
っ
た
。

（5）



　
沖
縄
は
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
施
政
権
の
も
と
、
つ
ま
り
他
民
族
の
支
配
下
に
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
も
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
激
化
の
な
か
で
、

そ
の
基
地
機
能
の
重
要
性
は
い
っ
そ
う
増
し
て
い
た
。
と
同
時
に
国
民
、
沖
縄
県
民
の
沖
縄
返
還
要
求
運
動
は
高
揚
し
、
つ
い
に
七
二
年

五
月
に
復
帰
を
実
現
し
た
。

　
一
方
、
産
業
重
視
、
国
民
生
活
無
視
の
高
度
経
済
成
長
の
矛
盾
が
、
六
〇
年
代
半
ば
に
噴
出
し
た
。
そ
う
し
た
政
治
へ
の
不
満
の
声
は
、

六
七
年
四
月
の
一
斉
地
方
選
挙
に
お
け
る
革
新
都
知
事
の
誕
生
を
は
じ
め
と
し
て
、
全
国
の
自
治
体
に
革
新
首
長
を
誕
生
さ
せ
た
。

　
こ
う
し
た
国
民
、
地
域
住
民
の
諸
運
動
の
高
揚
は
、
権
利
意
識
の
深
化
を
も
も
た
ら
し
た
。
つ
ま
り
憲
法
二
五
条
の
国
民
と
し
て
健
康

に
、
文
化
的
に
暮
ら
す
権
利
の
諸
側
面
で
の
前
進
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
日
照
権
、
健
康
権
、
社
会
福
祉
権
、
そ
し
て
国
民
の
教
育
権

（一

七
〇
年
七
月
の
家
永
教
科
書
裁
判
に
お
け
る
杉
本
判
決
）
等
の
い
わ
ゆ
る
「
新
し
い
人
権
」
の
発
展
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
う
し
た

背
景
と
関
連
し
つ
つ
ス
ポ
ー
ツ
権
論
も
七
二
年
以
降
、
活
発
化
し
て
行
く
。

　
（
1
）
　
石
田
博
英
「
保
守
政
党
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
『
中
央
公
論
』
一
九
六
三
年
一
月
号
。

（4）

　
　
　
経
済
的
背
景

　
池
田
内
閣
は
六
〇
年
一
二
月
、
「
国
民
所
得
倍
増
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
こ
れ
は
五
〇
年
代
中
頃
以
降
の
重
化
学
工
業
化
の
高
度

成
長
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
地
域
政
策
が
六
二
年
の
「
全
国
総
合
開
発
計
画
」
で
あ
り
、
百
万
都
市
構
想
、
拠
点
開
発
に
よ

る
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
建
設
で
あ
っ
た
。
三
重
県
四
日
市
市
は
五
〇
年
代
末
か
ら
石
油
化
学
工
業
の
中
心
地
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
が
、

直
後
か
ら
「
四
日
市
喘
息
」
を
発
生
さ
せ
、
全
国
へ
の
悪
し
き
見
本
を
呈
し
た
。
六
三
～
四
年
に
は
、
三
島
・
沼
津
・
清
水
二
市
一
町
の

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
誘
致
反
対
運
動
に
始
ま
る
公
害
反
対
運
動
が
全
国
に
波
及
し
た
。

　
日
本
経
済
は
六
三
～
四
年
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
需
を
迎
え
た
。
後
に
詳
し
く
見
る
よ
う
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
対
す
る
財
界
の
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史
上
未
曾
有
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
岸
内
閣
は
崩
壊
し
、
七
月
に
は
池
田
内
閣
が
誕
生
し
た
。
岸
内
閣
の
強
行
路
線
に
対
し
て
、

池
田
内
閣
は
「
丁
重
路
線
」
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
安
保
闘
争
で
示
さ
れ
た
国
民
の
力
を
必
要
以
上
に
刺
激
せ
ず
、
さ
ら
に
は
懐

柔
す
る
こ
と
を
基
本
路
線
と
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
一
方
ア
メ
リ
カ
で
は
六
一
年
一
月
に
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
が
誕
生
し
、
そ
の
四
月
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
駐
日
大
使
が
赴
任
し
た
。
そ
の
後
ケ
ネ
デ

イ
一
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
路
線
と
い
わ
れ
る
「
柔
軟
路
線
」
に
よ
り
、
労
組
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
文
化
人
が
い
わ
ゆ
る
親
米
派
と
し
て
取

り
込
ま
れ
た
。

　
し
か
し
、
五
〇
年
代
以
降
の
産
業
構
造
の
変
化
に
よ
り
国
民
の
階
層
構
成
も
大
き
く
変
化
し
、
六
〇
年
に
は
労
働
者
の
比
率
が
初
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

五
〇
％
を
越
え
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
国
民
の
革
新
化
に
対
す
る
保
守
政
党
の
危
機
感
も
ま
た
高
ま
っ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
一
九
六
四
年
一
〇
月
）
は
保
守
政
党
に
と
っ
て
、
国
民
か
ら
安
保
を
忘
れ
さ
せ
、
政
治
の
危

機
を
回
避
さ
せ
、
日
本
の
大
国
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
新
た
な
統
合
を
図
る
う
え
で
格
好
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
後
の
二
月
に
誕
生
し
た
佐
藤
内
閣
は
、
政
権
交
替
の
七
二
年
七
月
ま
で
の
間
、
高
度
経
済
成
長
に
支
え
ら
れ
、
対

外
的
に
は
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
へ
出
兵
以
外
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
荷
担
し
た
。
つ
ま
り
六
四
年
八
月
に
は
ト
ン
キ
ン
湾
事
件
を

フ
レ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
た
ア
メ
リ
カ
は
翌
六
五
年
二
月
か
ら
は
「
北
爆
」
を
開
始
し
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
へ
と
深
入
り
し
て
い
っ
た
。
そ
の
影

響
は
日
本
に
も
色
濃
く
現
れ
、
六
四
年
一
一
月
に
は
ア
メ
リ
カ
の
原
子
力
潜
水
艦
が
初
め
て
寄
港
し
た
。
こ
う
し
た
ア
ジ
ア
情
勢
の
逼
迫

に
伴
い
、
国
内
で
は
第
二
の
朝
鮮
戦
争
を
想
定
し
た
自
衛
隊
の
「
三
矢
作
戦
」
（
一
九
六
三
年
二
～
六
月
）
他
の
極
秘
作
戦
の
進
行
や
、

益
々
ベ
ト
ナ
ム
に
深
入
り
す
る
米
軍
や
韓
国
軍
の
援
助
を
目
的
と
す
る
日
韓
条
約
の
締
結
（
一
九
六
五
年
六
月
）
等
、
そ
し
て
六
八
年
七

月
の
ニ
ク
ソ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
（
ア
ジ
ア
人
を
し
て
ア
ジ
ア
人
と
戦
わ
し
め
よ
）
に
よ
る
、
べ
ト
ナ
ム
戦
争
肩
代
わ
り
の
増
加
へ
と
進
行

し
た
。

（3）



（2）

第
四
章

戦
後
日
本
ス
ポ
ー
ツ
体
制
の
確
立
と
法
制
－
第
三
期
（
一
九
六
一
年
六
月
～
一
九
七
二
年
一

二
月
）
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
体
制
の
確
立
、
ス
ポ
ー
ッ
運
動
の
台
頭
等
。
ス
ポ
ー
ッ
振
興
法
の
成

立
（
一
九
六
一
年
六
月
）
か
ら
保
健
体
育
審
議
会
答
申
（
一
九
七
二
年
一
二
月
）
ま
で

　
こ
の
時
期
の
特
徴
を
「
戦
後
日
本
ス
ポ
ー
ツ
体
制
の
確
立
」
と
し
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
が
文
部
省
を
中
心
と
す
る
狭
い
範

囲
で
の
関
心
で
し
か
な
か
っ
た
も
の
が
政
治
、
経
済
、
軍
事
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
等
の
諸
側
面
に
お
い
て
大
き
く
位
置
付
け
ら
れ
始
め
た
こ

と
、
更
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
行
政
に
対
抗
し
て
国
民
の
側
か
ら
ス
ポ
ー
ッ
運
動
が
起
こ
り
始
め
た
こ
と
、
そ

し
て
ス
ポ
ー
ッ
施
設
建
設
へ
の
必
要
性
が
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
自
覚
さ
れ
た
こ
と
等
、
そ
の
後
の
日
本
ス
ポ
ー
ツ
の
基
本
構
造
を
形
成
し

た
時
期
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

一
　
政
治
・
経
済
・
軍
事
的
背
景

　
政
治
的
背
景

一
九
六
〇
年
六
月
の
日
米
安
全
保
障
条
約
の
改
定
は
国
会
で
の
強
行
採
決
に
よ
り
成
立
し
た
が
、
反
対
す
る
国
民
運
動
の
高
ま
り
は
歴



「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
」
の
研
究
　
（
H
）

戦
後
ス
ポ
ー
ツ
の
行
政
と
法

　
　
目
　
　
　
次

第
一
章
課
題
設
定

第
二
章
　
敗
戦
後
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
と
法
（
第
一
期
）

第
三
章
　
ス
ポ
ー
ッ
振
興
法
の
制
定
へ
（
第
二
期
）

　
　
　
　
　
　
（
以
上
は
前
号
掲
載
）

第
四
章
　
戦
後
日
本
ス
ポ
ー
ツ
体
制
の
確
立
と
法
制
（
第
三
期
）

　
一
　
政
治
・
経
済
・
軍
事
的
背
景

　
ニ
　
ス
ポ
ー
ッ
行
政
の
経
緯

　
　
ー
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
行
政
の
形
成

　
　
2
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　
3
　
保
健
体
育
審
議
会
答
申
（
七
二
年
）

　
三
　
日
本
体
育
協
会
他

　
　
1
　
日
本
体
育
協
会

（
2
）

　
2
　
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

四
　
自
衛
隊
と
ス
ポ
ー
ツ

　
ー
　
自
衛
隊
の
創
設
と
基
本
性
格

　
2
　
自
衛
隊
と
ス
ポ
ー
ツ

　
3
　
自
衛
隊
体
育
学
校

　
4
　
自
衛
隊
と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

五
　
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
台
頭

　
1
　
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟

　
2
　
新
日
本
体
育
連
盟

　
3
　
日
本
労
働
者
ス
ポ
ー
ッ
協
会

内
　
海

和
　
雄

（1）


